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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　人は、水や空気や日常に感謝しない。

　誰だれもが、それが存在することを「あたりまえ」のことだと思っている。

　でも、僕は知った。

　この世に「あって当然のもの」なんてないということを。




　それは突とつ然ぜんだった。

　たった今まで確実に目標をとらえていた自動照準装置が、いきなりとんでもない方角に向かって動き出したのだ。

　よりによって、接近してくる敵てき艦かんに向けて迎げい撃げき態勢を取ったそのときを見計らったように、そのアクシデントは発生した。

『照準システムに異常が生じました。リセット後のシステム立ち上げに必要な時間は約一分です』

　僕たちのいる中央指揮室に、管理用電子人格特有の冷静な声が流れる。

　それに答えたのは、まったく対照的な叫さけび声だった。

「一分も待てるわけねえだろう！　もう敵艦のメインビームの射程距きよ離りに入ってるんだ！　先に光子魚ぎよ雷らいを撃うたなきゃやられちまう！　バックアップシステムに切り替かえるぞ！」

　それは、中央指揮室の左サイドにあるコンソールで火器管制システムを管理していたケルプの声だった。

　メインモニターには、僕たちがいる監かん視し衛星に向かって突とつ進しんを開始した敵の重巡じゆん航こう艦の姿が映っている。

　射程距離に入ってもまだ主しゆ砲ほうを撃たないところを見ると、よほど自信があるのだろう。

　目の前にある総合モニターに映るすべてのシステムを見ながら僕は考えた。

　異常数値を示しているのは、ドップラーシステムによる自動照準装置だけだ。バックアップ用の空間センサーシステムには異常がない。

　では、このアクシデントも、訓練のために仕組まれたものなのだろうか？

　僕は、斜ななめ前に立つ立体映像の人物の表情に目を走らせた。

　電子人格のオリアスの表情は冷静だった。

　彼は、この監視衛星の基本システムと訓練プログラムを運用している、いわば教官のお目付け役だ。その彼が冷静でいるのは当然だが、僕はその冷静さの後ろにあるものに気がついた。

　僕はケルプに向かって叫んだ。

「ケルプ！　空間センサーシステムを使うな！　手動に切り替えろ！　光学照準だ。君の目で照準を合わせるんだ！」

　ケルプは、びっくりしたように僕を見た。

「照準はつけられるが、距離測定はどうするんだ？」

「三角測量でやる」

「三角測量？」

　僕はメインコンソールを操作して衛星の周囲に設置してある十二個の外部監視モニターの映像をすべて敵艦の方向に向けて、敵艦の映像を取り込むように指示するのと同時に、立体映像に向かって命令を下した。

「オリアス！　この映像から判明する敵艦の方向、角度のデータをすべて入力し、照準位置を視点とした立体映像にしてケルプの前に投とう影えいしろ！」

『了りよう解かいしました』

　ほんの一秒もしないうちに、ケルプの前の三次元モニターに、敵艦の位置が浮うかび上がった。

　ケルプは、にやりと笑った。

「よっしゃ！　『でたまか』で行こうってわけだな」

「そうだ、『でたまか』だ！　確実に作動するものだけを使おう。君の腕うで前まえを信じているよ」

「まかせとけ！」

　ケルプは、威い勢せいよく答えると、メインコンソールのカバーを外し、その中から光子魚雷の手動発射レバーと照準装置を引き起こして発射態勢に入った。

　後ろのコンソールで防ぼう御ぎよシステムを管理していたハリーの声がした。

「ビーム攪かく乱らん粒りゆう子し散布ミサイルが発射可能だ。推定される最大ビーム減げん衰すい効果率二十パーセント……どうする？」

「いや、ビーム攪乱粒子は散布しない、それから防御スクリーンを切る用意もしておいてくれ」

　そのとき、メインコンソールの脇わきに立つ立体映像が、初めて表情を動かした。少し驚おどろいたような顔をした。

『マイド候補生、よろしいのですか？』

「ああ、かまわない」

　そのとき、照準装置を覗のぞき込んでいたケルプが叫んだ。

「よし！　照準に乗った！」

　安全装置を解除したことを示す赤いサインが光学照準モニターの中に点灯するのと同時に僕は命令した。

「今だ！　ハリー、防御スクリーンを切れ！」

「了解！」

　光学モニターに映る敵艦の輪りん郭かくが鮮せん明めいになるのと同時に、ケルプが叫んだ。

「一番……発射！　二番三番……発射！　四番五番……発射！」

　床ゆか下したからコアフォトンカタパルトが作動する響ひびきが伝わってくるのと同時に光学モニターが光子魚雷の発射による白い閃せん光こうで覆おおわれた。

「防御スクリーン再展開開始！　サイドはなくてもいい、正面に多層展開させるんだ！」

「開始した！　三秒後に百パーセント」

　センサーモニターを覗きこんでいたワンタが声を上げた。

「敵てき艦かん発はつ砲ぽう！　四秒後に到とう達たつ！」

「敵艦進路変へん更こう！」

「全員、耐たいショック耐閃光防御！」

　敵艦のビームが、多層展開された防御スクリーンに命中するのと、ケルプが放った二発の光子魚ぎよ雷らいが進路を変えた敵艦の横腹に時間差をおいて炸さく裂れつしたのは、ほぼ同時だった。

　出力を落とした演習用のビームとはいえ、重巡じゆん航こう艦の主砲が命中したショックは、かなりのものだった。

　指揮官席に座った僕は、揺ゆさぶられるシートのアームレストにしがみつきながら叫さけんだ。

「オリアス！　ダメージリポートだ！」

　立体映像が答えた。

『現状でのダメージは、ありません。全システムは正常に稼か働どうしております』

　僕は、揺れが収まった中央指揮室の中を見回した。

　それぞれの席に座っていた五人の仲間たちと視線を交かわす。

　……よし、みんな無事だな。

「オリアス！　演習上のダメージ換かん算さんは、どうなってる？」

『実戦レベルに換算した場合、多層スクリーンの第四層まで貫かん通つうされたものと判断されます』

　この衛星の正面に展開した多層スクリーンは、九層だ……ということは、敵艦のビーム砲は、展開した防御スクリーンを貫通できなかったことになる。

　そしてオリアスは、僕たちの顔を見て、にっこり笑った。

『ただ今、考査の結果が出ました。こちらの損傷率は〇パーセント、相手側に与あたえた損傷率は百パーセント、光子魚雷二発の直ちよく撃げきにより撃げき沈ちんとの判定です』

　中央指揮室の中に仲間達の歓かん声せいが上がった。

「やったな、マイド！　完全なワンサイドゲームだ！」

　走り寄ってきたケルプが、僕の肩かたを思い切り叩たたいた。

　その痛みに顔をしかめながら僕は思った。

　僕たちは完かん璧ぺきだ。僕たち「でたまか分隊」は無敵だ。

　そう……今のところは。




　僕の名前は「マイド・Ｂ・ガーナッシュ」十七歳。こう見えてもれっきとしたマガザン帝てい国こくの貴族で男だん爵しやくの爵位を持っている……でも、今の僕は、帝国士官学校第三六五期生第二八訓練分隊通つう称しよう「でたまか分隊」の分隊長として、帝国の軍人となるべく、帝国軍士官学校の生徒として軍事教練を受けている、ただの「士官候補生」にすぎない。

　この時代。軍人は、領地も資産もコネもカネもない貧びん乏ぼう貴族の子息が進む道として、ごくあたりまえのことだった。

　軍隊では、平民も貴族も関係なく、実力本位で有能な人間は抜ばつ擢てきされることになっている。だから僕のような貧乏貴族でも出世することが夢ではなかったからだ。

　僕は、目の前にあるメインモニターから視線を外すと、狭せまい中央指揮室の中を見回した。

　拠きよ点てん監かん視し衛星カンビュセス。

　それが今、僕たちがいるこの衛星の正式名称だ。

　今回の監視衛星運用訓練にあたって僕たちに渡わたされた命令書は実に簡潔だった。

『第二八訓練分隊の十二名からランダムに選せん抜ばつされた次の六名は、一週間この衛星を管理運営し、襲しゆう撃げきしてくる敵艦を撃退し、防衛拠点を守り抜ぬくこと』

　こうやって目的だけにすると、実に単純で簡単なことに見える。しかし問題は、それをどうやって達成するか、ということだ。

　そんなに簡単に目的を達成できるなら、誰だれだってテストは百点満点が取れるし、野球のピッチャーは誰だって完全試合が達成できることになる。

　僕は、この監視衛星に到とう着ちやくした交通艇ていのエアロックが開いた瞬しゆん間かんに鳴り響いた警報音を思い出していた。

　……一歩踏ふみ込んだとたんに、あれだったものな。

　それは、秘密保持用の自じ爆ばく装置のスイッチが入ったことを告げる警報音だった。

　僕たちは、警報音と、自爆までのカウントダウンを読み上げる甘い響きをもつ女性の合成音声を聞きながらこのコントロールルームになだれ込み、コントロールシステムを立ち上げ、自爆解除キーを入力した。

　キー入力は受け付けられた。しかし、カウントダウンを読み上げる声と警報音、そして点てん滅めつする警報ランプ、という三つのセットはそのままだった。

　ケルプが叫んだ。

「何やってるんだマイド！　早く解除キーを入力しろ！」

「入力した！　メインコンピューターは受け付けている、でも回路が切断できないんだ！」

　僕たちの分隊員の一人で、機械屋というあだ名で呼ばれているハリーが声を上げた。

「自爆装置の回路が個別回路になっているんだ！　一個ずつ切断しないと、止まらないに違ちがいない！　秘密保持のための自爆工作マニュアルにある方法だ！」

　カウントダウンを告げる女の人の声が残り時間が三分を切ったことを告げていた。

　僕は、コントロールシステムに自爆装置の設置場所を検けん索さくするコマンドを打ち込みながら仲間に向かって叫んだ。

「回答がくるのを待っている時間はない！　全員でこの監視衛星内に散ってくれ！　自爆装置の設置場所がわかったら連れん絡らくしあおう！」

　仲間たちは顔を見合わせると、互たがいにうなずいて、衛星の中に散っていった。

　そして、監視衛星内の四箇か所しよに設置されていた自爆装置を解除し終わったのは、カウントダウンが三十秒を切ったときだった。

　今まで衛星内を照らしていた緊きん急きゆう警報の音と赤い点滅の光が消え、通常照明にもどったのを見て、僕たちは冷や汗あせを拭ぬぐった。

　僕たちは、やり遂とげた。

　この訓練の最大の試練をクリアしたに違いない。

　このとき、僕たちの誰もがそう考えた。それを笑うことは誰にもできないが、今の僕は笑ってしまうだろう。

　なぜなら、教官たちが仕し掛かけたトラップは、これだけではなかったのだ。

　監視拠点衛星を、管理運営する。そのすべての部分にトラップが仕掛けられていた。

　僕の手元にあるレポートには、僕と仲間たちが悪戦苦く闘とうした記録がすべて記録されている。

　自爆装置の解除が終わり、コントロールルームの中で、メインコンピューターの生命維い持じシステムのチェックを行っていた僕は、大気組成の表示を見ているうちに、何か妙みようなことに気が付いた。

　生命維持システムには、生成される人工大気の中の酸素濃のう度どを一定以上に下げないように設定されている。確かにその設定画面を見る限り、低酸素の危険はなさそうに見えた。しかし、僕は念のために、人工大気内の酸素含がん有ゆう量を確かく認にんした。

　なんと、その数字は通常の二倍から三倍の量に指定されていた。

　呼吸する大気に酸素が多いと、人間は酒に酔よったような症しよう状じように陥おちいる。俗ぞくに「酸素酔い」と言われるもので、正常な判断ができなくなって、ひどいときには昏こん睡すい状態に陥ることになる。

　僕は、あわてて大気内の酸素含有量を通常値にもどすように指示を出した

　……こんなところにもトラップがあったなんて。

　確かにあのモニターには、大気中の酸素の含有量の低下は起こっていないという表示が出ていた。しかし、それは酸素が正常な量にあることを示すものではなく、少ない状態ではない、ということを示すだけの表示だったのだ。あの表示だけを見て安心していたら、きっと僕たちは過か剰じような酸素に気づかず、たちまち酸素酔いを起こして、訓練中止になっていたに違いない。

　わきの下に冷や汗が流れるのを感じながら、アクシデントレポートにこの件を登録しようとしたとき、食しよく糧りよう自給プラントの点検をしていたマシューから連絡が入った。

　船内モニターに映った金きん髪ぱつのカリフラワーみたいな髪かみの毛の持ち主であるマシューは、僕に向かって、水耕栽さい培ばい用の液体肥料のラベルが貼はられた、中身が半分ほど入った白い半はん透とう明めいのポリ瓶びんを見せて言った。

『マイド分隊長にアクシデントの報告をします。場所は食糧自給プラント第三促そく成せい水耕栽培ライン、物品はこれです』

「それ、中身は何だったんだ？」

　モニターの中でマシューは肩かたをすくめて答えた。

『よくわからないけど、おそらく枯かれ葉は剤ざい、それも大地に撒まいたら向こう十年草木も生えないような超ちよう強力なやつだと思う』

「どんな風に設置されていた？」

『普ふ通つうの未み開かい封ふうの液体肥料の瓶二本とともに棚たなにおかれてた。マニュアルどおり水耕栽培ラインを動かして、最後に培ばい養よう液に肥料を入れるときに気が付いたんだ。マニュアルには一つのラインに液体肥料を瓶の二分の一投入すること、って書いてあって、棚を見たらちょうど使いかけのこれがあったから、培養液にそのまま入れようとして、はっと気が付いて、調べたら案の定トラップだった、というわけだ』

　僕は微笑ほほえんだ。

「よく気が付いてくれた、礼を言うよ」

　マシューは照れたように、そのカリフラワーのような頭をもしゃもしゃと搔かいて言った。

『いや、褒ほめられると照れくさいな。これはお前が教えてくれたことだぞ』

「え？　僕が？」

『ああ、お前は言ったじゃないか。トラップは、たいていの人間なら『これくらい……』と、簡単に見過ごすような場所にあっさりと、しかし見過ごしたら重大な結果を生むような場所に仕掛けられている、って』

　僕はあわててうなずいた。

「あ、ああそういえばそんなことを言ったっけ」

　モニターの向こうにいるマシューが笑った。

『おいおい、言った本人が忘れてどうするんだ。仕掛ける教官の立場に立って考えれば、楽をしようとか、ズルしようと思う部分に仕掛けるはずだ、って言ったのはお前だぞ。とにかく自給プラントは正常に動いている。三日トマトと五日セロリを栽培してる。できたら食おう』

　モニターの向こうでマシューがにっこり笑って消えたのと入れ替かわりに、隣となりの船内モニターに映ったのは、攻こう撃げきシステムと、艦かん内ないデータベースの点検をしていた、情報処理担当のワンタだった。

　ワンタは、憮ぶ然ぜんとした表情で言った。

『アクシデント報告だ、場所はデータファイル内部のゲームライブラリィ。状じよう況きようはウイルス感染……』

「なんだって？　どの程度まで感染してる？　他のリンクへの影えい響きようは？　外部に漏もれた可能性はあるのか？」

　ワンタの報告を受けた僕は驚おどろいた。たとえ訓練とはいえ、帝てい国こく軍のデータファイルの中にウイルスが感染していたとなると、えらい騒さわぎになるからだ。

　モニターの中でワンタは首を振ふった。

『いや。起動する前にすべてチェックしてファイルごと廃はい棄きした。他ほかに感染する心配は皆かい無むだ……』

　僕は、その不満そうなワンタの顔が気になった。

「そうか、それは良かった……それはそうと、ワンタ、お前、どうしてそんなに不満そうな顔をしているんだ？」

　ワンタは口を尖とがらせて答えた。

『だってよ、マイド分隊長。そのウイルス感染していたゲームファイルのタイトルは全部、最新の、それも人気のものばかりなんだぜ。ウイルスったって、これは士官学校の授業で使われてる飼いならされたヤツで、ワクチンもとっくに出回ってるありふれた種類なんだ……ワクチンさえあれば感染したファイルを修復することだってできるはずなんだ。でも、ここのデータベースにはワクチンが登録されてないから、廃棄するしかなかった……教官のヤツ、本当に底意地が悪いよな』

　本当に悔くやしそうな顔をするワンタを見て、僕は思わず笑ってしまった。

　モニターの向こうで、イタズラ小こ僧ぞうみたいな顔をしたワンタが僕をにらみつけた。

『なんだよ、マイド。笑うことはないだろう！』

「あ、いや、悪い悪い、君を笑ったんじゃない。そのトラップを仕し掛かけた教官の顔つきを想像したら思わず笑ってしまったんだ。だってさ。うちの教官が、今売れ筋のゲームタイトルなんて、知ってるはずないじゃないか。きっと、一生懸けん命めい調べて、そこに仕込んだんだろうな、と思うとなんかおかしいというか微笑ましいというか、そんな気にならないか？」

　ワンタは、憮然とした表情のまま小さくうなずいた。

『まあな、それを想像すると少しおかしいけど……俺はやっぱり許せねえな。だってよ、無事なゲームはクソゲーばっかりなんだぜ』

「まあそう言うなよ、これは訓練だ。遊ぶのも、ほどほどにしとけ、ってメッセージかもしれないぜ」

　ワンタは肩かたをすくめてみせた後で通信を切った。




　僕のアクシデントレポートには、こういったトラップが今までのところ二十件ほど記録されている。

　僕たちは今日までこういったトラップを見つけ出し作動させることなくノーミスでクリアしていた。

　こういったトラップはその程度によって影響度がランクされ、記録されており、トラップが作動した影響度が「大」と判定されると、その時点で即そく、訓練中止が告げられる。

　その判定を行っているのが、僕たちの監かん視し役であり、この監視衛星カンビュセスの管理用電子人格であるオリアスだった。

　電子人格は常に公平に判定を下すため、こういった試験の判定官としては最適なのだろう。そして、僕たちがトラップを見つけ、排はい除じよしクリアするたびに、オリアスは不思議に満足そうな顔をして僕たちを見ていた。

　この実戦訓練には、こういったトラップの発見解除だけでなく、他にも索さく敵てき、通信、構築、防ぼう御ぎよ、偵てい察さつ、といった訓練プログラムが用意されており、僕たちはそのミッションをすべてクリアしていった。

　そして今日。

　六日目に行われた、あの実戦戦せん闘とう訓練がこの訓練のメインプログラムだった。




　最終日の当直は、僕とケルプがやることになった。本当は責任者と副責任者の両方が当直につくなんてことは許されないのだが、最後に何が起こるかわからないということで、二人で当直をすることにしたのだ。

　僕とケルプは、集中制御室の脇わきにある仮か眠みん室に入ってゆく四人の仲間たちを見送った。

　あの部屋の中に並んでいる休きゆう憩けいカプセルだけが、この衛星の中で唯ゆい一いつ許される個人スペースだ。

　メインスクリーンを自動周辺空域警けい戒かいシステムに切り替え終わったケルプが、椅い子すの上で大きく伸のびをしながら話しかけてきた。

「やっと六日目が終わったな。あと一日で、このカンビュセスとも、おさらばってわけか」

「正確には訓練終しゆう了りようの次の日に迎むかえのシャトルが来ることになっているから、あと二日ここにいることになるよ」

　ケルプは、僕の方を向いて、にやっと笑った。

「訓練が終わった日の夜は、みんなでぱーっとやらないか？　この指揮室に飲み物と食い物持ち込んでよ。この部屋は飲食禁止だけど訓練が終わっちまえば関係ないだろ」

「確かに……この部屋くらいのものだからな、全員集まることができる部屋ってのは」

「よっしゃ、決定！」

　僕は、斜ななめ後ろにいるはずのオリアスに向かって話しかけた。

「オリアス、今の会話は記録しないでおいてくれると助かるんだが」

　静かな声が答えた。

『わかりました。では、取引いたしましょう』

「取引だって？」

　振ふり返った僕に向かって、三十代の落ち着いた風ふう貌ぼうの男性の姿をした立体映像が微笑ほほえんだ。

『はい、本日の実戦戦闘訓練の際に、マイド候補生が下した『でたまか』という命令について、ご説明願えませんか？』

「説明すれば、僕たちのどんちゃん騒さわぎを黙だまっておいてくれるというわけかい？」

『ええ、『でたまか』などという命令は、過去のどのデータにもありません。帝てい国こくの教きよう範はんの基本マニュアルからも大きく逸いつ脱だつしております。私はその理由が知りたいのです。結果としては満点ですが、非常にリスクの高い方法であったと言わざるを得ません』

　僕はシートを回転させてオリアスと向き合った。

「『でたまか』というのは『でたとこまかせ』の略さ。でも、それはいきあたりばったりの思いつきでなにかをする、という意味じゃない。あのとき、あのどたんばでドップラーシステムに異常が生じたとき、僕は、あれと同様のことがバックアップシステムにも起こらないという保証はないと思ったんだ。でも、それを確かく認にんしている時間はなかった。だから、一番確実な射しや撃げきシステムを使おうと思った」

　僕はそこで言葉を切るとケルプに向かって、にやっと笑って見せた。

「そう……ケルプワインという名前の射撃システムをね。僕は彼の射撃能力と動体視力、そして何より操そう艦かん技能の高さを知っていた。だから彼にすべてを任せたんだ」

　僕はコンソールにあるパネルを叩たたいて、昼間の戦闘訓練のチャートを呼び出した。

「ケルプが最初に撃うった魚ぎよ雷らいは、敵艦の予想進路の正面に向けて、回かい避ひできるようにわざと早めに発射された。当然敵艦は進路を変へん更こうした。でも、そのときケルプの発射した残りの四発は、その変更するであろう未来位置に向かって飛んでいた。どこに逃にげても必ず命中するようにね」

　ケルプが横から答えた。

「俺はあの敵艦のパイロットが考えていることを予想しただけさ。パイロットは本能的に重力波の乱れを嫌きらう。だから、あのラインで突とつ撃げきをかけたときの離り脱だつルートの中で、一番重力波の乱れの少ないコースを選せん択たくしたんだ。それだけのことだ」

　それだけのこと……と言ったケルプの顔には『できるものならやってみな』と書いてあった。

　僕は補足した。

「光学照準は演算機能もＡ・Ｉも使わないから、他のシステムのように数値に乱数を挿そう入にゆうされるようなプログラムを組まれて、誤作動する心配がない。僕は、バックアップシステムを使う方がリスクが高いと判断して、ケルプの腕うで前まえ一本に賭かけた。ビーム粒りゆう子し攪かく乱らん幕の散布を行わなかったのと、防御スクリーンを切った理由は、照準をつけているケルプの視覚に与あたえる影えい響きようを最小限にするためさ」

　オリアスは深くうなずいた。

『マニュアルにとらわれることなく、最適と思われる方法を選択する、それが『でたまか』というものなんですね』

「言うのは簡単だが、実際にできるヤツはそういないぜ」

　ケルプはそう言って笑った後で僕の方を向いた。

「オリアスに、もっとよく説明してやれよ」

　僕は少し考え込んだ。オリアスに、なんと説明していいのかわからなかったからだ。

「そうだな……僕の考えている『でたとこまかせ』とは、どんなことにも対処できるように、あらゆる局面を考えて手を尽つくしておくことなんだ。簡単に言うと、相手の立場に立って考えるということかな」

『敵の目で自分を見るということですか？』

「それもあるけど……うまく言えないけど。敵とか味方とかじゃなくて、自分のことと他人のことを同じように意識するってことなのかもしれないな……僕は昔、『自分の価値は自分で決める』という言葉の意味を教えてもらったことがある。それと同じだと思う」

　横でシートに体重をかけて、リクライニングさせたまま頭の後ろで腕うでを組んでいたケルプが言った。

「自分の価値は自分で決める？　そんなことはあたりまえのことじゃねえか」

「それって、自分の価値は自分勝手に決めていいってことだと思うかい？」

　ケルプは一いつ瞬しゆん難しい顔になって考え込んだ後で、小さくうなずいた。

「そうか、俺の価値を俺が勝手に決めたって、そんなもんは通用しない。俺の行いを見た周りの人間が決めた価値が俺の価値になるんだよな」

　そして、ケルプは大きなため息をついてから言葉を付け足した。

「……やっぱ、かなわねえな、お前には」

　僕はあわてて顔の前で手を振ふった。

「やめてくれよ、なんか偉えらそうなことを言っちゃったけど、結局のところ僕は何の力もないただのガキで、なんとかしようとして考えていたらこうなった、というだけなんだから……」

　ケルプは首を振った。

「いいや、俺は自分に正直な人間でね、自分に手が届かないブドウを見たら、あっさり認めることにしてるんだ、『あのブドウは甘いに違ちがいない』ってな。確かにお前も俺も、今は何の力もないただの軍人見習いのガキに過ぎないさ。でもよ、これから先どこでどうなるかわからないんだ」

　ケルプはそこで言葉を切るとにやりと笑って僕を見た。

「ひょっとしたらお前は、提てい督とく……いや、総司令長官になるかもしれないぜ」

　僕も、笑って言い返してやった。

「ひょっとしたら君も、皇こう帝てい陛下の乗艦する帝国軍旗艦の艦長になるかもしれないぞ」

　顔を見合わせて笑う僕たちを、オリアスが、興味深そうに見ていた。




　次の日の午後五時、息を詰つめて時計を見ていた僕たちに向かって、オリアスが静かに宣言した。

『おめでとうございます、ただ今をもちまして、すべての訓練プログラムを終しゆう了りよういたします』

「いやっほう！」

「やったぜ！」

「ノーミスだぜ！　ノーミス！」

「考査結果は満点じゃねえのか？」

　カンビュセスの中央指揮室に、仲間たちの歓かん声せいが響ひびき渡わたった。

　僕はメインコンソールのシートに身体からだをあずけると、大きく息をついた。

　……終わった。

　後は僕が総そう括かつ報告書を書いて、送信するだけだ。

「よ！　マイド、ご苦労さん！」

　ケルプが僕の肩かたを叩たたいた。

「どうだった？　総責任者としての一週間は」

「なんとか無事に過ごせたのは、みんなのおかげだと思ってる。いや、タテマエでもお世辞でもなく、本当にそう思ってる」

「それは、俺たちも同じだ」

　もう一度僕の肩を叩いて、そう言ったあとでケルプは仲間の方を振り向いた。

「よっしゃ！　今日の夕食は、この指揮室で全員そろって食うぞ！　もう、当直も何もないんだからな！」

「打ち上げだな！」

「そうさ、実を言うと、この時のためにわざわざ私物として持ち込んだ食い物があるんだ、戦せん闘とう配食じゃねえ食い物が食えるぜ」

　仲間が、もう一度歓声を上げた。

　その日の夕食時間。

　僕たち六人は、中央指揮室の真ん中の床ゆかの上に丸くなって直接座り込んで、おたがいが持ち込んだ私物を囲んでいた。

　パックに入ったものや菓か子しのようなもの、瓶びん詰づめに、圧縮ラゲッジケースに、分厚い辞典が一冊。

　どうみても食い物に見えないものも混じっているが、すべてれっきとした食い物だった。

　驚おどろいたことに、僕たち全員が、仲間に秘密で私物の食い物を持ち込んでいたのだ。

　ワンタが、目の前にあった、チョコチップクッキーの箱を手に取った。

「俺が持ち込んだのはこれだ。疲つかれたときには甘いものが一番！　こいつは中に入ってるチョコチャンクの量がハンパじゃない。チョコレート半分クッキー半分。チョコフレークのコーンフレークの代わりにクッキーが使われてるようなものだ、まあ食ってくれ」

　ワンタの言葉を聞いていたマシューは、大きく首を振って、薄うす切ぎりの干し肉のようなものが入っているパックを破って中身を取り出して言った。

「いやあ、やっぱ男なら甘いものよか肉だよ肉。俺の持ってきたのはスモークタンのスライス！　塩と粒つぶコショウで味付けされた、こいつを食ってみろ」

　並んでいる食い物の中で唯ゆい一いつ四角い密閉パックを持ち込んでいたマシューが、にこにこ笑って言った。

「なんだ、お前らの持ち込んだのは乾かわき物ばかりじゃないか。やっぱりこういうときに食うのはそういった菓子やらツマミみたいなものじゃなくて、こういった本格的なものじゃないとな。見てろよ、タグを引いてわずか一分で合あい鴨がものシチューのでき上がりだぜ」

　無口なラインアートは、そっと瓶詰めを取り上げて、つぶやくように言った。

「俺は……これしか持ってきてないから恥はずかしいんだけど……故郷のグリーンエメラルドキャビアだ……食ってくれ」

　僕たちは絶句した。

　ラインアートの出身惑わく星せいの名産であるグリーンエメラルドキャビアは、帝国三大珍ちん味みの一つとも言われており、収しゆう穫かく量が少ないため、めちゃくちゃ高価なのだ。

　ラインアートが持ち込んだ一瓶があれば、ちょっとした地上車の一台は買えるだろう。

　しかし、ケルプだけは、ラインアートのグリーンエメラルドキャビアを見ても余よ裕ゆうの表情だった。

「なんだよ、お前ら、それじゃあピクニックだぜ。俺を見ろ俺を、この圧縮ラゲッジの中にはパーティ料理のセットが入ってる。そんな子供だましな食い物はさっさとどかせ、ケルプワイン海かい賊ぞく団の流りゆう儀ぎを見せてやる！」

　そう言ってケルプは圧縮ラゲッジの開放レバーを引いた。

　ばしゅ！

　圧縮力場が復元される音とともに、そこに、ローストチキン、フライドポテト、チーズカナッペなどが並んだオードブルのセットが現れた。

「すげえ……」

「すげえだろ、俺はこのために他の私物はほとんど持ち込んでないんだ。着き替がえも一着だけだから毎日洗せん濯たくしなきゃならなかったんだが、その甲か斐いはあったな」

　みんなが目を丸くしているのを、胸を張って自じ慢まんげに見回したケルプは、僕を見て訊きいた。

「そういえば……マイド、お前は何を持ち込んだんだ？　そこにあるその辞典は何だ？」

　僕は、にやっと笑ってその分厚い辞典を取り上げると、そっとページを開いた。

　そこにはシャンペンのミニボトルが並んでいた。

「お酒は持ち込み厳禁ってことになってるから、辞書に偽ぎ装そうしたんだ。もし、この訓練が成功したらみんなで乾かん杯ぱいしようと思ってね」

　僕がそう言うと、ケルプが笑いながら僕の背中をどついて言った。

「さすがだな！　成績優ゆう秀しゆうにして抜ぬけ目なき我が分隊長どの！」

　みんなが、どっと笑った。

　その仲間の笑え顔がおを見ながら、僕はこの仲間たちを一生忘れないと思った。

　全員にグラスを配ってから、僕はシャンペンの栓せんを抜き始めた。

　横にいるケルプが心配そうな顔で言った。

「おいマイド、飛ばした栓で装備品を壊こわすなよ、ここでドジ踏ふめば台なしだぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんとナプキンで押さえているから……」

　僕はゆっくりと栓を抜きにかかった。そして最後の二ミリぐらいを残したとき、栓は中の炭酸ガスの圧力で一気に抜けた。

　ぽーん！

　栓が抜ける音を聞いた全員が歓かん声せいを上げて拍はく手しゆした。

　そのとき。




　ずずずずずうぅぅうん！




　監かん視し衛星の構造材全体が低周波によって揺ゆさぶられるのと同時に、集中制せい御ぎよ室の警告ランプがいっせいに点てん滅めつをはじめた。

　僕は、メインコンソールに駆かけ寄ろうとして、衛星全体の慣性モーメントが狂くるい始めているのに気が付いた。

　……衛星全体の質量に変化が生じているんだ……構造物のどこかにかなりのダメージが生じたに違ちがいない！

「オリアス！　ダメージレポート読み上げ開始だ！」

　僕が、そう言いながらメインスクリーンに、衛星の配置図を映し出したとき。

　それを見上げた仲間たちから、うめくような声が上がった。

　配置図の中は赤い色に染まっていた。

　赤い部分は、外部隔かく壁へきの破損により気密が保てなくなっていることを示す表示だ。

『中央反応炉ろ、機能停止。外部隔壁破損箇か所しよのうち確かく認にんできたもの十七箇所。中央生命維い持じプラント破損。跳ちよう空間通信システム破損。外部作業用ポッド収納庫破損。非常脱だつ出しゆつ装置作動不能。この部屋及および休きゆう憩けい室は現在非常用プラントにてエネルギー供給中』

　オリアスは、その中の、どれをとっても致ち命めい的と思われるアクシデントが発生している事実を淡たん々たんと読み上げた。

　たった今まで繰くり広げていた晩ばん餐さんをそのままにして、自分たちの席に飛び込んだ仲間たちが、悲痛な叫さけび声を上げた。

「中央反応炉、機能停止！　冷れい却きやく及び遮しや蔽へいシステムが破損している。ひでえ！　これじゃあユニット交こう換かんするしかない！」

「外部隔壁は三箇所で大穴が空いている、エアバルーンでは修復不可能の大きさだ、どうなっちまうんだ俺たちは！」

「生命維持プラントはどうなってる！」

　僕たちの視線は、オリアスに集中した。

　生命維持プラントが修復できなければ、僕たちは呼吸すらできなくなる。

　オリアスは、ゆっくりと答えた。

『生命維持プラント……修復不可能です』

「ちょっとまてよ！　もっとよく調べろよ！」

「そんなに簡単に修復不能だなんて言うんじゃねえ！」

　大声を上げた仲間たちに向けてオリアスは悲しそうに答えた。

『申し訳ありません……生命維持プラントそのものが完全に消しよう滅めつしてしまいました』

「なんだって？」

　ケルプが周辺空域監視モニターを衛星側に回転させると、メインモニターに、僕たちがいるこの監視衛星を外側から見た映像が映った。

　そこに映し出されていたのは、居住区以外のほとんどが大破した監視衛星の全景だった。

　ダメージの大きさを目にして、僕たちはしばらく無言だった。

　やがて、ケルプがぽつりと言った

「ひでえな……なんでこうなったんだ？　攻こう撃げきも何も受けちゃいないのに……これも試験の一部だとしたらシャレにならねえぞ」

　僕はケルプの言葉に反論した。

「バカなことを言うな！　試験のわけがない！　サバイバル試験といっても限度というものがある。こんなひどい状じよう況きようを作りだす試験なんかあるわけがない！」

　オリアスが、緊きん張ちようした声で答えた。

『これは、間違いなく事故です。おそらく訓練用に取り外した光子魚ぎよ雷らいの反応弾だん頭とうを保管していた中立力場の事故と思われます。居住区に影えい響きようが及ばなかったのは奇き跡せきとしか言いようがありません。マイド少しよう尉い、一刻も早く緊急通信による救難信号を発するべきだと思います！』

「よし、すぐに緊急救難信号を発信してくれ。全チャンネルをオープンにして、航行中のすべての艦かん船せんの受信応答をチェックするように」

　僕は、オリアスに向かって指示を出した後、仲間たちを振ふり返った。

「残存大気量と供給可能酸素量、そして非常用反応炉の運転可能時間をチェックしてくれ！　今は一秒が大切だ、緊急対応マニュアルなんか無視したっていい、生きるために必要な部分を優先するんだ！」
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　仲間たちは真しん剣けんな顔をして、それぞれの担当するユニットのモニターを点検し始めた。

　僕の通信コンソールに緊急通信の応答信号が点滅したのはそのときだった。

　オリアスがすぐに通信を繫つないだ。

　セーフモードに入った通信システムには映像が映らず、ただ教官の声だけが灰色のモニターから聞こえてきた。

『緊急通信の内容を再確認したい』

「内容にあっては、オリアスのダメージレポートのとおりです。現在監視衛星カンビュセスは中央反応炉、及び生命維持ユニットなどの主要構造物の七十パーセントを喪そう失しつし、機能停止しております」

　モニターの向こうにいる教官は、真剣な声で言った。

『了りよう解かいした、直ちに救きゆう援えんを送る。しかし現在、訓練艦隊は跳空間航法による巡じゆん航こう訓練に移行しており、付近に航行中の艦船はいない。高速シャトルは昨日訓練生が接せつ触しよく事故を起こしたため整備中なのだ……そちらの衛星に残存するエネルギープラントと残存酸素量はどれくらいだ？』

　マシューがエネルギープラントのモニターを読み上げた。

「非常用反応炉の供給可能電力は、約四十八時間運転可能！」

　続いてハリーが生命維持プラントのモニターを読み上げた。

「残存酸素量、現状消費量で五時間！　飲料水を電気分解して酸素供給しても六時間がやっとだ」

　仲間たちから驚おどろきの声が上った。

「六時間だって？　間ま違ちがいないのか！」

　ハリーは悲しそうにうなずいた。

「さっきから十五回ほど演算し直した……答えは同じだ」

　モニターの向こうで教官が息を吞のむのが聞こえた。

『待機中の通常シャトルをすぐに発進させる！　加速用固形燃料ブースターを最大限に搭とう載さいし最大加速で向かわせる！　だから……がんばってくれ！』

　僕は教官の言葉に、普ふ通つうではないものを感じていた。

「シャトルの到とう達たつ予定時間は何時間後ですか？」

　灰色のモニターはしばらく沈ちん黙もくした後で、痛々しげな声で答えた。

『二十四時間後だ……』

　僕たちは無言だった。




　僕たちは、薄うす暗ぐらい非常用照明に照らされた中央指揮室の席に座って輝き度どの落ちたメインモニターに映る数式を見ていた。

　残存する酸素は、六人で呼吸すれば六時間しか保もたない。

　三人で呼吸すれば十二時間しか保たない。

　二人なら十八時間だけ。

　一人なら三十六時間保つ。

　シャトルが、この衛星にたどり着くのは二十四時間後……つまり答えは一つ。

　生き延びることができるのは一人だけなんだ。

　沈黙を叩たたき割るようにケルプが言った。

「考え込んでいたってどうしようもねえ。こうしていたって酸素はどんどん減っていくんだ。酸素に余よ裕ゆうがあるうちに、誰だれが残るか決めちまおうや。あとくされのないように唯ゆい一いつ中立な立場のオリアスに頼たのむってのが良いと思うんだが、どうだ？」

　みんなが顔を上げたとき、オリアスが答えた。

『誠に申し訳ありません、わたくしには皆みな様さまの生せい殺さつ与よ奪だつを実行する権利はございません……しかしこのような場合に使えるプログラムがございます』

「プログラム？　くじ引きって言うんじゃないだろうな、まあくじ引きでも俺はかまわないけどな」

　オリアスはケルプを見た後で首を振った。

『くじではありません、選別です。メンバーをチェックリストで判定し、必要度の低いメンバーから排はい除じよするというシステムです。このシステムならば、真に有能で生き残るべき人間を最後に残すことが可能です』

　オリアスの言葉を聞いたとき、僕は吐はき気がした。

　人間を「必要度」というモノサシ一本で計って、必要でない人間から処分してゆく……処分と言えば聞こえはいいが要するに殺すということだ。効率というものだけで人間を殺すそのシステムには、殺すのも殺されるのも、同じ人間なんだということがまったく考こう慮りよされていない。まして、それを行うのが、見ず知らずの他人じゃなくて、ついさっきまで一いつ緒しよに生活していた仲間だとしたら……。

　仲間たちが戸と惑まどったように視線を交かわすのが見えた。きっと誰も思うことは同じだったのだろう。

「ちょっと待ってくれ、オリアス、僕たちは、そのプログラムを使いたくない。僕にそのプログラムを組み直させてくれないか？」

　オリアスは眉まゆをひそめた。

『時間がありません』

「十分以内でやってみせる。そのプログラムの基本の部分に手を加えるだけだ」




　メインモニターには、消費されていく酸素の残存量を示すタイムカウンターが表示されていた。

　残された時間は、まもなく五時間を切る。

　組み替かえたプログラムに実効命令を与あたえた後で、僕は仲間たちに向かって言った。

「選別プログラムを書き換かえた。誰が残るにしろ誰が残らないにしろ、僕はその両方に納なつ得とくしてもらいたいんだ。こんなときに甘いことを言うなって言われるかもしれないけど、残る人間には残れなかった五人の想おもいを受け取って欲しい。だから、これは生き残って欲しい人間を選ぶ投票なんだ。投票の方法は、それぞれ自分の休きゆう憩けいカプセルに入って、そこでオリアスに向かって投票する人間の名前を言うだけでいい。オリアスが集計してくれる。投票には一いつ切さいの制限をつけない。当然自分に対する投票も有効票だ」

　ケルプが手を挙げた。

「同点だったらどうなるんだ？」

「そのときは、くじ引きで決めよう、決戦投票なんかしている時間はない」

「わかった、じゃあさっさと決めちまおう。時間がないんだからな」

　立ち上がって休憩室に向かったケルプに他のメンバーたちも続いた。

『マイド候補生……』

　中央指揮室からみんなが出て行くのを見たオリアスが、何か言いたそうな顔をした。

「わかってる、いいんだ、このプログラムを組んだのは僕だ。だから僕は選ばれるわけにはいかない。不正が行われたと疑われるようなことがあっちゃいけないんだ」

『しかし……』

「君は僕たちの記録をしっかり残して、そして伝えてくれればいいんだ」

　僕の組んだ投票プログラムには、みんなに説明していない部分があった。それは、僕に投票された票は、そのまま投票者に返される、というものだった。

　オリアスに説明したとおり、このプログラムを組んだ僕は、絶対に選ばれるわけにはいかないからだ。

　僕はこの衛星の責任者だ。責任者というのは最後の最後まで責任を取って、はじめて責任者なんだ。この事故を防げなかった僕は、絶対に生き残るわけにはいかない。

　……それに、僕には家族がいない。

　僕は八歳のときに両親に死別した。それいらい僕はたった一人で……いや、養育用の電子人格と二人で生きてきた。

　死んだときに悲しませる人間の数が一番少ないのが僕だとしたら、やっぱり僕が選ばれてはいけないんだ。

　やがて、みんなが休憩室から出てきた。

　僕はケルプに一票を投じた。

「結果が出たみたいだな。オリアス、発表してくれ」

　オリアスは、一いつ瞬しゆん目を閉じたあとで、ゆっくりと言った。

『ケルプワイン殿どのが選ばれました』

　みんなが大きくため息をついたとき、ケルプが叫さけんだ。

「ちょっと待て、その投票に不正が行われていないという保証はない。全員の得票数を発表してくれ、そうじゃないと俺は納得しないぞ！」

　オリアスは、僕の方をちらっと見たあとで答えた。

『ケルプ殿に二票、他ほかはマイド殿を除いて全員に一票ずつ投票されております』

　仲間たちが顔を見合わせた。

「そんなバカな！　俺は自分になんか投票してない！」

「俺もだ！」

「俺も！」

　仲間たちの声を聞いたケルプは、僕をにらみつけた。

「やいマイド！　こりゃあいったいどういうわけだ！　お前、小細工しやがったな！」

　僕は驚おどろいた。

　僕の投票以外の票が全員に返ったということは……。

「いや……小細工なんかじゃない。信じてくれ。僕はただ、僕に投じられた票をそのまま投票者に返すプログラムを組んだだけなんだ。僕が組んだプログラムで、僕が選ばれるわけにはいかないだろう⁉」

　ケルプはしばらく僕をにらみつけていたが、やがて、手を右の腰こしに回した。

「オリアス！　記録しろ。今、この時点でマイド候補生を、この監かん視し衛星カンビュセスの責任者から解任する。理由は帝てい国こく軍人としての信義に欠ける不正行こう為いがあったからだ、以後ここの責任者はケルプワイン候補生とする。いいな！」

　一呼吸ほどおいてからオリアスが答えた。

『緊きん急きゆう事態時の特例法第三四二条第二項こうの規定により解任を認めます』

　その答えを聞いたのと同時に、ケルプは右腰につけてあったショックガンを抜ぬいて僕の顔面に突つきつけた。

「お前は俺たちの命がけの信しん頼らいを裏切ったんだ！　そんなヤツに生き残る資格なんかない！　最初にまずお前からいなくなってもらおうか」

「ケルプ……」

　目の前にある銃じゆう口こうに、僕は現実感を感じなかった。

　僕は視線を上げた。

　ケルプの目は僕を正面から見つめていた。

　僕は戸と惑まどった。なぜならその目には憎にくしみの色も怒いかりの色もなく、ただ透とう明めいな悲しみの色しか見えなかったからだ。

「あばよ……マイド」

　僕の意識に残ったのは、その、慈いつくしむような響ひびきを持ったケルプの声だった。




　ゆっくりと意識がもどってきた。

　最初に僕の目に入ってきたのはメインモニターに表示されたカウントダウンされてゆくタイムカウンターだった。

　その数字は十二時間十三分を示していた。

　十二時間……？

　飛び起きた僕は自分が、フル・リクライニングされたメインコンソールのシートに寝ねていたことに気が付いた。

『お目覚めですか？』

　オリアスの声がした。

　メインコンソールに立ち上がったホログラフのオリアスが、僕を見ていた。

「おい！　どうなっているんだ？　あれからどうなったんだ？　なんでタイムカウンターがこんな時間になって……」

　そこまで言ったとき、僕はタイムカウンターが延びていることの意味を悟さとった。

「まさか……みんな……僕を残して……」

　オリアスは、ゆっくりと頭を下げた。

『皆みな様さまからメッセージをお預かりしております』

　セーフモードだった灰色のメインモニターの輝き度どが回復した。

　そこに映っていたのは、簡易作業服を着込んだケルプたちだった。

　モニターの中のケルプは笑った。

『よう、起きたか、マイド。俺たちは吹ふっ飛んだ他の区画に行くことに決めた。この簡易気密作業服ならば宇宙空間でも十五分くらい生きていけるはずだ、ひょっとしたら他の区画には酸素や生命維い持じプラントが残ってるかもしれない。だからいいか、俺たちは死にに行くんじゃない、希望を探しに行くんだ。そしてもしも俺たちが帰れなかったとしたら……俺たちが、どんな人間で、どんなことを考えていたのか、それを伝えるヤツが一人もいなくなっちまう。だから、お前は生きろ。これは義務だ。こんな義務を負わせられるお前の方が俺たちより辛つらいだろう。俺たちは、こんなプログラムを作った人間が、その辛さを味わうべきだという結論に達したんだ……』

　モニターの中で仲間たちが笑ってうなずいた。

　ケルプはにやりと笑って続けた。

『ざまあみろ』

　そして……モニターは切れた。

「ばかやろう！」

　僕は両手の握にぎりこぶしでメインコンソールを殴なぐりつけた。

「なんで……なんで僕なんかを残すんだ！　僕には家族がいないんだぞ！　お前らみたいに、死んだら悲しんでくれる父さんや母さんや兄弟なんか一人もいないんだ！　僕が死んだって泣く人も悲しむ人もいないんだ！」

　僕はシートに座り込んだ。

　僕の目の前に、仲間たちが持ち込んだ食べ物が浮うかんでいた。

　ついさっきまで。

　僕は、あいつらと、ここであの食べ物を囲んで笑っていた。

　こんなことになるなんて思いもせずに笑っていた。

　チョコクッキーの箱を自じ慢まんげに見せたワンタ。

　グリーンエメラルドキャビアの瓶びんを持って静かに微笑ほほえむラインアート。

　スモークタンを持って胸を張るマシュー。

　合あい鴨がものシチューを勧すすめるハリー。

　そして、オードブルのコースを出して見せたケルプ……。

　僕はシートから立ち上がると、部屋の中に浮いているその品物を集めて抱かかえ込んだ。

　涙なみだが止まらなかった。

　食品を抱え込んだまま僕は泣いた。

　誰だれにも泣いているところを見られずにすむ、その事実が、僕の涙を止めようとはしなかった。




　救助シャトルが、メインモニターに映ったのは、タイムカウンターの残り時間が、四時間を切る前だった。

　宇宙空間の中に浮かぶ反応炎えんの輝かがやきが、だんだんと増してゆくのを、僕は無感動に眺ながめていた。

　……この先、僕は、自分の命は仲間たちの犠ぎ牲せいの上に成り立っているんだ……と、いつも自分に言い聞かせながら生きてくのだろう。

　仲間達が、これから送るはずだった人生、かなえるつもりだった夢、抱いだいていた希望。

　僕はそれを、全部背負わなきゃならない。絶対に投げ出すわけにはいかない。それを投げ出せば、僕は仲間達を裏切ることになるんだ。

　だから……僕は生き延びなくちゃいけない。何一つ恥はじることなく、前を向いて、僕は生きていかなくちゃいけないんだ。

　……でも、それはきっと、とてつもなく重くて辛い生き方なんだろうな……。

『おめでとう、マイド候補生』

　僕の想おもいを断ち切ったのは、オリアスの声だった。

「おめでとう……だと？」

　何を言っているんだ、お前は！……と、僕が言う前にオリアスが笑った。

『君の仲間は無事だ』

　僕はオリアスの言葉の意味がわからなかった。

『私は、君に対して今回のサバイバルシチュエーションテストで、ＡＡＡトリプルエーの評価を下した。このアクシデントは計算されたもので、衛星の周囲には、ステルス化された救助艇ていが常に待機していたのだ』

「じゃあ……ケルプたちは……」

『二十時間前に救助され、あのシャトルに乗っている』

　オリアスは、そこで言葉を切ってから僕を真しん剣けんな目で見た。

『私の本当の名前は、帝てい国こく情報部の心理作戦参さん謀ぼうのＧＳ１２５Ｅ・オリアスである。私は過去何十年にわたってこのテストを担当してきた……今まで、一週間どころか二十四時間すら保もたなかった連中や、たとえ一週間保ったとしても、最後のサバイバルテストで殺し合いをやりかけた連中を山ほど見てきたが、こんな結末は初めてだ……君を眠ねむらせたあと、あの五人は簡易作業服だけを着込んでエアロックから飛び出していった。あわてて回収の指示を出したのだが、驚おどろいたよ。彼らを回収するのがあと十分遅おくれたら、彼らは全員死んでいただろう。それだけの酸素しか持っていなかったのだ』

　カンビュセスの居住区の外部隔かく壁へきに、救助シャトルの伸のばす脱だつ出しゆつ用エスケープアームが食い込む音が響ひびいた。




　エスケープアームを通ってシャトルの船内に入った僕を迎むかえた教官は、軽く敬礼すると言った。

「訓練終しゆう了りようについての申告と、結果報告を行う、直ちにメインブリッジに向かえ」

「了りよう解かいしました」

　答礼を返した僕に、教官は小さく笑って答えた。

「ＡＡＡ評価をもらったヤツは十二年ぶりだ、胸を張って申告してこい」

「ありがとうございます」

　そう答えて僕はメインブリッジに向かう通路へと続くドアの前に立った。

　シュッという空気音とともに開いたドアの向こうに……制服に着き替がえたケルプたちが立っていた。

　五人の仲間たちは笑っていた。

「よう！　マイド、ごくろうさん！」

「一人でじっとしてるのも飽あきるだろう」

「俺たちはとっくにシャワー浴びて美味うまいもの食って寝ねてたんだぜ」

「結局お前さんが一番の貧びん乏ぼうくじを引いたってわけだな」

　僕は、それ以上仲間たちの顔を見ることができなかった。

「バカ野や郎ろう、泣くんじゃねえ！　胸を張れ！　胸を！　お前は勝ったんだぞ」

　ケルプの声を聞きながら僕は思った。

　……勝ったんじゃない、勝たせてもらったんだ。

　最後に残った勝利者が本当に手にするものは、栄えい誉よでも名声でもない。

　勝てなかったすべての人々の想いという、重いものなんだ。




　シャトルのメインシャフトに沿って延びる長い連れん絡らく通路を、僕は歩き出した。

　その先には、栄誉と、そして義務が待っているに違ちがいない。

　その義務が、どんなに重く辛つらいものだとしても、僕は投げ出すわけにはいかない。

　なぜなら、あのとき、僕は決めたんだ。

　自分の価値は自分で決めよう……と。
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　メインモニターに、一人の青年の顔が映し出されていた。

　年ねん齢れいは二十歳はたちくらい。ちょっとくせ毛なのだろう、収まりの悪い黒くろ髪かみと、茶色がかった瞳ひとみを持つ、どこにでもいる……そう、それは、本当にどこにでもいるような、平へい凡ぼんな顔つきの青年だった。

　若い刑けい事じに、生おい立ちや、経歴などを聴ちよう取しゆされているその青年の顔を、グリフォラント中央警察署の刑事総務課の一室でモニター越ごしに、じっと見ていた中年の男は、指先にはさんであった安物の紙巻きタバコを、目の前におかれたスリットボックスに近づけた。

　煙けむりとともにタバコの先にあった長い灰が、音もなくそのスリットに吸い込まれていく。

　その中年の男は、半分以下の長さになってしまったタバコを口元に持っていきながら、低い声でつぶやいた。

「カノーネ。ＤＮＡの鑑かん定てい結果は出たのか？」

　男の言葉が終わらないうちに、モニターの左ひだり隣どなりに、見るからに実務屋、という風ふう貌ぼうの三十歳くらいの男のホログラフが立ち上がった。

　その男は、軽く一礼すると、電子人格特有の屈くつ託たくのない声で答えた。

『七十五パーセントの合がつ致ち係数が出ておりますよ、メルツァー警部』

　メルツァー警部と呼ばれた中年男は、顔をしかめた。

「七十五パーセントってのは、微び妙みような数字だな」

『ええ、ですから帝てい国こく情報部のデータベースに基本塩基構造の詳しよう細さいな分ぶん析せき数値照会をかけております。現在その回答待ちです』

　メルツァー警部は、いまいましげに鼻から煙を吹ふいて言った。

「合致係数が七十五パーセントじゃあ裁判所は逮たい捕ほを認めねえだろ？」

　カノーネと呼ばれたホログラフの電子人格は肩かたをすくめた。

『予備鑑定の結果が七十パーセント以上なら、とりあえず二十四時間の身み柄がら拘こう束そくが可能となる拘束令状が出ますから、法的には問題はありません。あの『ウィルフレッド・ストークス』と名乗る青年を、あと二十時間拘束しておくことが可能です』

　メルツァー警部は腕うでを組んだ。

「……帝国の回答はいつごろになるんだ？」

『このグリフォラントは、通信基幹回線が他のユニコニア、フェニクルス、マーメディア、ドラコニアと共通ですので時間がかかります。しかし、遅おそくとも二十時間はかかりません。ご安心ください』

　机の上にあるモニターに映る青年に視線を走らせてからメルツァー警部は組んでいた腕を解いて立ち上がった。

「二十時間は長いな……これで帝国情報省から送られてきた照会結果と違っていて、別人だなんてことになったら、あの男はやってられないだろうな」

『一応、捜そう査さ協力費が支し払はらわれることになっておりますが……』

　メルツァー警部はひょい、と肩をすくめて答えた。

「拘束されて時間を無む駄だにした側にしてみれば、はした金だ」

　そして、もう一度モニターに映る青年に視線を投げてから付け足した。

「彼が運命論者だと助かるな。自分が、マイド・ガーナッシュに似ていたのが、運命だったのだ、と、あきらめてくれれば説得もしやすい」

『他人の空似という言葉はあります。しかしＤＮＡの空似というのはありません……帝国の最重要手配被ひ疑ぎ者に似ていた彼は、いずれにせよこうなる運命だった、ということですね』

「犯罪に巻き込まれてしまった人間が、必ず言う言葉がある……『なぜ、私が？』というな」

　そう答えながらジャケットの内ポケットから取り出したタバコの箱が空だったのに気が付いたメルツァー警部は、小さく悪態をつくと、空箱をくしゃくしゃにしてゴミ箱に投げ捨てた。

　そして、机の引き出しから新しいタバコの箱を取り出すと、憂ゆう鬱うつそうな顔でその箱の封ふうを切りながら、付け足した。

「理由なんかあるもんか、と言ったって納なつ得とくはしないだろう。でも、理由なんかないんだ。宝くじに当たるのに、法則も理由もないのと同じなんだがな……」

　メルツァー警部が、封を切ったタバコの箱のはしを叩たたいて、飛びだしてきたタバコを一本口にくわえて引き出すのを見たカノーネが、眉まゆをひそめた。

『タバコの無毒化は進んでいますが、喫きつ煙えんは悪あく癖へきとみなされています。おやめになる気はありませんか？　メルツァー警部』

　くわえたタバコに火をつけて吸い込んだ煙を鼻から吹き出したメルツァー警部は、ゆっくりと答えた。

「俺は二十歳はたちになるまでタバコを吸わなかった。警官としてそれは当然のことだ。そしてそれから二十七年間俺はずっとタバコを吸ってきた。二十七年続けてきた喫煙を、簡単にやめてしまうような意志の弱い人間だと思わないで欲しいな」

　カノーネは、黙だまって肩をすくめた。

　吹き出した煙を換かん気き装置が残さず吸い取ってゆくのを眺ながめながらメルツァー警部は言った。

「さて、仕事に取りかかるとするか」

『帝国からの照会結果は、届いておりませんが？』

「結果が届くまで二十時間、なにもしないでぼーっとしているわけにもいかんだろう。あの……ウィルフレッド・ストークスと名乗った青年にも、それは失礼なことだとは思わんか？」

『照会結果待ち。という理由で、何もしなくても、特に問題になるようなことはありませんが……そういうのは嫌いやなんですよね』

「あたりまえだ、俺は後で問題になるとか、上役からどうのこうの言われるからとか、そういった理由で仕事をするつもりはない。仕事をしないと申し訳ない気がするから仕事をするんだ」

『市民に対して、ですか？』

「自分にだよ、さあ、無む駄だ口ぐち叩たたいていないで、さっさとお前さんのお得意の検けん索さく機能をフル回転させろ」

　ホログラフは小さく一礼した。

『了りよう解かいしました。まずは何から検索いたしましょう』

「ウィルフレッド君の生おい立ちから行こうか。グラナーテ刑けい事じが聴ちよう取しゆしたデータの裏づけは取れたのか？　犯罪歴はあるのか？」

『ウィルフレッド・ストークスなる人物について、犯罪歴はありません。出生の記録と住民登録は、本人の申し立てたとおり帝国臣民総合記録データベースにありました。これがその身上データです』

　カノーネの言葉が終わらないうちに、メルツァー警部の目の前にある半はん透とう過かスクリーンに、ずらずらと個人のデータが並んだ。

　その最初の方を読んだ警部が、半分感かん嘆たんの声を上げた。

「エルサルク星系か、帝国の反対側の外れじゃないか。ずいぶん遠くの生まれなんだな」

　カノーネはうなずいた。

『確かに、銀河北辺の出身者は、このグリフォラント方面では珍めずらしいですね』

　エルサルク星系は、広大な帝てい国こくの勢力圏けんを円えん盤ばんにたとえれば、中心をはさんだ反対側の縁ふちに位置する星系だ。

　さまざまな地方星系の出身者が集まる帝国の中ちゆう枢すう星系ならいざしらず、銀河の片かた田舎いなかに位置するこのグリフォラント星系では、そのような遠えん隔かく地ちの出身者はまず見かけることはない。

　帝国の直接統治下にある恒こう星せい系の数は数万に及および、それ以外にも友好親善条約を結んでいる自治恒星系政府などのいわゆる帝国の勢力下にある星系をふくめればその数は十数万とも言われている。星域間を自由に行き来できるとはいえ、遠く離はなれた星系同士の結びつきはほとんどないに等しい。

　メルツァー警部は訝いぶかしげに聞いた。

「そんな遠くの人間が、なんで、こんなところにいるんだ？　合理的な理由があるのか？」

『それについては、履り歴れき書と職歴についての記録がありますね……父親が鉱山技師で、エルサルク星系にある鉱山用のコロニー『ニュー・ニューヨーク』で生まれ、その後その鉱山コロニーのハイスクールを卒業後父と同じ道を選んで鉱山技師となりました。各地の鉱山を転々として、一年前からこのグリフォラントのロンジット鉱山で働いていたようですね。今は資格をとるためにそこを辞やめてアルバイトをしながら勉強中、ということになっております。鉱山で使用していた高圧シールド鉱法の影えい響きようで難なん聴ちようになり、右耳の内ない耳じに補ほ聴ちようデバイスを入れています。その診しん療りよう記録も残っています』

「おかしなところは、何もない……というわけか。後は帝国情報部の回答待ち。あのお尋たずね者のマイド・ガーナッシュと一いつ致ちせずという回答なら、このまま無罪放ほう免めんってところだな」

『経歴記録を見る限りは、今のところ彼を留置する理由は何一つありませんからね』

「帝国の情報部が、マイドにかけられている懸けん賞しよう金の額を引き上げやがるから、こういった欲の皮を突つっ張らせたタレコミが増えるんだ。こないだなんか、隣となりの家に住んでる、毎日犬の散歩に出ているじいさんが、マイドが連れているヴァルゲインというじいさんにそっくりだ、なんて通報してきたヤツがいたくらいだ。電子人格が犬の散歩に出るわけがないのによ……」

　メルツァー警部は、くわえていたタバコを目の前にある灰皿に押し付けて消すと、椅い子すから立ち上がった。

『どちらに行かれるのですか？』

　メルツァー警部は、目の前のモニターに映る青年を指差した。

「あの男に直接会って話をしてくる。半分は警察の捜そう査さについての説明だがな……自分が史上最悪のテロリストと風ふう貌ぼうが似ていたというのは不運以外の何物でもない、ということに納なつ得とくしてくれればいいんだが」

『それは説明ではなく説得に近いですね』

　メルツァー警部は肩かたをすくめた。

「説得なら、占うらない師を頼たのんだ方が早いかもしれんな、あいつらは運命論のプロだ」

『呼びますか？　何でしたら占い師のデータベースを開いて、連れん絡らくをつけますけど……』

　真顔で聞いたカノーネに、メルツァー警部はもう一度肩をすくめてから答えた。

「いいや、プロを呼ぶには金がかかる。んでもって警察にはそんな余分な予算はない。つまりは俺がなんとかしなくちゃならんということさ」




　マガザン帝国のタツヨミ皇太子爆ばく殺さつ事件と、そしてアウトニアの武力併へい合ごうから約二年近い月日が過ぎようとしていた。

　この二年間、帝国の情報部と国家警察は、特別体制を敷しいてマイドの行方ゆくえを追っていたが、マイドは、ただの一度も彼らの仕し掛かけた網あみにかかることはなかった。

　その原因のひとつは、地方自治惑わく星せいの官憲たちの捜査に対する熱意の低さだった。

　地方自治惑星の人々の多くは、二年前の帝国のアウトニアへの武力侵しん攻こうと、そしてあの後ネットに流れた……いや、今でもネットに流れ続けているアウトニアファイルを知っていた。

　帝国が、あの善良なる小国に何をやったのか、それを知った人々の多くは、潜せん在ざい的に帝国に不信感を抱いだき、そしてその不信感は、一種の反感へと変わっていった。

　地方自治惑星の国民の抱くその空気は、そのままその地方自治警察の警察官たちの意識にも影響を与あたえていた。

　マイドを追うことに寝しん食しよくを忘れるほどの情熱を保っているのは、帝国情報部と、国家警察と、そしてマルス家の眷けん属ぞくどもが住むマルス家の領地の官憲たちだけで、地方自治惑星の警察官のほとんどは、殺人や強ごう盗とうといった凶きよう悪あく犯以下の、ごく普ふ通つうの窃せつ盗とう犯程度の犯罪者を追うのと同じ程度、もしくはそれ以下の熱意しか持っていなかった。

　彼らにとって、まず最初に処理すべきは日夜飛び込んでくる、目の前の市民に関かかわる事件、事故であり、たとえ帝国の歴史に残る大事件であっても、遠い帝てい星せいで起こった事件の捜査などに関わっているひまはない、というのが正直なところだったのだ。

　刑けい事じ総務課の部屋から、取調べ室に向かう長い廊ろう下かを歩きながら、メルツァー警部は唇くちびるのはしに自じ嘲ちよう的な微び笑しようを浮うかべた。

　……刑事総務課国際捜査手配係か。役職の聞こえはいいが、やっていることは砂金すくいだ。データベースの中に照会と検けん索さくのザルを突っ込んで引っかかる連中を拾うだけの地味な仕事だ。

　グリフォラントは、神聖ローデス連合との緩かん衝しよう地帯に当たる中立恒星系群に近いことから、帝国の司法の手の及ばない中立恒星系に逃とう亡ぼうを図はかる犯罪者が立ち寄る可能性が高かった。

　グリフォラントに入国してくる人間の中から、手配を受けている被ひ疑ぎ者と一致する項こう目もくの多い人間を抽ちゆう出しゆつするこの作業を、メルツァーは自嘲まじりに砂金すくいと呼んでいた。

　まあ……思いもしない大物がひっかかる、なんてこともあるから確かにおもしろいが、そんなことはめったにない。

　……あの青年が、本当にマイド・ガーナッシュだったら、実におもしろいんだがな。

　メルツァー警部は、少し不ふ謹きん慎しんな微笑を浮かべながら取調べ室に向かって足を速めた。




　そのころ、マイドは、自分がいる部屋を、あらためて見回していた。

　部屋の真ん中に置かれた灰色の事務机一つで、部屋のスペースの半分以上を占しめてしまうようなその小さな部屋には、窓一つない。

　部屋に出入りできるのは、マイドの前で、さまざまな事こと柄がらを聴ちよう取しゆしている若い刑事の背中にあるドア一枚だけだ。

　通りいっぺんの事柄、つまり出生地や家族関係、学歴、経歴、居住地などの事じ項こうを聞き終えて、その内容を机の上に置かれた入力端たん末まつから打ち込んでいる刑事から視線を外して、部屋の中を見回しながらマイドは考えていた。

　……どうしてこう取調べ室という部屋は、どこもみな一いつ緒しよのデザインなんだろう？

　乳白色の壁かべと、全域照明で白く光る天てん井じようのため部屋の中は明るく、陰いん惨さんな雰ふん囲い気きは少しも感じられなかった。

　でも、この明るさは居い心地ごこちのよさ、などという概がい念ねんからは無む縁えんの明るさだ。

　この部屋には一いつ切さいの装そう飾しよくがない。花一輪、カレンダー一枚すら貼はられていない。実に合理的で妥だ協きようを許さない部屋だ。

　この部屋の目的はそれなのだ。噓うそも妥協も許さず、ただ合理の極きわみにある真実のみを追求するために作られている。

　マイドは大きく息を吸って、そして吐はいた。

　……そう。だから僕は怖こわくない。

　この部屋で追求されるのは真実だ。

　そして、その真実こそ僕の最大の味方なのだ。

　僕には追つい及きゆうされる理由はない。なぜなら帝てい国こくが追っているのは『タツヨミ皇太子を爆殺したテロリストのマイド・ガーナッシュ』であり『ウィルフレッド・ストークスを名乗るマイド・ガーナッシュ』ではない。

　壁の中に内蔵されているであろう、体温、脈みやく拍はく、発はつ汗かん、呼吸などのデータを記録するバイオタスクセンサーを思い浮かべながら、マイドは平常心を保つための自己暗示を続けていた。

　……僕はマイド・ガーナッシュであるのと同時にウィルフレッド・ストークスなんだ。僕の記き憶おくはウィルフレッドとしての記憶でもあるんだ。

　僕は、あの街を知っている。僕はこの二年間何度もあの街の中を歩き回り、話をし、そしてあそこで生活していた。

　僕は、この二年間あの街の中で生きてきた……いや、僕は二十二年前あの街で生まれてあの街で育った……それもまた真実なんだ。

　大だい丈じよう夫ぶ、上手うまくいく。僕とヴァルはこのやり方でこの二年ずっと帝国の探たん索さくの手から逃にげ延びてきたんだ。

　ヴァルの能力があれば、僕が帝国の士官学校に入学した際に、兵士登録と同時に記録された個人識別用ＤＮＡデータベースに侵しん入にゆうして、データを書き換かえることは可能だ。しかし、データ改変は、データ閲えつ覧らんよりも格段高いセキュリティシステムが設定されている。常に複数の情報管理電子人格を同時に起動しデータを相そう互ご監かん視し下において、複数のバックアップをランダムなタイムテーブルで走らせ、データ改変部の洗い出しを同時進行させているのだ。

　その数と時間は不定でランダムに起動されるため、場合によってはヴァルの能力域を越こえる可能性があるから、僕は帝国のデータベースへ侵入して、僕の個人データを改変するという方法をあきらめた。

　それに、もし帝国のデータベースに改変を加えたことが明らかになれば、帝国は何か別の方法を使って僕の洗い出しを始めるだろう。その方法が判明するまでの間、僕はそれに対たい抗こうできずに危険にさらされることになる。

　帝国のやり方がわかる今のシステムをそのまま維い持じしてもらったほうが、はるかにリスクが小さい。そう僕は考え、帝国内のデータベースそのものに対する工作を行わず、そこにアクセスする通信暗号回路に侵入するという方法を選んだ。

　僕のＤＮＡデータが照会文書として通つう信しん網もうに乗るときに、ヴァルが本来の変へん換かんコードに一部乱数となるコードを挿そう入にゆうするのだ。

　照会データが帝国のデータベースに届いたときには、僕のＤＮＡの数値とは異なる数値となっているため、照会の回答は『一いつ致ちせず』となり、いくら顔立ちが似ていても他人の空似で押し通すことができる。

　そして、さらに僕は、その変へん更こうを加える部分を全体の二十五パーセント程度におさえることにした。

　僕がマイドに似ていることは、誰だれが見ても明らかだ……本人なんだからあたりまえなんだけど。

　だから誰でも僕に疑いを持つだろう。地方によって法律は違ちがうが、場所によっては身み柄がら拘こう束そくを受けてＤＮＡを採取されることになる。そう、このグリフォラントのように……。

　ＤＮＡの照会結果が、あまりにもかけ離はなれていたのでは、かえって疑いを招く。充じゆう分ぶん疑うに足りる、しかし決定的ではない数値。それが七十五パーセントの類似性だ。

　実際には、いくらＤＮＡの塩基配列が類似していても、それが骨格などの遺伝形質部分でないかぎり顔が似るということはあまりないのだが、人間というのは不思議なもので、ＤＮＡの数値が似ているというだけで顔が似ているということに納なつ得とくしてしまう。

　僕をマイド・ガーナッシュではないかと疑った、その理由。いわゆるエクスキューズをその数値に求めるだろう。

　こうして僕はこの二年間帝国内を逃げ回ってきた。

　帝国がデータベースの不ふ可か侵しん性と絶対性を信じ続け、そして僕がそのデータベースに指一本触ふれなかったがゆえに僕は逃げ続けることができた。

　データベースを疑ってはならない。帝国のデータベースは、絶対にして無む謬びゆうの存在である。……皇帝と同じように。

　帝国の連中が、そう考え続けるかぎり僕は安全なのだ。




　取調べ室の中では、取調べマニュアルどおりの定型的な質問事じ項こうの回答を入力し終わったグラナーテ刑けい事じが、時間を持て余していた。

　ベテランの刑事ならば、こういったときに、さまざまな世間話をして時間を潰つぶし、その何気ない世間話から、事件の糸口になる事実を聞き出したりするのだが、グラナーテ刑事は、まだ若く、そういった経験値が不足していた。

　これが、このグリフォラントで発生した刑事事件であれば、目の前にいる人間に聞くべきことは山のようにある。事件当日の行動、犯行時間の所在地、そしてそれを証明できる人間や、客観的事実。誰かと会っていたのならその人物名。どこかにいたというのならその場所でそのとき何があったのか？　天候、人通り、目に付いたもの。そのときその場にいたものでなければわからない事実。

　しかしそういったことを聞くわけには行かないのだ。なぜなら目の前にいるウィルフレッドという青年は、単に国際手配のテロリストに似ており。そして運が悪いことに帝てい国こく情報部から手配されていたＤＮＡ配列のパターンに類似してしまった、というだけの人間なのだ。

　重大事件の犯人だとしても、その事件がグリフォラント以外の場所で起きたのならば、その犯罪について捜そう査さする捜査権はない。つまり、目の前にいるこの気の弱そうな青年が、もし本当にあのマイド・ガーナッシュだったとしても、皇太子爆ばく殺さつ事件について取り調べることはできない。

　地方警察のやるべきことは、容疑者が手配されている人間であることを証明し、そして手配を行った機関が身み柄がらを引き取りに来るまで身柄を確保しておくことだけなのだ。

　時間を持て余していたグラナーテ刑事は、少し前に目の前の青年から聞いた生おい立ちなどのデータに、ざっと目を通してから、小さくため息をついた。

　……まあ、こんなところかな？　こんな人定事項の質問の回答みたいな形式的なものは廃はい止しして、客観的な数値で表せるＤＮＡの照合結果だけで判断すればいいのに。

　そのとき、グラナーテ刑事の後ろにあるドアがノックされ、中年の男の声がした。

「俺だ、メルツァーだ。交代しよう」

「はい、わかりました！」

　グラナーテは、ほっとしたように答えた。

　取調べ室に入ってきたメルツァー警部は、グラナーテ刑事と入れ替かわりに机の前に座ると、目の前にいる青年に向かって小さく頭を下げて言った。

「先ほど……この中央警察署に来られたときに簡単な自己紹しよう介かいをしましたが、私が今回の件であなたを担当している国際手配担当のメルツァー警部です……えーと、ウィルフレッド・スターカスさんでよろしかったですね？」

　目の前にいた青年は微び笑しようを浮うかべて小さく首を振ふった。

「いえ、スターカスではありません、ストークスです。ウィルフレッド・ストークス」

　メルツァー警部は、目を見開いてちょっと驚おどろいたように見せた後で、きわめて誠実そうな印象を与あたえるように、気を遣つかいながら頭を下げて謝罪した。

「ああ、申し訳ありません。人の名前を間ま違ちがえるという、とても失礼なことをしでかしてしまいました。心からお詫わびします、ウィルフレッド・ストークスさん」

　青年はあわてて顔の前で手を振った。

「あ、いえ、初対面の方にいきなりフルネームを覚えていただこうなどとは思っておりません。僕のことは簡単にウィルと呼んでいただいて結構です」

「左様ですか、ストークスさんは寛かん大だいなお方ですな。自分の一族の名前を間違えて呼ばれると、てきめんに不ふ機き嫌げんになる方が結構いますからね、この帝国には……」

　青年は微笑ほほえんだ。

「そんなたいそうな名前じゃありませんよ。貴族や名家の出身ならいざしらず、僕は一いつ介かいの鉱山労働者の息子むすこなんですから」

　ほっとしたような顔をして見せた後で、メルツァー警部は心の中でうなずいた。

　……この青年はマイドではない。マイドは貴族だ。貴族にとって家名は何より大事なものだから、間違えれば怒おこるだろう。

　そう、たとえそれが偽ぎ名めいであっても、むっとするぐらいの顔はするだろう。この青年の反応はきわめて自然だ。

　そのメルツァー警部の顔を見ながら、マイドも同じようなことを考えていた。

　……相手の名前を、わざと間違えて呼び、指し摘てきされると、素す直なおに過あやまちを認めて謝罪する。

　自分の誠実さを相手にアピールし、さらに警察官という立場の人間が頭を下げる姿を見せて対等の立場にいる、と相手に思わせる方法だな。

　これは、人ひと質じちを取って立てこもっている犯人なんかを説得するときにネゴシエーターが使うテクニックの一つだ。

　つまり……この人は、間違いなくベテランだ……こういう人を侮あなどってはならない。

　マイドとメルツァー警部の二人の視線が狭せまい取調べ室の中で交差した。

　しかし、メルツァー警部は、マイドの視線の中にある警けい戒かい心に気づかなかった。

　メルツァー警部は、目の前にいる青年に向かって、気の毒そうに言った。

「そうか……では君のことはウィル君と呼ばせてもらおう。その……ウィル君にとっては悪い知らせなんだが……君は自分の顔が、あの無差別殺人をしでかした帝国史上最低最悪のテロリストであるマイド・ガーナッシュに似ているということは知っているね？」

　ウィルと呼ばれた青年は、ちょっと肩かたをすくめると、気弱そうな微笑を浮かべてうなずいた。

「ええ、よく知っています。僕がここにいる理由は、それです」

　そのウィルの顔つきを見たメルツァーの頭の中にある、不ふ審しん点てんチェックシートの「ＮＯ」の項こう目もくにまた一つ丸印がついた。

　……この顔はテロリストの顔ではない。テロリストとは人間の持つ基本的な価値観……人殺しや窃せつ盗とうというものに対する罪悪感を捨て、それに代わる価値観として政治的宗教的大義を持たされた人間のことだ。

　その大義を信しん奉ぽうすればするほど、人間の顔は狂きよう信しん者に近くなり、追い詰つめられた顔になる。こんな、気弱な小市民然とした顔の狂信者はいないだろう。

　青年の顔を見ながらメルツァー警部は言葉を続けた。

「君から唾だ液えきの任意提出を受け、それを予備鑑定にかけた。そのとき、私は君に、この予備鑑定にかかる時間はせいぜい一時間だ……と説明した。しかし、君がこの中央警察署に来てすでに四時間が経過している。この意味がわかるかね？」

　青年の顔が曇くもった。

「手配されているマイド・ガーナッシュのＤＮＡのパターンと、僕のＤＮＡのパターンが似ているということなのですね」

　目の前にいる青年が思ったより冷静なことに、メルツァー警部は少しほっとした。

　……この青年は、感情を理性で抑おさえることができる人間のようだな。

　メルツァー警部は青年の顔を見ながらうなずいた。

「そう、似ている……一いつ致ちしたなら、君は逮たい捕ほされており、今いまごろ帝てい国こく中のマスコミと野や次じ馬うまがこの片かた田舎いなかの警察署を包囲しているはずだ。が、今の君は、まだ酷こく似じしたパターンを持っている、という容疑者の一人でしかない。

「と……いうことは、要するに僕はまだ帰れないということなのですね？」

「はっきり言うとそういうことだ。帝星の帝国軍情報部のデータベースに行っている詳しよう細さい鑑定照会の結果回答が来るまで、君の身み柄がらは我々の管理下に置かれることになるな」

「僕は……留置場に入れられるのですか？」

　メルツァー警部はあわてて首を振ふった。

「いや、この取調べ室にいてもらうことになる。拘こう束そく令状が出た人間は、一いつ般ぱん犯罪の被ひ疑ぎ者と同じ扱あつかいをすることになっているが、私は君のように簡易鑑定結果だけの証しよう拠こで拘束された人間を留置場に入れるのは、少々やりすぎだと思うのでね……勾こう留りゆうされるのではなく、監かん視し下におかれると考えてくれるとありがたい」

　青年は、再び肩をすくめた。

「僕は今、黒でもなければ白でもない灰色の存在……それも限りなく黒に近い灰色ということなのですね……この建物から大手を振って出て行くためには、完かん璧ぺきに白いことが証明されなくてはならない、そして、それには時間がかかる。と……」

　そして、青年は微び笑しようを浮うかべると静かに言った。

「仕方がありません。僕は自分がウィルフレッド・ストークスであるということを知っていますし、それを客観的に証明する証明書も持っています。しかし、それが偽ぎ造ぞうされたものではない、という証明は自分ではできません。僕にできることは、自分がマイド・ガーナッシュではない、ということと、僕が正真正しよう銘めいのウィルフレッド・ストークスだということを帝国のデータベースが証明してくれるのを待つことだけです」

　その、あまりに落ち着いた理性的な言い方に、メルツァーは、軽い驚おどろきを感じながらも、思ったより説得が楽だったことに安あん堵どしていた。

　ＤＮＡのパターンが完全に一致する人間は皆かい無むだ。しかし、人間の数が増えるに従って、パターンが酷似してしまう人間もまた増えていく。

　帝国の中にあるのは、このグリフォラントのような国家体制を持つ自治惑わく星せいだけではない。国家体制を成立させる以前の殖しよく民みん惑星や開かい拓たく惑星、そして企き業ぎよう体たいが管理運営する鉱山コロニーなどの人工的居住圏けんなどがそれこそ無数に存在している。

　その膨ぼう大だいな数の人間の中から、ＤＮＡを頼たよりにたった一人を見つけ出すという行こう為いがいかに困難なものなのか、メルツァー警部は骨身にしみて知っていた。

　まったく無関係の人間を犯人に仕立て上げてしまう可能性は、常につきまとっている。

　メルツァー警部が目の前にいる青年を留置場に入れなかった最大の理由はそれだった。

「君が冷静な人間で助かった。この件は私の一存でどうにかなる問題ではない。すべて時間に任せるしかないのだよ、あとしばらく辛しん抱ぼうしてくれたまえ、時間がくればすべて解決する。君がマイド・ガーナッシュであろうとなかろうと、それは同じだ」

　そう言って微笑ほほえんだメルツァー警部の表情を見たとき、マイドはそこに勝ち誇ほこったような色を見たような気がした。

　マイドは最大限の自制心を働かせた。

　……そう、これは僕の思い過ごしだ。僕とヴァルの工作は、帝国情報局のオリアスにだって見破れるかどうか、というレベルのものだ。こんな田舎警察の捜そう査さ用電子人格に見破れるものじゃない。

　なのに……なぜ、僕はこの人にこれほどまでのプレッシャーを感じているんだろう？

　その理由は何だろう？

　マイドは、意図的に思考を切り替かえた。

　発はつ汗かんや心しん拍ぱく数すうの乱れを抑おさえることができたかどうか自信はなかった。いくら自己暗示をかけても、そういった副交感神経の反応を完全に抑えることは難しい。

　しかし、不安感や焦しよう燥そう感を感じるレベルとは異なるレベルに意識を切り替えることにより、それらの生体反応を抑えることができることをマイドは知っていた。

　……大だい丈じよう夫ぶだ。誰だれだって警察署に連れてこられて取調べを受ければ不安感を抱いだくし、心拍数も発汗の数値も上がる。僕の生体反応のレベルは疑われるレベルには達していないはずだ。

　目の前にいる青年が、そんなことを考えているとは知らずにメルツァー警部は立ち上がった。

「では、私は少し席を外させていただきますので、しばらくゆっくりしてください。壁へき面めんにネットビュワーがあります、無料チャンネルの番組でしたら自由にご覧になれますし、その椅い子すはフルリクライニングしますので、ちょっとした仮か眠みんをとることもできます。何かありましたらカノーネをお呼び下さい。彼は捜査用の電子人格で、この部屋を常にモニターしておりますので、すぐに私か、先ほどお話を聞いたグラナーテ刑けい事じのどちらかが参りますので……」

「確かに……留置場よりは待たい遇ぐうがよさそうですね」

　緊きん張ちようした微笑を浮かべて、そう答えた青年に向かって、メルツァー警部は小さく一礼してから取調べ室を出た。

　……何かしっくりこないな。

　自分の部屋に向かう狭せまい通路を歩きながら、メルツァーは自分の心の中に生まれた小さな疑念のしこりに気が付いていた。

　あの青年は礼れい儀ぎ正しく、冷静で素す直なおで聞きわけがよく、説得するのも簡単だった。

　申し立てている内容に不ふ審しん点てんはカケラもなく、すべてが合理的だ。

　容疑者のチェックシートの「ＮＯ」の項こう目もくのすべてに丸がつくような人間だ。

　……だが、そんな人間がいるだろうか？

　メルツァーは、自分の感じているその疑問が、不合理で説得力のないものだということを理解していた。

　それは、すべてのものを疑うという、刑事として勤め上げた二十七年間の経験から生まれたメルツァーの意識の基本の部分から発するものだったからだ。




　部屋にもどって自分の椅子に座ったメルツァーのところにグラナーテがコーヒーを淹いれたカップを持ってきた。

「どうですか？　あのストークス君の様子は」

　小さく頭を下げてコーヒーカップを受け取ったメルツァーは、椅子の背もたれに体重を預けて答えた。

「ピンクのウサギがバーニーイン、というところかな」

　グラナーテが、ぽかんとした顔で聞いた。

「なんですかそりゃ？　何かの暗号ですか？」

　コーヒーを一口飲んだメルツァーは、歌うような節をつけて答えた。

「お腹なかすいたらバーニーイン、不満ストレス一発解消、いつでもどこでも平常心、お腹満腹バーニーイン……ってチョコバーのコマーシャルソングさ、知らんのか？」

「いいえ、聞いたことがありません、いつごろのコマーシャルですか？」

　メルツァーはちょっと考えてから小さく笑った。

「ああ、考えてみればお前が知っているわけないか、俺が警官になったころのコマーシャルだ、二十年以上昔だよ」

　グラナーテは、あきれたように言った。

「そんな昔のコマーシャルソングなんか知ってるわけないですよ。それにしてもなんでいきなり昔のコマーシャルソングを思い出したんですか？」

　メルツァーは、再びコーヒーを一口飲んでから答えた。

「いつでもどこでも平常心、ってフレーズで思い出したのさ。あの青年にぴったりだと思ったんだ。実に落ち着いたものだよ、説得する手間が省けたというか何というか……」

　グラナーテはうなずいた。

「そうですよね、とても私より年下とは思えませんよ」

　その言葉を聞いたメルツァーは、はっとした顔をした。

「グラナーテ、お前いくつだ？」

　きょとんとした顔をしてグラナーテは答えた。

「俺ですか？　二十七ですけど」

「ウィルフレッドは、いくつだ？」

　グラナーテは、目の前のモニターに映るデータを見ながら答えた。

「えーと、二十……二歳ですね」

「二十二歳？」

　メルツァーは背もたれに預けていた身体からだを起こすと、机の上にコーヒーカップをおき両手を顎あごの下で組んだ。

　その姿を見たグラナーテは、怪け訝げんな顔をして聞いた。

「どうしました、警部。何か気にかかることでもありましたか？」

　メルツァーは、壁かべの一部を見つめたまま聞いた。

「グラナーテ、お前が二十二歳のころ、どうだった？　ウィルフレッドみたいに冷静だったか？」

　グラナーテは、ちょっと考えてから答えた。

「いえ、もっとガキでしたね……聞き分けのない、感情だけで走りまくったガキでした」

　メルツァーは、ちらっと視線を投げて答えた。

「……過去形か？」

　グラナーテは少し傷ついた顔で答えた。

「すみません……現在進行形です」

「自己を客観視できる能力は大切だぞ」

　メルツァーは机の上においてあったタバコを一本取り出してくわえてから言葉を続けた。

「人間てのは、そんなに急に大人になれるような器用な生き物じゃねえ……歳とし相応の生き方しかできねえはずだ。なのに、なぜあいつは、あんなに落ち着いていられる？　もし、お前が二十二歳のとき、いきなり身み柄がらを拘こう束そくされて、重罪人の容疑を告げられたら、どんな態度を取ったと思う？」

　グラナーテは、少し考え込んだ後で顔を上げた。

「悪態をついて、暴れたでしょうね。ふざけんな！　ちゃんと調べろ！　って……」

　メルツァー警部はくわえたタバコに火をつけると、大きく吸い込んだ煙けむりをゆっくりと吐はき出しながらうなずいた。

「そう、それが当然の反応だ。自分にやましいことがなけりゃ、誰だれだって怒おこる。法律に基づいていようがなんだろうが、犯罪者扱あつかいされた方にしてみれば、それは理り不ふ尽じん以外のなにものでもないからな」

「でも……あのウィルフレッドは、怒りもわめきもしなかった……」

　つぶやくように言ったグラナーテをちらっと見た後で、メルツァーは机の上にあるセンサーに右手をかざして言った。

「カノーネ、生体反応の数値を知りたい。ウィルフレッドは俺との会話の中にある、どんな単語に反応を示している？」

　机の上に、発はつ汗かんや血圧、脈みやく拍はくなどのさまざまな数値を表す色いろ違ちがいの山形グラフとともに、カノーネのホログラフが立ち上がって説明を始めた。

『明確な反応を示す単語はありません。会話の中で極度の緊きん張ちようを感じたことを示すいくつかの上じよう昇しよう点が確かく認にんできますが、それは単語とは無関係な部分で生じています』

「無関係な部分？　どういう意味だ？」

　カノーネは、メルツァー警部の机の上にある半はん透とう過かスクリーンに、録画された取調べ室の模様を映し出した。

『これをご覧になればわかりますが……彼が緊張したのは『マイド』『爆ばく殺さつ犯人』『手配』などという言葉を聞いたときではなく、目の前にいる人間の表情を見たときです……』

　持って回ったようなカノーネの言い方に、メルツァー警部は、いらいらしたように言った。「要するに俺があいつをにらみつけたとき、あいつは緊張したって言いたいんだろうが！」

　カノーネは首を振ふった。

『いえ、違います。ウィルフレッド・ストークスは、あなたが微笑ほほえんだとき、もっとも緊張しています。彼にとってあなたの微び笑しようこそがもっとも恐おそれるものだったのです』

「俺の……笑え顔がお？」

　そのとき、メルツァーの斜ななめ前に立っていたグラナーテが、ふっと笑った。

「……何がおかしい！」

　グラナーテは、あわてて顔の前で両手を振った。

「あ、いえ、誤解しないでください警部。警部の笑い顔が怖こわいなんて、俺みたいだな……って思っただけです」

　その、グラナーテの言葉を聞いたとたん、メルツァーはいきなり席から立ち上がった。

「ウィルフレッド・ストークスをもう一度洗い直す！　グラナーテ、ヤツをもう一度取り調べろ！　今度はもっと突つっ込んだこと聞け。通っていた高校の名前、クラスメートの名前、先せん輩ぱいの名前、担任の教師の名前、隣となり近きん所じよに住んでいた人の名前、近くにある店の名前、位置関係について地図を描かかせろ。家から学校までの通学ルートだ、全部聞き出して、照合するんだ！」

　グラナーテは目を丸くした。

「警部は、あいつがマイド・ガーナッシュだとお考えなんですか？」

「わからん、もしかしたらそうかもしれないし、違う人間なのかもしれん……」

　メルツァーは灰皿の上で煙を上げていた吸いさしのタバコをもみ消して、言葉を続けた。

「ただ、言えることが一つだけある……あいつは、ごく普ふ通つうの、どこにでもいる小市民なんかじゃない！　普通じゃない経験を積み、普通じゃない覚かく悟ごを持ち、普通じゃない生活をしている人間だ！……あいつは、絶対に鉱山技師のウィルフレッド・ストークスなんかじゃない！」




「この程度の地図でいいんですか？」

　青年はそう言いながら、簡単な地図が描かれた紙を差し出した。

　グラナーテは、目の前に差し出された地図に目を落とした。

　白い上質紙には、黒いハイカーボンインクで、きっちりと自分の家から、通っていたハイスクールまでの道順が描かれている。

　要所要所の交差点にある店やコンビニなどの目印も、言われたとおりに描かれており、この地図を渡わたされれば、初めての人間でもちゃんとハイスクールにたどり着けそうな地図だった。

　……さすがは技術者だな、客観的な地図を描くスキルが身についている。この青年は自分と周りを冷静に分ぶん析せきすることができる人間だ。

　グラナーテはそんなことを考えながら、目の前にいる青年を見た。

　地図を描くというのは、簡単そうで意外と難しい。

　地図は空中から見た視点で描かれるが、実際にこの視点で地上を見たことがある人間は少ない。多くの人間は地上の一点から見た視点でしか自分の位置を捉とらえられない。

　正確な地図を描けるということは、自分で見た視点を、客観的なデータとして再構築できる能力を持つということだ。

　おもしろいもので、この能力は、自己を客観視する能力に通じるものがある。

　他人が見てもわかるような地図を描ける人間と、自分しかわからない地図を描く人間とでは明らかに性格が異なる。

　グラナーテが今まで扱ってきた犯罪の被ひ疑ぎ者の多くは、いわゆる計画犯ではなく、思し慮りよの浅い、いわゆる『思い立ったが吉きち日じつ』的な犯罪を犯おかした連中だったが、彼らに犯行現場の見取り図を描かせると、ほとんどの被疑者がまともな地図を描けない。

　地図には北が上になる。という絶対的な共通基準があるから、第三者にも意味があるということがわからないのだ。

　……きっと、世の中には法律という絶対的な共通基準があるということが理解できないのと同じなのだろう。

　グラナーテが、そんなことを考えながら、青年の描いた地図を封ふう筒とうに入れていると青年が声をかけた。

「あの……こっちの質問用紙ですけど……いくつか忘れてしまった項こう目もくもありますが、それは空くう欄らんでもよろしいのでしょうか？　たとえばジュニアハイスクールのころの友人となると、それほど多くは名前が浮うかびません」

　それは、ハイスクール時代の友人の名前や、教師の名前などについて数十項目にわたって質問が並んだ用紙だった。

「ああ、思い出していただける限りの項目でかまいませんよ、あくまでも人定事項の参考ですから」

　グラナーテの言葉を聞いた青年は、ほっとしたような顔になって微笑みを浮かべると、質問の回答を書き込んだ用紙を差し出しながら言った。

「そうですか、良かった。十年くらい前のことになると、けっこう記き憶おくも曖あい昧まいになりますからね……それにしても、友人のフルネームって意外と覚えていないものですね、顔は思い浮かぶのに……」

「そう言われてみるとそうですね、私も、急に友人のフルネームは？　って聞かれても、答えられないかもしれませんね」

　グラナーテは微笑みを浮かべてそう答えると、回答が書かれた用紙を受け取り、さっき地図を入れたのと同じ封筒に収めて小さく一礼した。

「では、これで失礼します」

　若い刑けい事じが出て行った取調べ室のドアを見て、マイドは小さくため息をついた。

　……僕は、間ま違ちがいなく疑われている。

　きっと今の質問の答えについて裏づけを取るに違いない。

　エルサルク星系にある鉱山用コロニー「ニュー・ニューヨーク」のデータ管理用電子人格ハザウェイにリンクして、コロニーのデータファイルにある地図や画像データと僕の書いた質問の答えや地図を照らし合わせ、そして、もしかしたら、あのコロニーにいる人間にネットリンクでビュワーを繫つなぎ、直接話を聞くのかもしれない……ウィルフレッド・ストークスを知っていますか？　と……。

　マイドは、自分の心の中に、なんとも言いようのない罪悪感に似た感情が湧わき上がってきたのを感じていた。

　……僕は、帝てい国こくの追つい及きゆうを逃のがれるために、あのコロニーを管理している電子人格のハザウェイの記憶に細工した。

　ハザウェイは気が付かないだろう。そしてあのコロニーに住んでいた人間も誰だれ一人ひとり気が付かないだろう。それを知っているのは僕とヴァルだけだ。

　それは、誰にも迷めい惑わくのかかるようなことじゃない。そのことによって不利益をこうむる人間は、この世に誰一人いない……でも。

　他人の大事な記憶の中に土足で踏ふみ込むことが許されるわけじゃない。

　……仕方がなかった。これしかなかった。と言い訳するのは簡単だ。でも……それは、理由にはなるが免めん罪ざい符ふにはならない。

　……僕は死ぬまでこの罪悪感と共に生きることになるんだろうな。




『これが、鉱山コロニー、ニュー・ニューヨークのデータです』

　机の上に立ったホログラフのカノーネが、手を動かすと、メルツァー警部の前に、市街地図が映し出され、ズームレンズが引いていくように市街地図が縮小されていき、最終的には鉱山コロニーであるニュー・ニューヨーク全体を宇宙空間から見た映像にまで縮小された。

　それは、宇宙空間に浮かぶ巨きよ大だいなジャガイモの上に点々と盛り上がる水すい滴てきのように見えた。

『鉱山コロニー、ニュー・ニューヨークは、鉱物資源、主にエネルギー源となるロンジットを採さい掘くつするために小惑わく星せいの表面上にグレートヒェン社によって建設された半球ドーム状の建築物です。小惑星と言ってもかなりの大きさがあり、居住人口は約七万五千人、そのほとんどがこの鉱山コロニーを経営しているグレートヒェン社の社員です』

　カノーネは、映像を最初の市街地図にまで拡大した後で、少しすまなそうに答えた。

『実を申しますと、この市街地図は二十五年ほど前のものでして、公共建築物や商業地などの基本位置などは変わっていないと思われますが、もしかすると今現在とは異なる部分があるかもしれません』

　メルツァーは目を見開いた。

「二十五年前だと？　ずいぶんと古いな。もっと新しいデータはなかったのか？」

『このグリフォラントの共通データベースにある『ニュー・ニューヨーク』の市街地図は、これしかありませんでした。もっと新しいものが必要なら、司法省を通じて帝国の総合データベースにアクセスするか、もしくは跳ちよう空間通信システムを使用して、エルサルク星系に直接問い合わることになります』

「時間がかかりそうだな」

『跳空間通信は共通回線ですので順番待ちになりますが、捜そう査さ照会用として事前に申し込んでおけば、最優先で処理されます。おそらく三時間後には、ニュー・ニューヨークの行政管理データベースとリンクが可能になるのではないかと思います……回線使用を申し込みますか？』

　メルツァーはうなずいた。

「ああ、頼たのむ。やっぱりリアルタイムの情報が欲しい。それと……できれば、ニュー・ニューヨークの住民で、あの男の友人や知人の一人と、直接話がしてみたい。直当たりしないことには、このままじゃあどうにも納なつ得とくできん。申し込んでおいてくれ」

『データリンクは、三時間後に開始できますが、直接通話となると、少々時間がかかります。個人の通話番号には、不特定多数からの通信を排はい除じよするためのプログラムが組み込まれておりますので、行政機関の認にん証しようを得て、公的な通信であることの証明を行わなくては繫ぐことができません。発信する側と受信する側の両方の行政機関の認証を受ける必要があります』

「警察からの通話だってことは、通話番号でわかるだろうに……」

『このグリフォラントの中だけでしたら、通信管理用電子人格が通話番号だけで、警察からの通話だということを判断してくれますが、帝国全体ですと通話番号の重複は無数に存在します。もしかすると帝国のどこかで、このグリフォラント中央警察署の代表番号と同じ通話番号のヤミ金きん融ゆう会社も存在しているかもしれません』

　メルツァーは、いまいましげにうなずいた。

「グリフォラントの常識は通用しないってことか……帝国は広いな……とにかく時間がかかってもいいから直接通話できるようにしておいてくれ」

　カノーネは一礼した。

『了りよう解かいしました、それではさっそく回線使用について、署長の決裁を戴いただいて参ります』

「頼む」

　デスクの上からホログラフが消えたのを見たメルツァー警部は、椅い子すを回して、斜ななめ前の席に座っているグラナーテを呼んだ。

「おい、グラナーテ。次の質問事じ項こうをまとめてあるから、あの男の所に行って回答を書き込んでもらってこい」

　グラナーテは半分あきれたような顔をした。

「まだ疑っているんですか？　あの男に描かかせた地図は、実際のニュー・ニューヨークの市街図とぴったりだったんでしょう？」

　メルツァーは、グラナーテを見てゆっくりと言った。

「ああ、確かにあいつは、実在するニュー・ニューヨークの市街地どおりの地図を描いた。しかしそれによって明らかになったことは何だ？　あいつの頭の中にニュー・ニューヨークの市街地図がある。それだけだ。カノーネがひっぱり出してきたデータと同じものを覚えていても、あの地図は描ける。あそこに住んでいたという証明にはならん」

「でも、警部。帝てい国こく領の辺境中の辺境であるエルサルク星系の、それも人口七万五千人しか住んでいない鉱山コロニーの市街地のデータなんて、知っている人間は、まずいません。それを知っているということ、それこそがそこに住んでいた証明になるんじゃないですか？」

　メルツァー警部は、タバコの箱を取り上げながら言った。

「そうだ、お前の言うとおり誰だれでもそう考える……だから、疑うんだ。お前の言っているとおり、あんな辺境の小都市のことなんか誰も知らない。でもな、カノーネがやってみせたように、知ろうと思えば知ることができるんだ。誰も知らなくとも、ソースが公開されている情報なら、それは秘密の暴ばく露ろにはならないんだ」

　メルツァー警部はタバコに火をつけながら言葉を続けた。

「……お前、あいつが俺の笑え顔がおを怖こわがってる、ってカノーネが言ったとき、笑ったよな。自分と同じだって」

「ええ、言いました」

　メルツァーはタバコの煙けむりを鼻から吹ふき出してから視線をグラナーテに投げて聞いた。

「お前は……なんで俺の笑顔を怖い、と感じるんだ？　何か俺に隠かくしごととかやましいことがあるからか？」

　グラナーテはあわてて首を振ふった。

「いえ、そんなことありませんよ……そりゃあプライベートのことまで何から何まで警部に話しているわけじゃありませんから隠しごとの一つや二つありますけど、仕事に関してはやましいことなんかありません……ただ……」

「ただ……なんだ？」

　グラナーテは不安そうな顔でメルツァーの顔を見た。

「俺が今までやってきたことで、自分では問題ないと思ってることが、ひょっとして警部から見れば、とんでもない大問題なのかもしれない……という不安があります。警部には俺がどんなにがんばっても絶対に追いつけない経験というものがありますから」

　メルツァーはにやっと笑った。

「俺がこうやって笑うのは、その、お前の漠ばく然ぜんとした不安。自分では抜ぬけ目なく完かん璧ぺきにやっていたつもりの欠けつ陥かんを見み抜ぬいた、その余よ裕ゆうから来ているのではないか？……という恐きよう怖ふを感じているわけだな？」

　グラナーテは、一いつ瞬しゆん考えた後で、小さくうなずいた。

「え、ええ、そうだと思います……怒ど鳴なられて怒おこられるくらいのミスじゃすまない、とんでもないミスをしでかしたような……そんな恐きよう怖ふ感がありますね」

　そこまで言ったとき、グラナーテは自分の言葉の意味に気が付いたように目を見開いた。

「……まさか……あの男も……」

　メルツァーは、うなずいた。

「そうだ。あいつが俺の笑顔に緊きん張ちようした、という事実から引き出される結論の一つはそれだ。あいつは何かを隠している。それが何なのかわからないが、心の奥底にがっちりしまい込んで絶対に表に出さないように封ふう印いんしているんだ」

　タバコの先を灰皿の上で叩たたいて灰を落としたメルツァー警部は、そのまま身体からだを椅子の背もたれに預けて言葉を続けた。

「考えても見ろ、あいつは二十二歳だ。なのにクソがつくぐらい落ち着いていやがる。俺も最初はあいつの年ねん齢れいをかんちがいしていたくらいだ……人間ってのは経験の生き物でな、未経験のこと、自分の知らないことに関しては誰だって不安になるし、その不安を紛まぎらすために攻こう撃げき的になる。お前も初犯でとっ捕つかまって警察に連れてこられたヤツと、何度も警察のやっかいになってる再犯のヤツの態度が大きく違ちがうくらいのことは知ってるだろう？」

　メルツァー警部の言葉を聞いたグラナーテは、過去に扱あつかった被ひ疑ぎ者の態度を思い出した。

　……初犯、つまり生まれて初めて警察に捕まった被疑者の反応はさまざまだ。あるものは震ふるえ、あるものはわめき散らす。能動的か受動的かその反応は正反対だが、その根底にあるのは不安感という共通のものだ。

　警察に逮たい捕ほされ、取調べを受け、留置される。裁判所で勾こう留りゆう尋じん問もんを受け、勾留される。

　そのどれ一つとして今まで一度も経験したことのないことなのだからあたりまえと言えばあたりまえなのだ。

　しかし再犯者、つまり過去に警察にやっかいになったことのある人間は、こういったことに不安感を持たない。落ち着いたもので、護送の警察官に笑いながら「今度は罰ばつ金きんじゃすまないですかねえ？」などと聞いてくる。

　グラナーテは眉まゆをひそめてメルツァー警部に聞いた。

「じゃあ、あいつには犯歴があるってことですか？」

　椅い子すの背もたれに体重をかけた姿勢のままメルツァー警部は肩かたをすくめた。

「いや……根こん拠きよはないが……あいつには犯罪歴はないと思う。あいつは善人だよ、それも根っからのお人ひと好よしってタイプだ……全身からそういったオーラが出ている。そうは思わんか？」

「え、ええ、まあ私もそう思います」

　メルツァーは椅子から身体を起こすと、グラナーテを見て言った。

「あいつが落ち着いていられるのは、経験があるからじゃない。知識があるからだ。警察がどんな情報を握にぎっていて、その情報をどうやって運用しているのか、そのシステムをあいつは知っている。そして自信がある。絶対に自分の正体がわからない、という自信だ。だから不安を抱いだかないのさ。あいつの落ち着きは、おそらくそこから来ているんだ……」

　グラナーテは、怪け訝げんな顔をしてメルツァー警部を見た。

「それほどの自信がありながら、なぜ警部の笑顔を見て怖がったのでしょう？」

　メルツァーは灰皿においてあったタバコをくわえると、つぶやくように言った。

「システムもデータもあいつは怖がっていない。あいつが怖いのは……人間なんだ」




　狭せまい取調べ室の中にある机の上で、マイドは、目の前にある用紙に書かれたハイスクール卒業後の生活履り歴れきについて設けられたさまざまな質問を、つぶやくような小声で読み上げていた。

「ロンジット鉱山で働いた給きゆう与よの額と、その振ふり込こみ先さきか……二年前僕がいたのは、フェルトザッツの鉱山だから、あそこの星系の帝てい国こくシティバンクスにある総合口座だよな……」

　マイドの右耳の奥でヴァルの声がした。

『左様でございます。フェルトザッツ星系のシティバンクスには、ちゃんとウィルフレッド・ストークス名義の口座を作ってございます。鉱山を経営していたラントヴェア社から、月々の給与の振ふり込こみも行われたという記録も作ってございます』

　このヴァルの声は、マイドの右耳の内ない耳じ部分に埋うめ込まれた補ほ聴ちよう用デバイスから骨伝導で伝えられていた。

　この補聴用デバイスは、実は簡略化されたヴァルとの通信用の端たん末まつである。

　帝国の手配書には、マイド・ガーナッシュは電子人格依い存ぞん症しようであり、常に汎はん用よう端末を持ち歩く、と記き載さいされていた。汎用端末を不用意に持ち歩くことができないために、マイドが考えたのが、この難聴の人のために作られた補聴用デバイスに通信端末を組み込むという方法だった。

　そして、この補聴用デバイスを内耳に装着している難聴の人たちがもっとも多いのが鉱山技術者たちだったのだ。

　大気の薄うすい小惑わく星せいや、逆に高温高圧の大気の中などにある鉱山では、人間は常に気圧の変化にさらされる。

　減圧作業服や、遠えん隔かく操作作業服などの装備の整った大手の鉱山ならばいざしらず、辺境の中小の鉱山では、多くの人間が高圧シールドの中で働いており、その圧力の変化が鼓こ膜まくや内耳に影えい響きようを与あたえるため、難聴になってしまうのだ。

　そして、もう一つ、マイドにとって実に都合のよい理由があった。

　鉱山技術者の間にある「渡わたり」という慣習である。

　若い鉱山技術者は、さまざまな環かん境きよう下の鉱山を転々として、なるべく多くの現場で働き、技術者としての経験を積んで初めて一人前になる、という慣習があったのだ。

　補聴用デバイスを内耳に装着していても、帝国領の中を転々としても、何一つ不自然さがない鉱山技術者は、マイドがなりすますのにはもってこいの職業だった。

　マイドの内耳に装着された補聴用デバイスから聞こえるヴァルの声は、マイドの骨を伝って聴覚に伝わるため、身体からだの外にはいっさい漏もれない。

　空気を震わせることがほとんどないため、どんな微び細さいな音を拾うセンサーでも聞き取ることは難しい。

　取調べ室のマイドの声は、電子人格のカノーネによって常時モニターされていたが、そこに記録されているのはすべてマイドの独り言にしか聞こえなかった。




「また独り言をつぶやいていますね……根の暗いヤツだな」

　目の前にあるモニターに映るマイドの映像を見ながら、グラナーテがつぶやくのを聞きつけたメルツァーが笑った。

「たった一人で取調べ室に入れられているんだ。独り言くらい言うさ。それにあの状じよう況きようでも明るいのは、よほど世間をナメているガキか、自分のおかれた状況を理解できない人格障害のどっちかだぞ……それより、机の筆圧センサーで答えは読み取れたのか？」

「ええ、ばっちりです」

　そう答えた後でグラナーテはメルツァーを振ふり返った。

「こうやって、モニターとセンサーの組み合わせで、質問の答えがわかるんですから、いちいち回答用紙を取りに行かなくてもいいんじゃないですか？」

「ときどき顔を見に行くのも必要なんだ。でも、俺はあいつの前に絶対に姿を現すつもりはない。あいつが見るのはお前の顔だけで、そしてほとんど会話をすることなく質問用紙を渡して、そして回答を受け取るだけだ。自分の回答が、真実なのか間ま違ちがっているのか、その結果は教えてはもらえない。余よ裕ゆうの微び笑しようを見せていたベテランが、奥の部屋で何をやっているのかその手の内は見えない。そうやって揺ゆさぶりをかける……取調べってのは心理戦だ」

　メルツァーがそう答えたとき、机の上にカノーネのホログラフが立ち上がった。

『跳ちよう空間通信のスケジュールに割り込み許可が出ました。十分後にエルサルク星系の鉱山コロニー『ニュー・ニューヨーク』のデータベースとリンク可能となります』

「住民との直接通話の方はどうなっている？」

　カノーネは眉まゆをひそめると、少し小声で答えた。

『それが……直接通話に関しての認にん証しようが手間取っておりまして、こちら側……つまりグリフォラントの認証はすぐに取れたのですが、相手側のエルサルク星系の行政機関が、なかなか認証を出したがらないのです。直接通話をする相手の特定と、通話内容について事前に通知するように要求しております』

「相手の特定と、通話内容の事前通知だと？　タレントと芸能記者のでき合いの記者会見じゃねえんだぞ、なんでそんなことをやらなきゃいけないんだ？」

　カノーネは難しそうな顔をした。

『何か、わけありのようですね、あのニュー・ニューヨークというコロニーは…　なんでもないごく普ふ通つうの出入国データや、輸出入のデータが公開されていないのです。捜そう査さ目的である旨むねをつけて照会申しん請せいしましたが、未公開らしく回答がありません』

　メルツァー警部は目を見開いた。

「未公開だと？　なんで人の出入りや輸出入のデータが未公開なんだ？」

『理由はわかりません。データを要求しても該がい当とうするデータがないという回答が返ってくるだけなのです。ひょっとすると、エルサルク星系の行政データベースと、ニュー・ニューヨークの行政データベースのリンクが切れているだけなのかもしれません。古いシステムを使い続けていると、通信プロトコルのレベルが合わずにリンク切れを起こす場合があります。直接ニュー・ニューヨークの行政データベースに繫つなぐことができれば大だい丈じよう夫ぶだと思います』

　カノーネは、ちらっと腕うで時ど計けいを見るような仕草をしてから付け足した。

『そろそろ時間ですね。回線が繫がり次し第だいニュー・ニューヨークの管理電子人格、ハザウェイを呼び出し、最新の市街地図、住民登録データ、ハイスクールの卒業名めい簿ぼ、学がく籍せき簿ぼ、健康保険による診しん療りよう記録などの照会を開始しますが、直接通話する相手は誰だれにしますか？　両親か親しん戚せきですか？』

　目の前の机の上におかれた回答用紙の中に並ぶ項こう目もくの一つを指差してメルツァーは言った。

「いや、完全な第三者で、それなりの立場にある人間の方がいい……そうだな、この人にしよう……ランデス・シュッツェン。彼が通っていたラファッテ・ハイスクールの教師だ」

『了りよう解かいいたしました、そのむねをエルサルク星系に伝えます……あ、回線が繫がったようですね。ちょっとハザウェイに挨あい拶さつしてきます』

　カノーネは、そう言うと小さく一礼して消えた。

　……電子人格同士の挨拶とは、どんなものなのだろう？

　たった今までカノーネのホログラフが立っていた場所を見つめながら、メルツァーはそんなことを考えていた。




　刑けい事じ総務課の部屋の中に沈ちん黙もくが満ちていた。

　カノーネがニュー・ニューヨークの行政データベースからダウンロードしたデータと、あの青年が回答した内容、そして地図や建物の外見などのデータは、すべて一いつ致ちした。

　細かな項目だけではない。ウィルフレッド・ストークスとして公式に記録されている個人映像。つまり、ハイスクールの卒業名簿に並ぶホログラフや、十六歳で取得した車両運転のライセンスのホログラフデータ、そして、医療機関の診療記録に添てん付ぷされていたホログラフもすべて、拘こう束そくされ取調べを受けている人間と同一のものとして確認されたのだ。

　……今日一日で二箱行きそうだな。いつもの四倍だ。

　自分のカンが外れたことが、よっぽど悔くやしいんだな。

　腕うでを組んだまま黙だまり込んでタバコを吹ふかしているメルツァー警部を見て、グラナーテはそんなことを考えていた。

　やがて、メルツァーはくわえていたタバコを目の前にある灰皿に押し付けてもみ消すと、右手を机のセンサーの上にかざした。

　すっと、立ち上がったホログラフのカノーネが一礼した。

『お呼びですか？』

　メルツァーは低い声で聞いた。

「さっきお前が言っていた、例の非公開のデータだがな、あれは結局わかったのか？」

　カノーネはちょっと眉をひそめると小さく首を振ふった。

『いえ、結局ダウンロードはできませんでした。ニュー・ニューヨークのデータベースにはいくつかのアクセス制限が設けられておりまして……結局、管理用電子人格のハザウェイとリンクできたのも一部分だけでした。インターフェース部の不具合が発生しているとのことです』

「そのアクセス制限ってのは誰が設けているんだ？　行政か？」

『いえ、あのニュー・ニューヨークは、エルキュール侯こう爵しやく一族が経営している複合企き業ぎよう体たいの私有鉱山コロニーです。アクセス制限はその複合企業体の方からかけられているようです』

「エルキュール侯爵一族が経営している複合企業体って、あれか？　フュージリアグループか？」

『はい、そうです』

　メルツァーは顔をしかめて吐はき捨てるように言った。

「あそこは利権を嗅かぎつける能力だけは天下一品の豚ぶたを飼っているってウワサだからな……」

　カノーネはしれっとした顔で答えた。

『おや、私が聞いているウワサと違ちがいますね。私が聞いたのは、フュージリアグループは帝てい国こくで一番利権に鼻が利きく豚が経営している、というウワサですが』

「どっからそんなウワサを聞いて来るのか知らんが……あんまり人前で言うなよ」

　涼すずしい顔で視線をそらしたカノーネを軽くにらんだ後でメルツァーはため息混じりに言った。

「それにしても、あのエルキュール侯爵家がからんでいるとなると、いろいろ難しいかもしれないな、この件は……」

　メルツァーのつぶやきを聞きつけたグラナーテが、目を見開いた。

「いろいろ難しいって……この件は、もう終わったんじゃないんですか？」

「終わってなんかないぞ？　誰か言ったのか、大おお見み得え切って、これにて一件落着とかなんとか」

「いえ、誰も言ってません。でも……あの男は間違いなくウィルフレッド・ストークスだったじゃないですか！　あの男の描かいた地図、建物の外見、そして何よりニュー・ニューヨークの公式データベースにあった映像が一致したんですよ！　これのどこを疑うんですか？」

　メルツァーはゆっくりと答えた。

「その、すべてだ。データは書き換かえることができる。言っただろう？　あの男はデータやシステム上のことについて、尋じん常じようじゃない自信を持っている、と。おそらくこのデータから尻尾しつぽを摑つかませるようなヘマはしていないと思ったが。さすがだな……」

　グラナーテは半分あきれたような声で言った。

「では……メルツァー警部は、まだあの男を疑っているのですね？」

「当然だ。俺の心証はさらに黒くなった。あいつは絶対にウィルフレッド・ストークスなんかじゃない」

　メルツァー警部は、グラナーテを見み据すえるとゆっくりと言葉を付け足した。

「あいつのことを知っている人間と直接通話ができて、人間の証言を得るまで、俺はどんなデータも信じない。捜そう査さの基本は人間だ。データ検けん索さくと照会だけで仕事をしたようなつもりになるんじゃない。そのことを良く覚えておけ」

「はい、わかりました」

　しゅんとしたような顔になってうなずいたグラナーテを見た警部は、にやっと笑った。

「……と、まあ説教はひとまずおいておいて、あの男が答えた回答事じ項こうから、つっつける場所を探し出すとしよう。あの男が四年前、あのニュー・ニューヨークにいた。ということを客観的に証明できるものは何だ？　行政の公的データと、人間の証言以外で」

　グラナーテは考え込んだ。

　……こういうときはまず自分にあてはめて考えてみよう。

　俺があの男になったとする。

　四年前に俺がこのグリフォラントに住んでいた証明……身分証明書や運転免めん許きよ証以外で証明できるもの、それは何だろう？

　財さい布ふの中には……そうだ、レンタルソフトの会員券がある。それに携けい帯たい通信端たん末まつもある。その通話記録があれば、俺の身元を証明できるんじゃないか？

　……でも、そういったものは警部の言うところの「データ」でしかない。そういった身元を証明するために作られたものは、手を加えようと思えばいくらでもできる。

　身元を証明する手段ではない、まったく関係ない何かに偶ぐう然ぜん俺が関かかわっているような何か、それがあればいい。

　俺を偶然、他ほかの誰だれかが見ていたら、それはそこに俺がいたという証明になる。

　……待てよ。見ているのは別に人間でなくともいいんだ。

　防犯カメラの映像でもそれは証しよう拠こになる！

　グラナーテは顔を上げると、メルツァーに向かって叫さけんだ。

「防犯カメラです！　もし、あの男が四年前、ニュー・ニューヨークにいたならば、どこかの店のカメラにあの男の姿が映っているはずです！　コンビニとかスーパーとか、彼が行きつけの店があるなら、その店の防犯システムの記録を見ればいいんです！」

　目を輝かがやかせたグラナーテの顔を見て、メルツァー警部はうれしそうにうなずいて立ち上がった。

「ほう、お前も、ちゃんとそこに気が付いたか。俺の部下だけのことはあるな。その件についてはカノーネがそろそろ結果を報告してくるころだから聞いておいてくれ。俺はちょっと二課の課長に話を通してくる。相手がフュージリアグループだとすると、そっちにも話を通しておかないとな」

「二課っていうと、贈ぞう収しゆう賄わい関係の方ですか？」

「ああ、もしかしたらどっかの警察が内ない偵てい中かもしれないだろ？　こっちが、のこのこ出て行ってかき回したら、一生恨うらまれるからな。防犯カメラの映像の件、ちゃんとカノーネから聞いておけよ」

　そう言い残して部屋から出て行ったメルツァー警部の後ろ姿を見送って、グラナーテはため息をついた。

　……ったく。防犯カメラの映像のこと、思いついているなら教えてくれりゃいいのに。まったく人が悪いよなあ警部も……。

　でも、俺が一人で考えてたどり着いた結論が警部と同じだってことは、俺も少しは自信持っていいのかもしれないな。

　グラナーテは、自分の机の上にあるモニターに視線を投げた。

　モニターの中では、ウィルフレッド・ストークスと名乗った青年が、椅い子すをフルリクライニングさせて、胸の上で軽く両手を組んで目を閉じていた。

　グラナーテは、その姿に何とも言いようのない余よ裕ゆうのようなものを感じた。

　……リラックスしているな、あいつ。

　ひょっとしたら、あの男は本当に、マイド・ガーナッシュなのかもしれない。
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　フルリクライニングさせた取調べ室の椅子の上で目を閉じたマイドは、右耳の奥でヴァルの声を聞いていた。

『どうやら、ニュー・ニューヨークの防犯システムの映像を過去のデータ群からサルベージするつもりのようですな。カノーネが警備保障会社のデータベースを検けん索さくしておりますが、ニュー・ニューヨークの中にある店が見つからないので苦労しているようです……検索項こう目もくを二、三増やすか変へん更こうするだけで簡単に見つかるのですが、カノーネには少々経験が足りないようですな』

　マイドは軽く奥歯をカツン、と一回嚙かみ合わせた。

　これは、声を出せないときに、骨伝導でヴァルと意思疎そ通つうをはかるときのサインだった。

　奥歯を一回嚙み合わせれば、イエス。もしくは承しよう諾だく。

　二回は、ノー。三回は、未定、もしくはヴァルの裁量に任せる。という意味だった。

　……そうか、やっと防犯カメラの映像に気が付いてくれたんだな。

　僕がニュー・ニューヨークで行きつけにしていた店として回答した、メインストリートにあるブンセイドーという書店の防犯カメラの記録には、ハイスクールの制服姿の僕が、延々と小説を立ち読みしている姿が映っているはずだ。

　きっと、その映像に不自然さはない。なぜなら立ち読みは士官学校時代の僕の最大の外出目的だったからだ。

　帝てい国こく士官学校には、数千万冊の蔵書を誇ほこる図書館があるのだから、本が読みたければ図書館に行けばいいと思うかもしれない。

　確かに帝国士官学校の図書館の品しな揃ぞろえはすごかった。僕は最初のころ、ほぼ毎日図書館に入り浸びたっていた。

　でも、一年もしないうちに、僕は気が付いた。

　士官学校の図書館にあるのは、本の干ひ物ものなんだということに。

　何十年、何百年過ぎても変わらないもの。それは、いわば保存食だ。

　書かれている内容から時代という水分を抜ぬくことにより、何十年も持つように作られたそれ専用の本なんだ。

　時代という水分が含ふくまれた、生せい鮮せん食料品としての本を読みたければ、書店に行ってそこで立ち読みをするしかない。

　だから僕は士官学校の外出日はいつも帝都にある本屋で立ち読みをしていた。

　ヴァルは、そうやって立ち読みをしていた僕の映像をどっかの記録アーカイヴからひっぱり出してきて、それに細工を加えてニュー・ニューヨークにある書店の防犯カメラ映像に紛まぎれ込ませたのだ。

　ヴァルと僕がやった工作は、防犯カメラの映像だけじゃない。

　ニュー・ニューヨークの映像アーカイヴの中にある、幼よう稚ち園えんや小学校の運動会などを取り上げた地域の話題のニュース映像にも、子供のころの僕の映像がちゃんと紛れ込んでいる。

　そして、あのコロニーに住んでいる僕の同級生たちの持つ卒業アルバムにも、僕の映像は記録されている。

　僕とヴァルは、ウィルフレッド・ストークスという一人の人間をあのニュー・ニューヨークの中に作り上げた。

　……そう。それは、ニュー・ニューヨークだからこそ可能だったんだ。

　そのとき、再びヴァルの声がした。

『まもなくニュー・ニューヨークのランデス・シュッツェン氏との直接通話が可能になります。……それにしてもフュージリアグループは、いつまでこのようなことを続けるつもりなのでしょうね』

　心の中を締しめ付けられるような気がしたマイドは、リクライニングシートの上で大きく寝ね返がえりを打った。




　刑けい事じ総務課の部屋にメルツァー警部の大声が響ひびいた。

「ニュー・ニューヨークの住民との直接通話が通じたそうだな！」

　グラナーテが振ふり返って答えた。

「はい、今、カノーネが応対しております。いつでも警部のデスクに繫つなげます」

　メルツァーは、あわてて自分の席に座ると、ネクタイを締めなおし、髪かみの毛を手ぐしで整えてジャケットの襟えりをひっぱった。

　……よほど心待ちにしていたんだろうな。まるで遠えん距きよ離り恋れん愛あいの恋こい人びとみたいだ。

　その、グラナーテの考えがわかったのだろう。メルツァーは言い訳をするように言った。

「銀河の果てにいる人に、わざわざ話を聞くんだから、失礼のないようにしないとな……」

　グラナーテはメルツァー警部に向かって短く告げた。

「では、お繫ぎします」

　メルツァー警部の机の前にある半はん透とう過かスクリーンが白く輝かがやき始めるのと、ほぼ同時に、一人の少し瘦やせた初老の男性が浮うかび上がった。

　薄うす茶ちや色いろのカーディガンを着たその男性は、メルツァーを見ると、ちょっと驚おどろいたような顔をした後で、柔やわらかい微びし笑しようを浮かべて言った。

『ああ、あなたが、責任者のメルツァー警部さんですな。銀河のかなたにあるグリフォラントの、それも警察から通話だと聞いたときには、心の底から驚きましたが、カノーネさんから詳くわしい事情を聞いて、納なつ得とくした次し第だいですよ』

　物もの怖おじしない、はっきりとした口調で話すその男を見て、メルツァーは思った。

　……この人がハイスクールの教師だというのは間ま違ちがいないな。これは人前で話すことに馴なれている口調だ。

　メルツァーは、目の前の空間に浮かぶ男に向かって頭を下げた。

「お忙いそがしいところ、いきなりで誠まことに申し訳ありません。警察というところは、緊きん急きゆうの事件事故を日常的に扱あつかっておりますので、どうにも不ぶ躾しつけというか傍ぼう若じやく無ぶ人じんなところがありまして……自分でもそのことは重々承知しておりますが、なにとぞ一つご協力のほどを……」

　初老の男は微笑を浮かべたまま小さく首を振った。

『いえいえ、気になさらないで下さい。警察の仕事が時を待たないということは理解しておるつもりです。それに今日は休日でしてね、定年間近の老教師にやるべきことはそれほどありません……いや、あることにはありますが、急いでやらなくてはならない、ということはない。と言った方が正確でしょう』

　メルツァーは視線を画面の右下にある小さな表示ウィンドウに走らせた。

　そこには、二つの日付と時間が表示されていた。

　上がグリフォラントの、そして下がニュー・ニューヨークの日付と時間だった。

　……今日は帝てい国こく標準暦れきの日曜日か。向こうの時間は午後二時なんだな。

　カノーネが、映像記録と解かい析せき用のデバイスをフル作動させ始めたのだろう、メルツァーは、目の前の通話空間が、ニュー・ニューヨークにいる、ランデス・シュッツェンという老教師の家と繫がったような気がした。

　警察用の映像通話デバイスは、相手側の通話環かん境きようをフルコンタクトで伝える能力がある。

　映像と音声などの情報を解析するために設置されたもので、特別な設定が行われていなければ、通話相手の背景や、周囲の物音などすべてを採取し記録することができる。

　メルツァーは視線を目の前の初老の男から外して、その後ろにある明け放たれた窓に投げた。

　この男か、もしくは妻の趣しゆ味みなのだろう、窓の外に広がる庭には綺き麗れいに手入れされたキバナコスモスが揺ゆれ、そこにやわらかな秋の日光が降り注いでいるのがわかる。

　何か小さな動物が窓の右下をゆっくりと動いていく気配がする。あの気配はきっとネコに違ちがいない。

　隣となりの部屋には、ネットビジョンがおかれているのだろう、小さくコマーシャルソングのような音楽と歌声が聞こえてくる。

　そこにあるのんびりとした空気は、まさしく小こ春はる日和びよりの日曜日の昼下がりの空気だった。

　メルツァーは、その空気に、いつか、遠い昔に経験したような妙みような懐なつかしさを感じていた。

「失礼ですが、お子さんは？」

　ランデスは笑いながら肩かたをすくめた。

『ええ、マーゲットとスーザンという娘むすめと、ジョンという息子むすこが一人おりました。今ではみんな独立して家を出ております。妻のアリスと二人暮らしですよ。でもハイスクールに生徒たちがおりますので、さみしくはありません。みんな息子や娘みたいなものです。教師をやっていてよかったと思うのは、こういうときですな』

　メルツァーは居住まいを正して聞いた。

「その、教え子のことについてお聞きしたいのです。四年前にそちらのラファッテ・ハイスクールを卒業した、ウィルフレッド・ストークスという男を覚えていらっしゃいますか？」

『ウィルフレッド・ストークス？……』

　ランデスは、ちょっと考え込むような顔をした後で目を見開いた。

『ああ、いましたね。そんなに目立つような男の子ではありませんでしたが、沈ちん着ちやく冷静で、確か父親の後を継ついで鉱山技師になる、と言っていたような気がします。彼が……何か？』

「カノーネから概がい要ようはお伝えしてあると思いますが、現在、私の警察署で、二年前のマガザン帝国皇太子爆ばく殺さつ事件の犯人であるマイド・ガーナッシュ容疑者に酷こく似じした人物を取り押さえておるのですが、その男が、自分は、ウィルフレッド・ストークスであると名乗っておるのです。マイドは、データ改変について超ちよう一級の腕うで前まえを持っておるため、マイドに酷似した人間を取り調べる際は身分証明ファイル以外の方法で、身元特定を行うことになっておるのです」

　ランデスは、ようやく納得がいった、という顔になった。

『なるほど、それで私のところに……で？　私は何をすればよろしいのでしょうか？　彼と会って、話をすればよろしいのですかな？』

　メルツァーはうなずいた。

「ええ、こちらで面接用の擬ぎ似じ空間を用意してありますので、そこでウィルフレッド君と対面していただきます。直接触ふれ合うことはできませんが、彼の仕草や態度など、人間でなければわからない、微び妙みような感覚を受け取ることができるはずです。お願いできますか？」

『結構ですよ、彼と……ウィルと会うのは四年ぶりですね。私はウィルが主しゆ宰さいしていた古典文学作品の研究サークルの顧こ問もんをやっておりました。その関係で、彼と私にしかわからない様々な符ふ丁ちようがあります。もし彼の姿かたちをそっくり真似まねた贋にせ者ものだとしたら、私との会話についてこれるはずがありません、すぐに見破れるはずです』

　そう言って、にやっと笑ったランデスを見て、メルツァーは安あん堵どのため息をついた。

「そうですか、いや、実にありがたいですな。マイド・ガーナッシュはデータ改変能力に長たけた電子人格を連れておりますので、セキュリティの低い公的なデータベースだけでは今ひとつ信用できないのですが、これでやっと決着がつきます」

『世の中が便利になると、本当に警察の仕事が難しくなりますね』

「おっしゃるとおりです。でも、私はそんなに悲観していません。なぜなら人間は結局人間の中でしか生きていけない生き物だからです……おや、準備ができたようですね」

　メルツァーは机の反対側に立っているカノーネに目で合図してから、机の上にあるコントローラーに触れた。




　取調べ室の椅い子すから立ち上がっていたマイドの前に、初老の男が浮うかび上がった。

　その男はマイドを見ると、懐かしそうに微笑ほほえんだ。

『おう、ウィルじゃないか。久しぶりだな、どうだね鉱山技師の勉強は続けているかね？』

　マイドは、心の奥にある痛みをこらえて、目の前にいるランデスのホログラフに向かって頭を下げた。

「ランデス先生、ご無ぶ沙さ汰たしております、ニュー・ニューヨークを出て、もう四年になるんですね、一度は帰ろうと思っているのですが、なかなか時間ができなくて……」

『時間とは作るものだよ、できるものではない。それより思ったより顔色が悪いな……』

　ランデスはちょっと探さぐりを入れるような目になって言葉を続けた。

『同質異形鉄が足りないのではないかね？　あれは最高のエネルギー源だぞ』

　マイドは、にやっと笑って答えた。

「ご安心下さい、同質異形鉄はたっぷりあります。そうですね……長なが靴ぐつに一いつ杯ぱいくらいはありますから大だい丈じよう夫ぶだと思います」

　ランデスは実に楽しそうに笑った。

『そうか、長靴一杯くらいあるかね、それは良かった。ところでこのニュー・ニューヨークに帰る予定はあるかね？　君の家にもバスタブくらいはあるだろう？』

「ええ、あります、でも残念なことに銅で作られていませんので、帰れるかどうか……」

　マイドの答えを聞いたランデスは、再び声を上げて笑うと、真しん剣けんな顔になった。

『君は間違いなくウィルフレッド・ストークス本人だな。私がかけた謎なぞかけは実に偏かたよっている。その手の古典文学の愛好家でなければわからない。そしてなによりその切り返し方だ。顔かたち、そして知識や嗜し好こうは模も倣ほうできるがセンスというヤツは模倣できん』

「ありがとうございます」

　頭を下げながらマイドは、心の中にある痛みが顔に出ないように精せい一いつ杯ぱいの自制心を働かせていた。

　……ランデス・シュッツェン先生。

　あなたの本当の記き憶おくの中に、僕は存在していない。

　あなたのその記憶は僕とヴァルが作り上げたものだ。

　僕の存在をあなたの記憶の中に書き込むとき、僕は罪の意識を抱いだいた。

　人間の思いは、そんなふうに簡単に手を加えていいものじゃない。

　でも、あなたの生き方を知ったとき、僕はあなたの本当の人生の記憶の中に存在したいと思った。

　僕は、本当にあなたの生徒になりたかった。二十五年前のニュー・ニューヨークに行って、あなたの授業を受けたかったのですよ……ランデス先生。

　マイドの思いに気づかぬようにランデスは振ふり返ると、そこにいる誰だれかに向けて言った。

『メルツァー警部さん。彼は間ま違ちがいなくウィルフレッド・ストークスですよ。いつも冷静で、理性的で、それでいて頭は固くなくてユーモアとウィットに富んでいる、あのウィルそのものです。贋者なんかじゃありません』

「わかりました、ご協力感謝します」

　二人のやりとりを聞いていたメルツァーが、大きなため息をつき、両りよう肩かたの力を抜ぬいてそう言うのと同時に、メルツァーの前にランデスのホログラフがもどってきた。

「せっかくの日曜日なのに、わざわざこのようなことをお願いして申し訳ありませんでした。捜そう査さ協力費をお支し払はらい致いたしますので後でカノーネに振ふり込こみ先さきをご教示願いませんか？」

　ランデスはちょっと驚おどろいたような顔をした。

『捜査協力費ですと？　警察からお金が出るのですか？　私は長い間教師を続けてきましたが、この歳としになってからも驚かされることばかりですな。人間の勉強というのはきっと死ぬまで続くのですな』

「深いお言葉ですね、あなたに教わる生徒さんがうらやましいですな」

　ランデスは微笑んだ。

『いや、あなたのような人と、もっとお話がしてみたいですな、しかしいくら快速船を乗り継ついでも軽く一週間はかかるほどの距きよ離りに住んでいるとなると、お会いするわけには行きませんね』

「いえいえ、こちらこそ、いきなり何の前まえ触ぶれもなく一方的に通話するという無作法を許していただけただけでなく、そのような言葉を戴いただくとは思ってもいませんでした。跳ちよう空間通信システムは一いつ般ぱんの通信回線のように簡単に使うことはできませんが、また、機会がありましたら、お話しできれば、と思います。本日は本当にありがとうございました」

　頭を下げたメルツァーにランデスはゆっくりと言った。

『いや、思いがけずに教え子のことを知ることができました、お礼を言うのは私のほうですよ。軽々しく言える距離ではないということを知りつつ、あえて言わせていただこう……もし、何かの機会にお近くに来られたときは、一声かけてください、とね』

　そして、通話が切れた。

　意識をもどしたメルツァーは大きくため息をつくと、頭の後ろに両手を組んで天てん井じようを見上げた。

　グラナーテが話しかけた。

「どうします？　警部、ウィルフレッド・ストークスを釈しやく放ほうしますか？」

　メルツァーは天井から視線を動かさぬまま答えた。

「帝てい国こくのデータベースからＤＮＡの詳しよう細さい鑑かん定ていの結果が返ってこないうちは、ダメだな」

　グラナーテが気け色しきばんだ。

「なぜですか？　彼は確かにウィルフレッド・ストークスでしたよ！」

「確かにあいつは、ウィルフレッド・ストークスだった。でもマイド・ガーナッシュではないという証明ができていない」

　メルツァー警部はそこで言葉を切ると、グラナーテを見て言葉を付け足した。

「もっとも、あいつが、ウィルフレッド・ストークスであるのと同時にマイド・ガーナッシュであると言うことは考えられんがな」

　グラナーテは半分あきれたように答えた。

「人間は一人です、同時に二つの場所で別々の人生を歩んでいたとしたら、それは別の人間ですよ」

「確かにお前の言うとおりだが、俺たちが今までやってきたことは、彼の人定確かく認にんであって、マイド・ガーナッシュとの照合ではない。彼の身元を証明し、チェックシートのほとんどに○をつけた。しかし肝かん心じんかなめの最後の項こう目もくだけが空くう欄らんなんだ。ＤＮＡの鑑定結果が返ってくるまで、うちの署長は釈放指揮書にサインはしないだろうな」

　グラナーテは、憤ふん慨がいしたようにつぶやいた。

「そんなのは、ただの手続きじゃないですか。そんな理由で身み柄がらを押さえられたままにされたほうはたまったものじゃありませんよ！」

「手続きというのは、省略することができんのだよ。世の中には現場の裁量に任せることができる事じ項こうとできない事項がある。人間を軽々しく拘こう束そくできんように、一度拘束した人間を軽々しく釈放することもできんのだ。人権とは省略できるものではない」

　メルツァーはそう言った後でグラナーテの顔を見て言った。

「で？　報告書はできたのか？」

「は？　報告書……ですか？」

　ぽかんとするグラナーテをにらみつけてメルツァーは怒ど鳴なった。

「あの男はマイド・ガーナッシュではなくウィルフレッド・ストークスである。よって身柄拘束の必要性はない、という内容の署長あての報告書だ。それと『該がい当とうなし』という鑑定結果の両方をつけて決裁をもらわなくちゃ釈放できないだろうが！　あの男を早く釈放すべきだと思うのなら、自分で動いて何かをしろ！」

「わかりました！　すぐ書きます！」

　ぴょこん、と頭を下げて自分の机の上にある公文書作成用の端たん末まつにとびついたグラナーテを見て、メルツァー警部が仕方ねえな、という顔をしたとき、机の一角にカノーネのホログラフが立ち上がった。

　カノーネはメルツァー警部に頭を下げてから、気まずそうな表情で言った。

『エルサルク星系の警備保障会社の廃はい棄きデータ内からニュー・ニューヨーク市内の店てん舗ぽに設置されていた防犯カメラの画像データのサルベージが、やっと終わりましたが……遅おそかったですかね』

　メルツァー警部は、不満げな目つきでカノーネを見ながら言った。

「速くても遅くても結果は同じだっただろうがな……で？　四年前の映像の中にウィルフレッド君は、映っていたか？」

　カノーネはうなずいた。

『市内の書店で、一心不乱に立ち読みする彼の姿が、しっかりと映っておりました……すごいですよ、ほぼ毎日一時間以上立ち読みしていますね。シリーズ物を次々に読破しています』

「まあな、ハイスクールの学生には本を買う金だって足りないから仕方ないさ、書店にしてみれば、一冊くらいは買ってもらいたいだろうがな」

『そうでしょうねえ、本の著者もそう思ってるでしょうね……両方とも死活問題ですから』

「とにかく、この件は片がついた。あとは帝国情報部からの回答結果を待つだけだな……」




　帝国情報部からのＤＮＡ鑑定結果の回答が送られて来たのは、それから二時間ほど過ぎてからだった。

　回答内容は『サンプルデータは、マイド・ガーナッシュとのパターン類似性が認められるも一いつ致ちせず』というものだった。

　……予想はしていたが、こうやって目の前に突つきつけられると、がっくり来るな。

　俺もヤキが回ったかな。

　……さて、ウィルフレッド君はどんな反応を示すかな？　怒おこるかわめくか……いや、絶対にそういった感情的な行動は取らないだろう。

　あの男は、淡たん々たんと事実のみを受け入れて、そして、微笑ほほえむに違ちがいない。

　メルツァーは、そんなことを考えながら、取調べ室に向かう細長い通路を歩いていた。

　ウィルフレッド・ストークスの反応は、メルツァー警部の予想通りだった。

「僕がいくら大声で自分のことを『僕はウィルフレッド・ストークスだ』と言い張っても、それを他人が認めてくれなければ意味がないということが、よくわかりました。僕は昔ランデス先生から、自分の価値は勝手に自分で決めるものではなく、他人が決めるものだ、ということを教わりました。それは、こういうことだったんだと、今はっきり思い知らされた気分です」

　大きくうなずいてからメルツァーは答えた。

「その言葉の意味がわかる人間は、私くらいの歳としになっても少ない。ましてや君のような若さでそれを知っている人間は、ほとんどいないだろう。だからわかるのだがね……そのことに気づくことが早ければ早いほど、その人間はより多くの他人から高く評価され、将来、人の上に立つことになるのだということが……君がもし帝てい国こくの軍人ならば、数万隻せきの艦かん隊たいを指揮する提てい督とくになれたかもしれないな」

　青年はもう一度微笑んだ。

「ありがとうございます、素す直なおに受け取っておきます」

　メルツァーは小さく首を振ふった。

「おべんちゃらではないよ、今回の件について君に負い目を感じてはいるが、それとこれとは別のものだ。それに、私は警察官として間違ったことをしたとは思っていない。すべては正当な法の手続きに基もとづいて行われた一連の手続きだったのだからね」

　青年はうなずいた。

「それは理解しています。僕には犯人として疑うに足る相応な理由があったのですから、法の定めに基づいて身み柄がらを拘こう束そくされたとしても、それは正当なことです。警部さんは胸を張っていいと思いますよ」

　メルツァーは両手を小さく挙げた。

「いや、参った。完全降こう伏ふくだ。ぐうの音も出ないね。君の言うとおりだ、一いつ切さい視線を逸そらすことなく正々堂々と正面から見返されたような気分だよ。君のような人間はめずらしいな、君はきっと、この世の中でもっとも強いものは真実だと信じているんだろうな」

　青年は微笑んだ。

　そして、ゆっくりと答えた。

「ええ、信じています。この世で真実に勝まさるものはありません」




　ウィルフレッド・ストークスが釈しやく放ほうされた次の日。

　グリフォラントの中央警察署では、メルツァー警部が、いつものように容疑者情報の洗い出しを始めたとき、机の上に、ちょっと浮うかない顔をしたカノーネが立ち上がった。

「どうしたんだ？　何か気になるところでもあったのか？」

　カノーネは眉まゆをひそめたまま答えた。

『今日、会計から許可が下りた捜査協力費をランデス氏の口座に振り込んだのですが、少し気になることがありまして……』

「ああ、あのハイスクールの先生の口座か……どんなことが気になったんだ？」

『公共料金の額です……』

　メルツァー警部は、ぽかんと口を開けた。

　何かを言おうとして下した唇くちびるの端はしにタバコをくっつけたままだったことに気が付いたメルツァー警部はその吸いさしのタバコを灰皿に投げ込んでから、あわてたように聞いた。

「どういうことだ？　その公共料金ってのは？」

　カノーネが右手を挙げると、そこに銀行の口座記録が現れた。

『これが、私が捜そう査さ協力費を払はらい込んだランデス・シュッツェン氏の銀行口座ですが、毎月の電気、水道、ガス、などの公共料金の引き落とし額を見て下さい』

　そこに並んでいる数字は、多少の上下はあるものの、どれも、ごく普ふ通つうの家で消費する額の範はん疇ちゆうに収まっていた。

「別に、不ふ審しんな点はないぞ、あたりまえの数字じゃないか」

　カノーネが黙だまって右手を軽く動かすと、画面が切り替かわったが、そこに並ぶ数字は、先ほどのものとほとんど変わりはなかった。

「どこか変わったところがあるのか？　同じじゃないか」

『日付です』

「日付だと？」

　メルツァーは、あらためて目の前に表示されている銀行口座の引き落としの日付を見た。

　その日付は十二年前のものだった。

「これがどうかしたか？　人間の生活パターンは、そんなに劇的に変わるものじゃないだろう？」

　カノーネは、ゆっくりと答えた。

『ランデス氏の家の経済状じよう況きようは、収入、支出ともに、この二十五年間、ほとんど動きがないのです。子供が生まれ、成長し、独立して家を出て行っているのにもかかわらず……です』

　メルツァーは目を見開いた。

「なんだと？　そんなバカな話はないだろう、家族が増えて、そして減っているんだ。そこで暮らす人間の数が変われば、生活するために使う水道や電気の使用量は増減するものだぞ」

『しかし……それが、ないのです。比ひ較かく検討するために、ニュー・ニューヨークに居住する市民の中からランダムに抽ちゆう出しゆつした人間の同年代の市民の口座を確かく認にんしたところ、誰だれもみな同じでした……あの、ニュー・ニューヨークに住んでいる市民の経済状況は、二十五年前と同じです。まったく変わっていないのです……こんなことがありえるでしょうか？』

　メルツァーの顔つきが変わった。

　……二十五年前？　二十五年という言葉をどこかで聞いた。そうだ、あのニュー・ニューヨークの市街地図のデータだ。確か二十五年前のものしかない、という話だった。つまり、それ以降の市街地図データが更こう新しんされていなかった、ということだ。

　この類似性はどこから来ているんだ？

　メルツァーは顔を上げた。

「カノーネ、二十五年前のニュースを全部調べろ。特にエルサルク星系の中で、変わったことがあればなんでもいい、リストを作れ！」

『了りよう解かいしました』

　そう言って一礼したカノーネに向かって、メルツァーがあわてたように言った。

「あ、ちょっと待て、この間直接通話したあのランデス先生との通話記録があるだろう？　あれを再生して、分ぶん析せきできるように解析プログラムを起動してくれ。もういちど、ゆっくり解析してみたいんだ」

『了解しました。データはまだ圧縮しておりません、リアルタイムで再生可能です』

「そうか、良かった、じゃあ頼たのむ」

　カノーネが一礼して消えるのと同時に、メルツァーの前に、見覚えのある初老の人物が立ち上がった。

　それは、ニュー・ニューヨークのハイスクール教師、ランデス・シュッツェンとの通話の記録だった。

　メルツァーは、まず会話をそのまま一回流して聞いた後で、解析プログラムを作動させ、再び会話を再現した。

　表情や人物の動きはすでにカノーネが詳しよう細さいな解析を加えているので省略し、背景の窓の外に映るコスモスを拡大し、光源の位置を測定する。

　……季節、時間、設定に矛む盾じゆんなし、か。

　そのとき、メルツァーは画面の外から聞こえてくるネットビュワーの音楽に気が付いた。

　小さくシャカシャカと聞こえるその音楽は、どうやらコマーシャルソングのように聞こえる。

　……どこかで聞いたことのあるメロディラインだな。そうだ、これは、有名な童どう謡ようだ。それに替え歌のようにＣＭソングを乗せて歌っているんだ。

　歌詞がわかれば、どんなＣＭなのか判別できるかもしれない。

　メルツァーは音声解析プログラムを起動させ、その音楽の部分だけを拡大し、解析にかけた。さまざまなフィルターをかけてノイズを取り去っていくと、少しずつ、歌っている歌詞が聞き取れるようになってきた。

　そして、最後にフィルターをかけて、可か聴ちよう範はん囲いの音声だけを取り出し、再生した。

　目の前にあるスピーカーからは、高音域の歪ゆがんだ子供っぽい声が聞こえてきた。

　それは、こう歌っていた。

『ピンクのウサギがバーニーイン～お腹なかすいたらバーニーイン～不満ストレス一発解消～いつでもどこでも平常心～お腹満腹バーニーイン……』

　メルツァーの手が震ふるえていた。

　……そんなバカな！

　このＣＭが流れたのは、もう二十年以上も前の話だ！　いまどきどんな僻へき地ちでもこのＣＭソングなんか流しているわけがない！

　なんで、こんな曲が流れてくるんだ？　リバイバル番組でもやっていたのか？

　メルツァーは叫さけんだ。

『カノーネ！　ちょっと来い！　今すぐエルサルク星系のネットビュワーの番組を調べろ！　昨日の午後二時、ニュー・ニューヨークで視聴可能なネット番組に、二十年以上前のＣＭソングを流すような番組をやっていたかどうか確認するんだ！』

　机の上に立ち上がったカノーネは、不満そうな顔をしていた。

「どうした？　カノーネ、何かあったのか？」

『捜そう査さ拒きよ否ひ通告を受けました。エルサルク星系の司法機関は、協力できないそうです』

「なぜだ？　単に二十五年前の出来事や、今現在のニュー・ニューヨークのことを調べるだけじゃないか！」

　カノーネは憤ふん慨がいしたように答えた。

『そのむねを伝えましたが、向こうの回答は、必要ならば、令状をとり、フュージリアグループの許可を取ってから来てくれ、ということでした。ニュー・ニューヨークに関する一いつ切さいのことはフュージリアグループの管かん轄かつ下にある、とのことです』

　メルツァーは、考え込んだ。

　……どういうことだ？

　昨日はあれだけ協力的だったのに、今日になったら手のひらを返したように非協力的になっちまうなんて。

　昨日と今日の違ちがいといえば、マイド・ガーナッシュの捜査かどうかということだけで……。メルツァーは小さく両手を合わせた。

　そうか！　わかった。フュージリアグループは、本当は一切協力したくないのだ、しかし、マイド・ガーナッシュの捜査を拒否することはできない、そんなことをしたら帝てい国こく……いや、マルス家に逆らうことになる。フュージリアグループの母体はマルス家の眷けん属ぞくのエルキュール侯こう爵しやく家だからそんなことができるわけがない。

　しかし、今日は違う。マイド・ガーナッシュの捜査目的でもなんでもない、ごく普ふ通つうの捜査事じ項こうとしての照会だ、だから門もん前ぜん払ばらいを食くらわせても平気なんだ。

　……何があるのだ？

　あの、ニュー・ニューヨークという鉱山コロニーには、一体何が隠かくされているんだ？

　二十五年前から変わらない口座の収支。

　二十五年前のままの市街地データ。

　そして、二十五年前のＣＭソングを流しているネットビュワー。

　……まるで、二十五年前のまま時間が止まってしまったみたいじゃないか。

　なのに、あのウィルフレッド、という青年は、四年前にあのコロニーを出てきたと言っていた……どこかがおかしい。何かが合わない。

　あの、ウィルフレッド・ストークスという男は、いったい何者なんだ？

　メルツァーは立ち上がった。

「署長に会ってくる。フュージリアグループに対する令状を申しん請せいして、あのコロニーについて調べるんだ！」




　淡あわい茶色のカーペットが敷しき詰つめられたその部屋の中央には、マホガニーで作られたどっしりとした机がおかれ、その向こうには、一いつ般ぱんのパトロールマンとは違い、肩かたに金のモールがついた制服を着た四十代の目つきの鋭するどい男が座っていた。

　その男は、黙だまったままメルツァーの提出した報告書を読んでいたが、やがて報告書から顔を上げてメルツァーの顔を正面から見て言った。

「許可は出せん」

　メルツァーは声を上げた。

「なぜですか！　あの、ニュー・ニューヨークというコロニーには、何かがあるんです！　犯罪の匂においがします！　銀河の反対側にあるこのグリフォラントまで匂うほどです、署長！」

　署長と呼ばれた目つきの鋭い男は、報告書を右手の人差し指で叩たたきながら答えた。

「君の報告書のとおり、確かにあのコロニーには、辻つじ褄つまの合わない部分が数多くある、しかし、それを捜査する権限は我々にはない」

「しかし、署長！　あのコロニーは、マイド・ガーナッシュなどの逃とう亡ぼう犯人の隠れ蓑みのにされている可能性があるのです！　その報告書に書かれているとおり、ウィルフレッド・ストークスという人物が……」

　署長は、メルツァーの言葉をさえぎるように言った。

「彼は、マイド・ガーナッシュとは無関係だというＤＮＡ鑑かん定ていの結果が出ている。そして、マイド・ガーナッシュと無関係である以上、我々はニュー・ニューヨークに対し捜査を行う権限はない！　君はこれ以上この件に首を突つっ込むな！　エルサルク星系のことは、エルサルク星系の司法当局に任せておけばいいことだ！」

　その、有う無むを言わせぬ署長の顔を見てメルツァーは思った。

　……フュージリアグループ、いや、エルキュール侯爵家にケンカを売るなってことだな。

　相手は帝国の上層部、それも司法省にも強い影えい響きよう力を持っている。こんな地方警察の警察署長が逆らえるものじゃない、ということか。

　そして、その部下の、一いつ介かいの警部ごときは、もっと手が出せるものじゃない、ということだ。

　……仕方ない。あきらめるか。

　そう、考えたとき。

　メルツァーの脳のう裏りに、一人の青年の顔が浮うかんだ。

　善良そうな風ふう貌ぼうの黒くろ髪かみの青年の微び笑しようが浮かんだ。

　その、微笑が意味するもの。

　何よりも強く、何ものにも負けないもの。

　それとともにある限り、何も恐おそれることはないもの。

　……そうだ、あの男はこれが言いたかったんだ。

　真実がすべてだ……と。

　メルツァーは、頭を下げた。

「わかりました、では、私はこの件から手を引きます」

　署長は、ほっとしたような顔になって言った。

「気を悪くしないでくれたまえ、勤続二十七年のベテラン刑けい事じである君の経歴に傷をつけたくないのだよ」

「お心こころ遣づかい痛み入ります……ところで署長、ちょっと休きゆう暇かを戴いただきたいのですが」

　署長は目を丸くした。

「いきなり話が変わるな、休暇だと？　そりゃあまあ年次休暇もだいぶ溜たまっているから、そろそろ消化してもらいたいところだが、なんでまた急に？」

　メルツァーはゆっくりと言った。

「私は、警察官としてではなく、一個人として、エルサルク星系に赴おもむき、この目でニュー・ニューヨークを見てくるつもりです」

　署長の顔つきが変わった。

「君！　何を馬ば鹿かなことを言い出すんだ！　君は先ほどこの件から手を引くと言ったばかりではないかね！　なのに……」

「ええ、ですから、捜そう査さ活動でも何でもありません、私は観光に行くのです、何か問題でもあるのですか？」

　署長は怒ど鳴なった。

「そんな言い訳が通用すると思っているのか！　何も見るものなど何一つない鉱山コロニーに観光旅行に行く人間はおらん！」

　メルツァーは、しれっとした顔で答えた。

「実を言うと、私は、辺境マニアでして、人の行ったことのない、辺境の開かい拓たく惑わく星せいや、開拓コロニーに行くのが趣しゆ味みなのです。見るものが何もない、それを見に行くのが通、というものなのですよ」

「ふざけるな！　休暇は認めんぞ！　休暇中でも警察官は警察官だ、ニュー・ニューヨークの件は私も調べてみたが、フュージリアグループは、あのコロニーについて厳げん戒かい態勢をとっている、出入国のチェックに引っかかったらどうなると思う？」

　メルツァーは、署長を見た。

　……この男は、四十代で警視正になった。警察官かん僚りようとして出世コースから完全に遅おくれている。しかし、その理由は無能だからでも問題を起こしたからでもない。

　この男は常に第一線の部署を希望した。

　本部勤務も司法省への出向も断って、現場の警察官のために、出世を捨てた男だ。

　……この署長に迷めい惑わくをかけるのは俺の本意じゃない。

　署長に迷惑をかけずに……そして真実を追う方法は……ひとつしかない。

　メルツァーは、もう一度、署長を正面から見つめた。そして、ゆっくりと言った。

「わかりました。では、本日付けで退職させていただきます。グリフォラント中央警察署のメルツァー警部ではなく、完全な個人としてのメルツァーならば、私の行動が何か問題になったとしても、署長と、このグリフォラントの司法当局には一いつ切さい累るいは及およびません」

　署長の顔から血の気が引いた。

「メルツァー警部！　何を言い出すんだ！　もっと冷静になるんだ！　職業より大切なものはないはずだ！　違ちがうか？」

　メルツァーは小さく首を振ふって答えた。

「いえ、署長、自分の職業より大切なものがあります。それを失うのなら私はこの職を続けていく理由がなくなります」

「職業より大切なものだと？」

「ええ、あの、ウィルフレッド・ストークスと名乗った青年が私に教えてくれたんです……一番大切なのは、真実です」

　メルツァーの答えを聞いた署長は笑った。

「何を言い出すかと思ったら……青あお臭くさい理想論か。君はもっと大人だと思っていたがね」

　肩かたをすくめて、メルツァーは答えた。

「まあ、理想論って言ってしまえばそれまでなんですけどね、でも、それって原点じゃないですか？　最後の最後までしがみついてなくちゃいけない拠より所なんですよ、きっと。

　そこから手を離はなせば、流されます。まあ……流された方が楽なんでしょうね、みんなと同じ速度で流れていくのなら、自分が流されていることはわかりません。でもね、思うんですよ、その、流された先に何があるんだろうって。何があるのかわかりませんけど、なんかとっても嫌いやなものが待ってるような気がするんですよ。不本意な、薄うす汚ぎたない、絶対に染まりたくなかったものが、そこに溜まっているような気がするんです。私はごめんです、そんなものが溜まってる場所に落ちたくありません」

　署長は無言でメルツァーをにらみつけたが、メルツァーは、さばさばした表情で頭を下げた。

「では、失礼します。私物は二、三日中にすべて片付けます、お世話になりました」




　刑けい事じ総務課にもどったメルツァーを、青ざめた顔をしたグラナーテが待ちかまえていた。

「メルツァー警部！　お辞やめになるって……本当ですか！」

「ああ、本日付で辞表を出す。いろいろ世話になった」

　グラナーテは叫さけんだ。

「なぜですか！　理由を教えてください！　納なつ得とくいきません！」

　メルツァーは微笑ほほえんだ。

「その、お前さんと同じ理由だ。納得いかなかったのさ」

「そんな！」

　絶句したグラナーテを正面から見てメルツァーは言った。

「いいか、覚えておけ。警察官は一いつ般ぱん市民にできないことができる。でもな、世の中には一般市民だからこそ警察官にはできないことができる、ということもあるということをな」




　どの恒こう星せい系とも遠く離れた空間に浮うかぶ巨きよ大だいな人工の天体。

　通つう称しようトレーダー・ポイントと呼ばれるその宇宙港の中央エントランスを、さまざまな人が歩いていく。

　若いビジネスマン風の男。

　学生風の女の子。

　部下を連れた中年の軍人。

　バイオノイドのテクノサーバントを連れた貴族らしい老婦人。

　中央エントランスにあるベンチに腰こしかけて、目の前を行きかう人々の波をぼんやりと見ていたメルツァーは、ポツリと独り言をつぶやいた。

「帝てい国こくの中心部から離れても、相変わらず人が多いな。グリフォラントのメインストリートでやってるカーニバルのパレードより人が多いぜ」

　メルツァーがいるトレーダー・ポイントは、マガザン帝国の北辺辺境にほど近い空間に浮かぶメルダース・ポイントと呼ばれる宇宙港だった。

　跳ちよう空間航法システムの普ふ及きゆうにより、各星系間の交通量が増えるに従って、惑わく星せいの動きによって生じる重力波の干かん渉しようのために恒星系内に設けられた宇宙空港では、跳空間航行船を運用しきれなくなったために、惑星や恒星の影えい響きようを受けない空間に、各星系に向かう宇宙船を集中して運用するハブ空港、つまりトレーダー・ポイントが建設された。

　遠い星系に旅立つ人も、そして隣となりの星系に向かう人も、まず、こういったハブ空港に向かい、そこから各方面に向かう船に乗り継つぐのだ。

　メルツァーは、エントランスの天てん井じようを見上げた。

　ところどころにシミが浮いたパネルが、微び妙みようにずれているのは、きっと中を通る空調の配管から水みず漏もれでもしているのだろう。

　メンテナンスに手が回らないところは、確かに地方空港って感じだな。

　メルツァーの視線は、壁かべに表示された発着する宇宙船の一覧に飛んだ。

　さっき見たときは、一番下の方にあったエルサルク星系方面行きの船の表示が、真ん中あたりに上がってきていた。おそらく、もうそろそろ乗船手続きが始まるだろう。

　……グリフォラントを出て五日。やっと、ニュー・ニューヨークのあるエルサルク星系まで来たが、本当に宇宙は広いってのを実感するな。

　警察を辞めて、収入はなくなったが代わりに時間だけはできたから、一番安いエコノミークラスの、それもキャンセル待ちでここまで来れたが、この先も運がいいとは限らないな。

　メルツァーが、ぼんやりとそんなことを考えていると、胸ポケットに入れてあった乗船チケットが小さく振しん動どうを始め、それと同時にインフォメイションが流れ始めた。

『エルサルク星系方面連れん絡らく船の、乗船手続きを開始いたします。予約されていない方はカウンターまでおこし下さい。繰くり返します、エルサルク星系方面連絡船の……』

「……さて、いよいよフュージリアグループの足元に行くというわけか。鬼おにが出るか蛇じやが出るか」

　メルツァーは、そうつぶやくと、ベンチから立ち上がり、足元においてあったボストンバッグを持ち上げて肩にかけた。




　エルサルク星系に向かう連絡船は、旧式のコンテナ貨物船を改造した貨客船だった。

　ファーストクラスの乗客の船室は、宇宙船の船内にあるのだが、エコノミークラスの乗客船室は、コンテナの中にあった。

　貨物用コンテナの中には、家か畜ちくなどを生きたまま運ぶために、簡単な遮しや蔽へい隔かく壁へきと生命維い持じ装置を設けたライブコンテナと呼ばれるコンテナがあるが、この貨客船の船室は、そのライブコンテナをさらに改造して、カプセルシートと、フリースペースなどを設けたものだった。

　メルツァーが乗船チケットをスリットに差し込むと、目の前にあったカプセルシートの扉とびらが開いた。

　ふっと揮発性の消毒薬の臭においが鼻をついたが、その臭いはすぐに消えた。

　カプセルの中に入ったメルツァーは、持っていた荷物を足元におき、ベッドの脇わきに座ると、手元にあったスイッチに触ふれた。

　カプセルの扉がゆっくりと閉まり、やがてカチリというロックがかかる音がするのと同時にカプセルの上半分がすうっと透とう明めいになりはじめた。

　実際にはカプセルは閉じたままであり、外からはまったく中を見ることはできない。これはカプセルの内部に、外部の映像が投とう影えいされているのだ、その証しよう拠こに手を伸のばせば手はカプセルの天井に当たる。

　これは閉所恐きよう怖ふ症しようの人や、そこまで行かなくても閉へい塞そく感を感じる人のために設けられた外部投影システムなのだ。

　メルツァーは上着とシャツを脱ぬぐと、壁へき面めんにあるスリットの中に放ほうり込んで、クリーニングサービス選せん択たくボタンを押した。

　……下着は後でシャワールームに行ったときでいいな。

　そんなことを考えながら、メルツァーはシングルベッドの上に寝ね転ころがると両手を頭の上に伸ばしてつぶやいた。

「この中で二十七時間すごして船を降りれば、そこはもうエルサルク星系というわけか……」

　メルツァーは枕まくら元もとにある、感応ヘッドホンを取り上げると、端たん子しがこめかみに当たるようにヘッドバンドを調節してから、頭にかぶった。

　手足の感覚や聴ちよう覚かく視覚などをふくめたすべての意識が、ふっ、とどこかに飛ばされるような感覚が襲おそったが、それは一いつ瞬しゆんで、気が付くと、メルツァーはどこかの小さな部屋の中に立っていた。

　目の前には、いくつもの半立体の映像が浮うかんだパネルがおかれており、パネルの脇には、薄うすい水色の航空会社の制服を着た若い女性が、ビジネスライクな微び笑しようを浮かべて立っていた。その女性に視線を合わせると女性はゆっくりと一礼して言った。

『ロウェル・スターラインをご利用いただきまして、誠まことにありがとうございます。私はこの恒こう星せい間連絡船イクサー・１号の船客接待用電子人格で、ナギサと申します。本船がエルサルク星系に到とう着ちやくするまでの間、現実の船内設備同様にこのバーチャルリアル空間にも各種の設備をご用意させて戴いただいております。実際の設備同様存分にお楽しみ下さい』

　女性の言葉が終わるのと同時に、正面のパネルに浮かび上がる半立体映像が拡大された。

　南国の海辺で戯たわむれる水着の男女。落ち着いた雰ふん囲い気きの中で、葉巻をくわえてビリヤードに興じる男。派は手でなイルミネーションが輝かがやくスロットマシンの向こうでウィンクするバニーガール。そして、イブニングドレスを着た男女がずらりと並ぶオペラ座。

　目の前に浮かび上がる映像はどれもこれも一級のアトラクションだった。

　……実際には家か畜ちく運うん搬ぱんコンテナ改造船内設備しかなくとも……いや、それだからこそこういった部分には力を入れているのだろう。

　二十七時間という時間は、リアルタイムで過ごすには少々長すぎるからな。

　メルツァーは、目の前に立つナギサという電子人格に聞いた。

『どこか、静かな場所はないかな？　自然の風に吹ふかれ、のどかな日差しがあふれる場所で、のんびりと本でも読みたいのだが』

　ナギサは一瞬戸と惑まどったような顔をしたが、すぐに、にこっと笑って答えた。

『ええ、ございます。メモリー・プロムナードと呼ばれる場所でございます。上から二番目の、その何も表示のないパネルに触れていただければ、すぐにお望みの場所に転送されます』

　メルツァーは、目の前にあるパネルを指差した。

　メルツァーが手を伸ばすのを見たナギサは、微笑ほほえんだままうなずいた。

『では、よいご旅行を……』




　気が付くと、メルツァーは、どこかの街角に立っていた。

　道路の両側には、二階建てや三階建ての個人商店が立ち並び、等とう間かん隔かくに商店街の名前の書いた看板がついた街灯が並んでいる。

　コンクリートブロックの敷しき詰つめられた歩道の上に立つメルツァーの脇を、何人もの人が通り過ぎていく。

　少し傾かたむいた太陽が、斜ななめから顔を照らしているのがわかる。

　季節は、春か秋なのだろう、日差しは優やさしかった。

　メルツァーは顔を上げた。

　そこに広がる青空を見たとき、メルツァーは確信した。

　間ま違ちがいない、あの空の高さから見て、今は秋だな。

　それにしても、ここはどこだ？

　ここ十年ほどの間に相次いで姿を消した、昔ながらの商店街を見回してメルツァーは首をひねった。

　商店にも、看板にも見覚えはない、この光景を見るのは生まれて初めてなのは間違いない。

　しかし、自分の周りにあるその街の雰囲気は、妙みように懐なつかしさを感じさせるものだった。

　メインストリートを走る電気自動車のデザインもそうだが、商店の飾かざり付けや、店の前に立てられている販はん売ばい促そく進しん用の旗やのぼりの文字やデザインも、今風の派手な蛍けい光こう色しよくのものではなく、そこに書かれているキャラクターも、メジャーなものを地方の広告店が見よう見まねで描かいたような、妙に味のある泥どろ臭くささを持っている。

　……この懐かしさは、俺が子供のころの懐かしさとは違ちがう、もっと新しい、そう、俺が二十代のころの懐かしさだ。

　それにしても、なぜ、俺はこんなところに飛ばされたのだろう？　俺が連れん絡らく船の接待用電子人格に要求したのは、静かで、のんびりとしたのどかな場所だったはずだ。

　そりゃあ、まあ、確かにこの街も、のんびりしているけど、静かって感じじゃない。

　メルツァーは、目の前にある時計屋のショウウィンドウの前にある電光掲けい示じ板ばんのデジタル時計が午後四時を示しているのに気が付いた。

　……夕方なんだ、そういえば、街の中にハイスクールの生徒くらいの歳としの子供が目立つようになってきたな。

　何かきゃいきゃい言いながら目の前の店から出てきた二人の女の子は、仲がいいのだろう、おそろいのピンクのリボンで長い髪かみをポニーテイルにまとめている。

　メルツァーは、なんの気なしに、女の子たちが出てきた店を見た。

　そこは、書店だった。

　視線を店の看板に移したメルツァーは、目を疑った。

　そこには、こう書かれていた。

『ブンセイドー書店、ニュー・ニューヨーク本町店』

　……ニュー・ニューヨークだと？

　そういえば……ウィルフレッド・ストークスの供述にあった、行きつけの書店は、確か……。

　メルツァーは、商店街を走り出した。

　……書店の先に銀行。その角にコンビニがある。そのコンビニを過ぎたところにスーパーが、その一本奥に病院と、そして郵便局。

　あのウィルフレッドが描かいた地図と、カノーネが見せてくれた市街地図そのままの街並みがそこに広がっていた。

　メルツァーは顔を上げた。

　建物の向こうに夕焼けの空が広がっている。

　違う、あれは、本当の空じゃない、全天周スクリーンに投とう影えいされた空なんだ。本当は、あの向こうに宇宙空間が広がっているはずだ。

　そして、メルツァーは気が付いた。

　……本当なら……って。

　本当ってのは何なんだ？　ここはバーチャルリアル空間であって本当の空間じゃないはずだ。でも、これほどまでにリアルな空間に俺は入ったことはない。

　バーチャルリアル空間は、いくらリアルでも、目に見えない薄うすい膜まくを通している感覚が付きまとっている。なのに、ここにはそれがない。

　街を歩いている人々、ハンバーガーショップにたむろする女子学生、買い物帰りの子供を連れた主婦。

　その、すべてに作り物の匂においがしない。みんな実際にここで生きて暮らしている人間の匂いがする。

　……ここは、どこなんだ？

　……ここは、いったい何なんだ？

　メルツァーの足が震ふるえ始めたそのとき、後ろから落ち着いた年配者の声が聞こえた。

「ニュー・ニューヨークへようこそ、メルツァー警部」

　振ふり向くと、そこに、一人の老人が立っていた。

　見事な白い髪と、そして優やさしいまなざしを投げかける瞳ひとみを持った六十すぎの老人がそこに立っていた。

「……あんたは？」

　老人は小さく微笑ほほえむと、優ゆう雅がな物もの腰ごしで頭を下げた。

「私の名前はヴァルゲイン、この街を管理しているハザウェイとは古い友人です」

　メルツァーは、うなるような声を上げてから、老人をにらみつけた。

「ヴァルゲイン？　マイドが連れている電子人格か！」

　ヴァルは、涼すずしい顔で答えた。

「左様でございます……私の本当の名前は、ヴァルゲイン・ラクト・クローゲンシュニット・ＡＩＣ００２８、マイド・ガーナッシュ様にお仕えするテクノサーバントでございます」

　メルツァーは、しばらく無言でヴァルの顔をにらみつけていたが、やがて、視線をそらして大きくため息をついた。

「……俺のカンは外れちゃいなかったんだな」

「ええ、あなたの見込みどおりです。私は、この、ニュー・ニューヨークを隠かくれ蓑みのに使うかぎり、帝てい国こくは絶対にご主人様の正体をつきとめることはできないと考えておりました」

　メルツァーは、あたりの街並みを見回して聞いた。

「これは、いったいどういうことなんだ？　ニュー・ニューヨークって街は、バーチャルリアル空間に作られた架か空くうの街なのか？」

　ヴァルは、悲しそうな顔をすると、つぶやくように答えた。

「……存在しております、いえ、正確には存在していた、と言うべきかもしれません……ご案内しましょう、現実のニュー・ニューヨークの街の中へ」

　ヴァルの言葉が終わるのと同時に、あたりの景色が一変した。

　日差しの位置や空の色は何一つ変わらなかった。ただ、目の前に立ち並ぶ家々がすべて廃はい墟きよに変わった。

　アスファルト舗ほ装そうされていた道路は、あちこちにヒビが走り、その隙すき間まから雑草が伸のび放題に伸び、その根元には落ち葉や砂が溜たまっている。

　そこには、人の歩いた形けい跡せきがなかった。

　道路だけではない。街そのものに人の気配がなかった。

「こ、これはいったい？」

　あたりを見回して、驚おどろくメルツァーの前に立っていたヴァルがゆっくりと歩き始めた。

「ついてきてください。二十五年前、平和な鉱山コロニー、ニュー・ニューヨークに何があったのかをご説明します」

「二十五年前？」

「ええ、このニュー・ニューヨークは二十五年前までは、ごく普ふ通つうの地方の鉱山コロニーでした。人口は約七万五千人、四つの小学校と中学校、そして高校を持つ、どこにでもある、本当にどこにでもあるような地方都市でした……」

　ヴァルは、そう言いながら、裏路地を抜ぬけて、メインストリートに出た。

　そこは、完全なゴーストタウンだった。

　歩道の上にあるアーケードから、外れかけた看板がぶら下がり、秋の風に揺ゆれてキィキィという小さな音を立てていた。

　道路の上には動くものもなく、路ろ肩かたに放置された自動車のアクリレート樹じゆ脂しのボディに積もった真っ白な砂すな埃ぼこりには、雨で流れた縦たて縞じまがいくつも残っている。

「人間は……この街を捨てて、どこに行ってしまったんだ？」

　ヴァルは、書店の前で立ち止まると、店の中を指差した。

「街を捨てたのではありません……この街の住民は全員残っています……変わり果てた姿になったまま……」

　店の中を覗のぞき込んだメルツァーは息を吞んだ。

　書店の中に並ぶ本ほん棚だなの間の通路に、制服姿の女子学生が倒たおれていた。

　しかし、よく見ると、その身体からだには厚みが無かった。

　それは、制服を着た白骨だった。

　紺こん色いろのジャンパースカートの下から突つき出た二本の骨の先には白いハイソックスと、黒い靴くつがある。

　メルツァーは一歩進んで白骨の頭を見た。

　頭の部分に長い髪かみの毛が見える。

　死んで数十年は経過しているに違ちがいないが、雨にも当たらず、そして死体を食い荒あらす小動物もいない環かん境きようで、死体はそのまま白骨になり、髪の毛は散さん逸いつしなかったに違いない。

　そのとき、メルツァーは、その白骨の髪の毛の根元近くにピンク色のリボンがついているのに気が付いた。

　その、リボンに見覚えがあった。

　それは、ついさっき、人があふれていたこの街の中の、この書店の前ですれ違った女の子のリボンだった。

　メルツァーは絶句した。

「これは……こんなことって……これは本当のことなのか？　俺が見たあれはなんだったんだ！」

　ヴァルは静かに言った。

「あれもまた真実です。あなたが見たあのニュー・ニューヨークの街は、このニュー・ニューヨークを管理している管理用電子人格ハザウェイの中にある、ニュー・ニューヨークの姿です」

「電子人格の中に？　どういう意味だ？」

　ヴァルは、黙だまったまま右手を挙げた。

　あたりの光景が再び変わった。

　そこは、草木一本生えていない砂さ漠ばくのような場所に岩が転がる荒こう涼りようとした山だった。

　ニュー・ニューヨークと同じコロニードームの中にあるのだろう、頭上には夕ゆう闇やみが迫せまる夕焼け空が広がっている。

　ヴァルが、岩山を指差した。

「ここは、二十五年前まで、多くの木々が植えられた、緑豊かな森林公園でした。しかし、二十五年前のある日を境にこの山は死の山になりました……あの稜りよう線せんの向こう側が青く光っているのが見えますか？」

　メルツァーは、稜線を見上げた。

　ヴァルの言葉どおり、稜線の向こう側に何か青く光るものがあった。

　その光がなんなのか、メルツァーにはわからなかった。ただ、なぜかわからないが、その光はひどく禍まが々まがしく見えた。

「あれは、何なんだ？」

「チェレンコフ反応です。あの先にある岩がん盤ばんの亀き裂れつの中で廃はい棄きされた核かく物質が臨界反応を起こしているのです。現実のニュー・ニューヨークは、今、どんな生物も生存不能なまでの強きよう烈れつな放射線にさらされているのですよ」

　メルツァーは目を見開いた。

「廃棄核物質が……臨界？　なんでそんなことが起こるんだ？　放射性物質を廃棄するときは高次元フラクタルの中で、強制半減させた後で、形状管理と数量管理された状態で安定空間に封ふう印いんすることになっているはずだぞ！」

　ヴァルは悲しそうな視線を青い光に向けたまま答えた。

「そうです、そういうことになっています……表向きは」

　そのヴァルの言葉を聞いたとき、メルツァーはフュージリアグループに関連するいくつもの疑ぎ惑わくの一つを思い出した。

　それは、利益追求を第一に考えるフュージリアグループは、各種の産業廃棄物を法に定められた方法でリサイクルや安全化せずに廃棄し、その分のコストを浮うかせて業績にしている、という疑惑だった。

「……ヤミ廃棄をやっていたのか」

　ヴァルはうなずいた。

「この鉱山コロニーでは、純度の高いロンジット鉱石が採さい掘くつされていました。しかしここのロンジットにはビザニウムがふくまれており、一次精製する際に産出する廃液の中にかなり高度のビザニウムが残る、という欠点があったのです。ご存じのようにビザニウムは放射性物質の中でも管理の難しいもので、安定化するにはかなりのコストがかかります」

　メルツァーはヴァルの言葉の後を継ついだ。

「そのコストを削さく減げんするために、安定化の手間をはぶき、ビザニウムをそのまま投棄した、というわけか」

「そうです、ロンジット鉱石を採掘した後の小惑わく星せい内の空間に、ビザニウムが大量にふくまれた液体を、硬こう化かテクタイトのカートリッジに封入し、並べていったのです。最初のころは、この鉱山の経営陣じんも現場の作業員も、自分たちが危険な行こう為いをしているという認にん識しきがありました、ですから危険ながらも事故は起きなかったのですが、経営陣が代わって、さらなる業績アップとコストダウンが指示され、現場の作業員は、事情を知らぬ契けい約やく社員に代わり、そして、廃棄物管理部門は廃止されました。精製工場から出た廃液は、形状管理も数量管理もされぬまま、ただ廃鉱の穴の中に廃棄されていったのです。そして、二十五年前、蓄ちく積せきされたビザニウムがついに臨界を迎むかえました。廃鉱になった穴の奥深くで、ビザニウムが核かく分ぶん裂れつを起こし始めたのです。そしてそのエネルギーは、この小惑星の岩盤にあったひび割れを貫つらぬき、鉱山の反対側にあった、このニュー・ニューヨークのコロニードームの中に噴ふき出したのです」

　そこで言葉を切ったヴァルは、ゆっくりと振ふり返り、眼下に広がるニュー・ニューヨークの街並みを見た。

　夕闇が迫る中で、街の明かりが一つ、二つ、と灯ともり始めていく。

　メルツァーがつぶやいた。

「でも……俺は知らなかった、こんな事故があったなんてこと。七万五千人が暮らすコロニー一つが全ぜん滅めつするような大事故があったら、大ニュースになるはずなのに……」

　ヴァルは、目の前に広がるニュー・ニューヨークの夜景を指差して言った。

「その答えは、あそこと、そしてあなたが見たバーチャルリアリティのニュー・ニューヨークにあります。あれから二十五年、人がいなくなっても、ハザウェイは街を動かし続けています。日照をコントロールし、四季をつくり、雨を降らせ風を吹ふかせ、夜になれば街の明かりを灯し、商店街ににぎやかな音楽を流し、人も車も通らぬ交差点の信号機を赤、黄、青、のサイクルで点灯させ続けています……なぜだとお考えになりますか？」

　メルツァーは、目の前に広がる、夜のニュー・ニューヨークの街並みを見た。

　家々には明かりが灯り、道路に沿って街灯が道路を明るく照らし出している。郊こう外がいに走る道路の周りには、ドライブインや映画館などがあるのだろう、赤や青の鮮あざやかな色のネオンサインがちかちかと輝かがやき、風に乗って、有線放送の音楽らしいものが聞こえてくる。

　人の声、足音、そして息いき遣づかいさえあれば、それは日常の光景だった。

　何も知らずに、この光景だけをみれば、誰だれもあの街に住む人間が死に絶えているなどということに気が付かないに違ちがいない。

　そして、メルツァーは思い当たった。

　……そうか、気が付かないんだ。

　この街を管理している電子人格のハザウェイは、この街に住んでいた人間がすべて死に絶えたことに気が付いていないんだ。

　……いや、気が付かないようにされているのかもしれない。

　メルツァーの顔を見ていたヴァルが小さくうなずいた。

「そのとおりでございます。この事件を知ったフュージリアグループは、このことが世の中に漏もれることを恐おそれました。地方都市一つぶん、七万五千人の人間を殺してしまうというあまりにも大きな事故は、フュージリアグループ自体の存亡にかかわります。そして、フュージリアグループは、途と方ほうもないことを考え付きます」

「途方もないこと？」

「なかったことにしてしまったのです。この事故そのものがなかったのだ、と。ニュー・ニューヨークの住民は死んではいない。生きて生活しているのだということにしたのです。ニュー・ニューヨークの管理用電子人格であるハザウェイの基本律回路に手を加え、住民すべてのデータを、一定の時間が過ぎた過去のタイムテーブルから呼び出してそれを何度も無限ループするように、そしてそのことに疑問を抱いだかないように……と」

　メルツァーは思わず声を上げた。

「そんなことができるものか！　うまく行くわけがない！　世界はこのニュー・ニューヨークだけで完結しているわけじゃない！　外部からアクセスされたら一発でわかってしまうじゃないか！　このニュー・ニューヨークに親しん戚せきが住んでいる人だって、ここからどこかに出て行った人間だっているだろう、そういった人間を騙だますことはできないはず……」

　そこまで言ったとき、メルツァーの脳のう裏りに、初老の高校教師の顔が浮かんだ。

　……いや、俺はこのニュー・ニューヨークにいる人間と会話することができた、それもリアルタイムで。ということは、つまり……。

　ヴァルがうなずいた。

「そうです、あなたが見たとおり、ニュー・ニューヨークは、もう一つ存在しています、バーチャルリアル空間に存在するニュー・ニューヨークです。フュージリアグループは、サイコメドック部門とサイコテクノロジー部門の総力を挙げてバーチャルリアル空間の構築に当たりました。本来なら転用が許されるはずのないニュー・ニューヨークの住民たちの思考記録やサイコシンメトリー波などの個人情報がそっくり転用されたのです。あの空間にいるニュー・ニューヨークの住民は生きていると言っても過言ではありません。エルサルク星系のどこかに設けられたフュージリアグループの極ごく秘ひ施し設せつの中には、ニュー・ニューヨークの住民一人分の擬ぎ似じ自じ我がを持った電子脳が七万五千台おかれ、住民はその中で二十五年前で止まった時間を繰くり返しているのです」

　メルツァーは、ヴァルの顔を見て言った。

「そして、お前さんはその二十五年前の時間の中に、ウィルフレッド・ストークスという人間をまぎれこませた……フュージリアグループは、ウィルフレッド・ストークスの存在を否定することはできない、自らが抱かかえ込んだ闇やみの中身をさらけ出すことは不可能だ……そういうことなんだな」

　ヴァルは小さく首を振った。

「いいえ、ニュー・ニューヨークの街は、闇ではありません。あれは光です。真実という名前の光です。マイド様は常にそれとともにいるのです。いくら力あるものが闇で覆おおい隠かくそうとも、真実は闇のほころびを見つけ、そこを突つき破り、外に出て参ります。真実とは、常に光を求め、太陽の下もとで花を咲さかせるために必死に生きる草のようなものなのです」




　エルサルク星系にあるトレーダー・ポイントの出入国管理ゲートの前で、メルツァーは、手に持っていた身分証明書と、そして乗船チケットを握にぎりしめて、目の前にいるエルサルク星系の司法省の職員を見ていた。

　……一週間前まで、おれはあっち側にいて、法の網あみをくぐろうとする好ましからぬ人物を見つけ出すために必死だった。

　なのに今、俺はこっち側にいて、その目をかいくぐるために必死だ。

　……人間ってのはおもしろいんだか悲しいんだかわかんない生き物だな。

　メルツァーの感かん慨がいに気が付かぬように司法省の職員は、受け取った身分証と乗船チケットを目の前にあるデータリーダーに差し込んだ。

　数秒の間があって、データリーダーに青いサインが点灯した。

　司法省の職員は、身分証と乗船チケットをメルツァーに差し出して言った。

「ようこそ、エルサルク星系に。ウィルフレッド・ストークスさん、入国目的は観光ですね？」

　ウィルフレッド・ストークスと呼ばれたメルツァーはうなずいた。

「ええ、人の行ったことのない静かな場所に行きたいと思っております」

　司法省の職員は肩かたをすくめた。

「エルサルク星系は田舎いなかですからね、そういった場所ばかりで目移りするかもしれませんよ。では、楽しい滞たい在ざいを」

「ありがとうございます」

　メルツァーは、そう言うとゲートを離はなれた。

　ゲートの脇わきには、司法省の職員には見えない私服の人間が数人立って、入国審しん査さを見守っていた。

　……間ま違ちがいない、あれは治安警察だ。俺たちの同類の匂においがする。

　ヴァルの言うとおりだったな、あのままメルツァー名義で入国したら、テロリストにされて身み柄がら拘こう束そくされるところだった。

　メルツァーは手に持っていたウィルフレッド・ストークス名義の身分証明書を着ていた上着の内ポケットに入れながら肩をすくめた。

　……まさか、この俺がウィルフレッド・ストークスになるとは思わなかったな……。

　入国管理ゲートから中央エントランスに出たメルツァーは、あたりを見回して、斜ななめ前に公衆通話ボックスがあるのを見つけると、ほっとしたような顔になって、その通話ボックスに向かった。

　ボックスのドアを閉めて、ポケットの中にあった身分証明書をスリットに差し込むのと同時に、目の前のスクリーンにヴァルが浮うかび上がった。

　ヴァルはメルツァーを見ると、にっこりと安あん堵どの微び笑しようを浮かべた。

『無事に出入国審査を通り抜ぬけることができたのですね、メルツァーさん』

「ああ、あんたのおかげだよ、当分俺はウィルフレッド・ストークスの名前で過ごすことになりそうだ。あんたのご主人には悪いがね」

　ヴァルは微笑ほほえんだ。

『いえいえ、お気になさらないでください。そのカードにある内容は、信用情報ごとすべてあなたのものです。ご自由にお使いくださって結構です』

　メルツァーは微笑んだ。

「そうか、ありがたく使わせてもらう、この名前に恥はじぬようにな。一いつ般ぱん市民になった今だからこそ警察官としてできなかったことができる。たとえば本を書くというのは、その一つだ。俺はあの闇の中の草を必ず世に出して、日光に当ててやる。俺は二十七年間ずっと人の心に住む闇と戦ってきた。たとえ警察官を辞やめても、戦う相手は変わっちゃいない、俺は死ぬまで戦うつもりさ」

　ヴァルは、大きくため息をついてから小さく両手を挙げた。

『まったく、感心しますね、あなたのその行動力と粘ねばりには。まさか本当にあのグリフォラントから、このエルサルク星系まで自分の足と目で確かく認にんにくる人がいるとは思ってもいませんでした』

　メルツァーは、にやっと笑って言った。

「人間を……ナメんなよ」




　公衆通話ボックスを出たメルツァーは、エルサルク星系内を連れん絡らくするシャトル乗り場に向かって歩き出した。

　そして、目の前のエントランスの中を行きかう人々を眺ながめながらメルツァーは思った。

　……ひょっとして、この人々も、俺も、どこかのバーチャルの空間の中を生きているだけなのかもしれない。

　一つの閉じた世界の中で、何かの役割を持たせられて生かされているだけなのかもしれない。

　目の前に広がる光景がすべて、作り物じみて見えたそのとき。

　メルツァーの脳のう裏りに、ピンクのリボンをつけた女の子の白骨が浮かんだ。

　……あれも、作り物だったというのか？

　そうかもしれない、でも、それがなんだというのだ？

　たとえ、誰だれかに使われ、だれかに動かされていたとしても、それがなんだというのだ？

　それが、他人の幸せのためならば、俺は喜んで使われ、喜んで動かされてやる。

　そのほうが、自分のために動くより、ずっと気分がいい。

　中央エントランスの真ん中で、メルツァーは頭上に広がる星空を見上げた。

　……あの、透とう明めいな硬こう化かテクタイトの向こうに広がる大宇宙のどこかに、マイドがいる。

　皇太子爆ばく殺さつ犯という汚お名めいを着せられたマイドがいる。

　でも……大だい丈じよう夫ぶだ。

　彼は真実とともにいる。

　人間が、真実に価値を求める限り、正直を愛する限り、彼は闇やみに捉とらえられることはない。

　どんなに厚い、そして強い力で覆おおい隠かくそうとも、真実は必ず光を求めて顔を出す。

　人の心の中に光がある限り。




　メルツァーは、大きく息を吸って、下腹に力を入れると、肩かたからかけたボストンバッグをかけ直し、そして、長いエントランスを歩き出した。
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　ネオ・アウトニアの地表にあるアルファドーム。

　アウトニア軍の中央司令部として使われているその建物の奥にある一室に、アウトニア軍の軍服を着た男たちが集まっていた。

　彼らの服についている階級章はみな、佐さ官かんクラスより上の、いわゆる軍中ちゆう枢すうをつかさどる参さん謀ぼうや艦かん隊たい司令などの役職にあるものばかりだったが、不思議なことに、この会議が行われている会議室には、一いつ切さいの掲けい示じがなく、また会議につきものの議事録を取る書記官の姿も無かった。

　それもそのはずである、この会議はアウトニア軍としての公式の会議ではなく、アウトニア軍の軍人の有志によって組織された「アウトニア救国委員会」の会議だったからである。

　重苦しい空気の立ち込める会議室の中で、大たい佐さの階級章をつけた一人の中年男が静かに口を開いた。

「諸君……今、アウトニアは建国以来の存亡の危機に見み舞まわれている。約三年前、我がアウトニアが帝てい国こくの武力併へい合ごうを受けたときと同じ……いや、それ以上の危機だ。ここで国を喪うしなえば、もはや復興の道はない」

　ネオ・アウトニアは、一週間前に帝国の命を受けた地方諸しよ侯こう軍の侵しん攻こうを受けた。しかし、その地方諸侯軍の主力であるバリアン星系軍を率いていたコットン中将が帝国に叛はん旗きを翻ひるがえし、アウトニアと同盟を結んだことにより、危機を免まぬかれた。

　これに対し、帝国は正規軍を差し向けることが予想されていた。

　とはいえ今、ネオ・アウトニアには、ケルプワイン指揮下にあるミリオン傭よう兵へい隊艦隊や、各地の義勇軍艦隊が続々と集結しつつある。

　日を追うごとに戦力が増すというこの状じよう況きよう下にありながら、なぜ、中央司令部が重苦しい空気に包まれているのか。

　その理由は、月曜日に行われたアウトニア王女メイとアウトニア軍総司令官マイドとの会話にあった。




　それは、このアウトニア軍中央司令部の一室で、アウトニア軍の経済的な部門を担当する主計部の臨時士官の肩かた書がきを持つメイが、第七惑わく星せい軌き道どう上にいるアウトニア・ケルプワイン連合艦隊司令長官であるマイド・ガーナッシュに定時報告を行っていたときのことだった。

　メイは、目の前の通信スクリーンに向かって、手に持っているメモリーボードに記入されている最優先連れん絡らく事じ項こうを読み上げていた。

「アウトニア軍全体の経済状況についての概がい要ようを報告します。まず総資産ですが、別べつ添てんでお送りした一覧のとおりです。帝国に没ぼつ収しゆうされてしまった額にはほど遠い額ですが、少し上向きになりつつあるのがおわかりかと思います、これは先日、営業を始めた星野屋フランチャイズが、思ったより好調で、黒字が出ているからです。しばらくは耐たい乏ぼう生活を強しいられますが、いったん黒字が出れば、それを運用に回すことができます。全体の資産運用状況は、別表一覧のとおりです。もし、運用先とか、詳しよう細さいな内容を知りたければ、マリリン中佐の端たん末まつにリンクしていただければおわかりになると思います」

　思わず声が弾はずみそうになるのを必死にこらえながら、メイは自分に言い聞かせていた。

　……私は今、アウトニア軍の台所を預かる主計部担当臨時士官のメイ・シザーズよ。

　かんちがいしちゃだめ。メイ王女でも、あのマイド閣下と一いつ緒しよにいるときの、メイ・シザーズでもないの。公務が優先なんだから。

　でも、目の中にあるメインスクリーンの中で、優やさしい微び笑しようを浮うかべているマイドの姿を見れば、思わず声が弾んでしまうのも無理はなかった。

　メイは心の奥で、二年半前のことを思い出していた。




　皇太子爆殺事件の罪を着せられて、帝国に追われる身となったマイドとともに、アウトニアに向かったメイが、跳ちよう空間ドライブから通常空間にもどったとき、メイの前に待ちかまえていたのは、アウトニアの滅めつ亡ぼうと、そして両親の死という悲ひ惨さんな知らせだった。

　あの日、快速艇ていのキャビンでネットニュースの画面を見つめ、ただ震ふるえることしかできなかったメイの手を握にぎってマイドは言った。

「メイ、僕は逃にげるのはやめる。君と一緒にユーマに行く」

　目を見開いたメイは、小さく首を振ふって言った。

「そんな……だめです！　そんなことをしたら、帝国に捕つかまるだけです！」

「でも、君を見捨てて僕だけが逃げるわけにはいかない！」

　マイドがそう言ったとき、ドキア提てい督とくの声がした。

「いや、違ちがう。マイド閣下、君は逃げなくてはならない。それは君の義務だ」

「僕の……義務？」

　一いつ瞬しゆん、言葉を失ったマイドに向かって、ドキア提督はうなずいた。

「いいですか、マイド閣下。あえてみずから危険を冒おかす指揮官は、自分を顧かえりみないだけではすまず、全軍の人々を顧みないも同然な無責任な指揮官なのだ。将兵に対する責任と義務を果たすためには、指揮官はときとして怯きよう懦だのそしりを受けてでも逃げ延び、生き延びねばならぬときがある。今がそのときなのだ」

「しかし……」

　そのとき、マリリン姉あね御ごの怒ど鳴なり声が響ひびいた。

「マイド！　あんた、そんなにメイを泣かせたいのか！」

　はっとするマイドに向かってマリリンは畳たたみかけた。

「あんたを助けるために、メイは自分のすべてを投げ出すつもりだったんだ！　そのメイの気持ちを踏ふみにじるつもりかい？　メイが本当に望んでいるのは、今、この一瞬だけそばにいてくれるあんたじゃない！　ずっと……できることなら一生死ぬまで、一緒にいてくれる、あんたなんだよ！」

　メイは、小さくうなずいて、言った。

「マイド閣下……私は……大だい丈じよう夫ぶです。私には、マリリンさんや、ドキア提督や、国民たちがついています。なんとかなります、ですから……どうかお逃げ下さい、マイド閣下！」

　マイドは、無言のままメイを見ていたが、やがて、小さく頭を下げて言った。

「ごめん……メイ」

　メイは目を見開いて言った。

「なぜ謝るのですか？　マイド閣下が私に頭を下げる理由などありません！　胸を張って下さい！　そして、私に約束して下さい。絶対に捕まらない、生き延びてみせる……と！」

　マイドは、背筋を伸のばし、メイを正面から見つめて言った。

「わかりました、メイ王女。約束します、僕は絶対に帝てい国こくに捕まりません。生き延びます。そして、その約束にもう一つだけ付け加えさせてください……」

「え？」

　少し驚おどろいたように顔を上げたメイに向かって、マイドはゆっくりと付け足した。

「いつか、必ずアウトニアを再興させます……必ずです……僕を信じて下さい」

　見開かれたメイの目から涙なみだがぽろぽろとこぼれ落ちた。

「ありがとう……ございます。私……その言葉だけで……生きていけます」




　スクリーンの中で微笑ほほえむマイドの顔を見ながら、メイの思い出は続いていた。

　……そう、あのときの私の言葉は噓うそじゃない。

　父と母を喪うしなった私と、帰るべき祖国を失った国民が、この二年半、生きてこられたのは、あのときのマイド先生の約束の言葉があったからだ。

　そして、今、あなたはここにいる。

　ここで、帝国に戦いを挑いどもうとしている。

　スクリーンの中でマイドがうなずいて何かを言ったのを見たメイは、あわてて意識をもどした。

『……先は確かく認にんしないよ、僕はマリリンの手しゆ腕わんを信しん頼らいしているから。それに、安心もしている。マリリンには優ゆう秀しゆうな助手がついているみたいだからね』

　メイは小さく目を見開いた後で言った。

「優秀な助手って……？」

『君のことさ、メイ』

　顔の前で両手を振りながらメイは慌あわてたように言った。

「そんな！　とんでもないです！　私なんてマリリンさんの足をひっぱってばかりで……」

『そんなことはないさ……』

　マイドが、そう言いながら、何かを操作するのと同時にメイの視界の中で何かが動いた。それは、スクリーンの脇わきにある、小さなアイコンだった。

　公務通信のアイコンが消え、代わりに私用通信を意味するアイコンが点てん滅めつしている。

　マイドが通信回線の費用を、公用から私用に切り替かえたのだ。これ以降の通信回線費用はマイドの個人口座から引き落とされることになる。

　スクリーンの中のマイドが、ふっと肩かたの力を抜ぬいたのがわかった。

　マイドは、親しげな微び笑しようを浮うかべて言った。

『公式の報告は終わりだよね。じゃあこれからは、肩書き抜きのマイド・ガーナッシュとして君と話をしよう。下の……ネオ・アウトニアの様子はどう？　ネオ・ユーマあたりの緯い度どは秋の終わりだよね、寒くないかい？』

　マイドの声の親密さが上がったとたん、メイの心臓の動きも急に速まった。

　赤くなっていく頰ほおを押さえて、メイは、ぎくしゃくしたような口調で答えた。

「え、あ、はい、こっちは元気です、みんな」

　プライベートの会話になったとたん、メイは何を話していいのかわからなくなってしまった。

　今の今まで、メイの頭の中には、マイドに伝えたいと思っていたことや、マイドに聞いてみたいこと、それがいっぱいあった。

　マイドと話をする前に、何度も頭の中でシミュレーションして、会話を組み立てることまでやっていた。

　……なのに、言葉が出てこないのだ。

　マイドの問いを聞いたメイの口から反射的に季節の話題が出た。

「もうすぐ冬ですけど、気候が安定しているときは、小こ春はる日和びよりって言うのでしょうか、本当に暖かい日が続いています。惑わく星せい環かん境きようの改変プログラムの効果が出てきているのかもしれません……」

　……ばか、何を話してるのよ！　お天気の話なんかしたいわけじゃないでしょ。

　メイが心の中で、自分を叱しかったとき、マイドが言った。

『そうなんだ、じゃあネオ・アウトニアが、ユーマのような温暖な星になる日も近いのかもしれないね……ところで、今度の週末にネオ・アウトニアに降りるつもりなんだけど、会えるかな？』

「え？」

　自分の耳を疑ったように顔を上げたメイを見たマイドが、慌てたように言った。

『あ、いや、別に用事があるならいいよ、これは僕が勝手に決めたことなんだから……ネオ・アウトニアにやってきてから、僕はずっとこのケルプの旗き艦かんに乗ったままで、ほとんど下に降りていないし、バーチャル空間でしか君にも会っていないからさ。たまには直接会って、ゆっくりと話をしたいな……と思っただけなんだ』

　メイは、目の前にある通信スクリーンにかじりつく勢いで身を乗り出しながら言った。

「本当ですか？　本当にこのネオ・アウトニアに来られるんですか？　だったら用事なんかありません！　あっても全部キャンセルします！　絶対です！」

　マイドは、ほっとしたような微笑を浮かべて答えた。

『そうか、よかった……今度の週末は、めずらしく何の予定も入っていないんだ。たまには本物の大地に足をつけて歩いたり、地面に寝ね転ころがって大の字になって、本物のお日様を浴びるのもいいかな？　と思ってね』

　マイドの言葉を聞いたメイの脳のう裏りに、芝生しばふの広がる丘おかの上で、寝転がり、幸せそうな微笑を浮かべるマイドの姿が浮かんだ。

　……今は秋の終わりで、芝生も枯かれ始めてるかもしれないけど、今ならまだ地面に寝転がることはできるはずだ。

　メイは、急せき込むように言った。

「あの……もし、天気が良かったらネオ・ユーマの近くの丘にピクニックに行きませんか？　芝生の広がる広い丘があるんです、あそこなら、好きなだけ寝転がることができます！」

　マイドは微笑ほほえんだ。

『ピクニックか……いいね。何年ぶりだろう……行きたいな』

　その言葉を聞いたメイは、思わず口走った。

「一いつ緒しよに行きましょう！　私、お弁当作りますから！」




　この一言が、アウトニア軍の将兵全員と、そしてネオ・アウトニアの国民を不安のどん底に陥おとしいれた。

　それは、第七惑星軌き道どう上にあるアウトニア・ケルプワイン連合艦かん隊たいの中でも同じだった。

　この連合艦隊に所属するアウトニア軍の軍人は、アウトニア滅めつ亡ぼう後にケルプワイン海かい賊ぞく団の団員になっていた者であり、装備も軍服もケルプワイン海賊団と同じものを着用していたため、見た目ではアウトニア出身者とケルプワイン海賊団の団員との区別がつかなかったが、このニュースが伝わったとたん、その区別が容易になった。

　アウトニア出身者は、みな一様に眉まゆをひそめ、不安そうな顔をするようになったからである。

　ここ、ケルプワイン艦隊の旗艦ゴッドフェニックスの士官食堂でも、アウトニア出身の二人の士官が憂ゆう鬱うつそうな視線を交かわしていた。

「おい、聞いたか？　モト」

「ああ、聞いた。アウトニア最大の危機だ、マスクワード」

　少し離はなれた場所でコーヒーを飲んでいたケルプが、その会話を聞きつけたのだろう、カップを持ったまま二人の横にやってきた。

「なんか、穏おだやかじゃない話をしているなあ、何のことなんだ？」

　モトと、マスクワードは、お互たがいの顔を見合わせた。

　最初に口を開いたのはマスクワードだった。

「この週末に、マイド閣下がネオ・アウトニアに降りるということはご存じですよね、ケルプ司令」

　ケルプはうなずいた。

「ああ、マイドから聞いた。めずらしく何の予定もないから、ネオ・アウトニアに降りて英気を養ってくる、とか言っていたな。それがどうかしたか？」

　眉をひそめたままモトが答えた。

「私たちが憂ゆう慮りよしているのは、その件なんです……なんでもそのときマイド閣下は、メイ王女とピクニックに行かれるそうですね」

「ああ、なんかそんなことを言っていたな。俺も行きたいな……って言ったらメグ中ちゆう尉いに『馬に蹴けられて死にますよ』ってにらまれちまったけど。ネオ・アウトニアには野生の馬っていたっけ？」

　マスクワードは笑いながら答えた。

「いえ、それは『人の恋こい路じを邪じや魔まするヤツは……』という言い回しのことですよ。本当の馬がいるわけではありません。ネオ・アウトニアには危険な動物はいません」

「だろう？　馬さえいない安全な惑わく星せいなのに、なんでピクニックに行くことを心配してるんだ？」

　モトは、肩かたをすくめた。

「我々が心配しているのはピクニックそのものじゃあありません。ピクニックのお弁当を心配しているんです」

　ケルプは怪け訝げんな顔をした。

「お弁当？　どういう意味だ？」

「その、マイド閣下とメイ王女が予定しておられるピクニックのお弁当を、よりによってメイ王女がお作りになる、と聞いたのです。我々はそれを憂慮しているわけです」

　モトの言葉を聞いたケルプの目に真しん剣けんな光が宿った。

「その、メイ王女の作った弁当に、誰だれかが毒物を仕込む可能性があるということなんだな？　帝てい国こくの秘密工作員の手が伸のびている可能性がある……と」

　マスクワードが、あわてて顔の前で手を振ふった。

「いえ、違ちがいます、そんなんじゃありません。わざわざ毒を仕込むなんて面めん倒どうなことしなくても、メイ様が作ったお弁当そのものが毒みたいなもので……」

「おい、言いすぎだぞマスクワード、いくらメイ様の作った料理に飛ぶ鳥を落とす勢いがあるとしたって、毒ってのは……」

　二人の会話を聞いたケルプはさらに困こん惑わくした顔つきになった。

「おい、モト大尉、言こと葉ば遣づかいが間違っていないか？　普ふ通つう『飛ぶ鳥を落とす勢い』ってのは料理とかに使う形容詞じゃねえぞ」

　モトは小さく頭を下げて答えた。

「ああ、すみません、これはアウトニアの人間にしか通じない言い回しでしてね。むかし、アウトニアの王宮で、バーベキューをするガーデンパーティがあったときに、メイ王女が料理したら、その匂においで王宮の上を飛んでいた鳥が失神して落ちたという言い伝えがあるんです」

　マスクワードが後を継ついだ。

「それ以来、アウトニアでは、ひどい料理のことを『飛ぶ鳥を落とすほどの勢いがある』と言うようになったのです」

　ケルプはあきれたように言った。

「なんだよそれ、化学兵器かよ」

　モトは、真面目まじめな顔でうなずいた。

「似たようなものです。我々が憂慮している理由がおわかりになりましたか？」

「もし、ここでマイド閣下にもしものことがあれば、アウトニアは、間違いなく滅めつ亡ぼうします」

　同じように真剣に答えたマスクワードを見て、ケルプは半分あきれたように言った。

「いくらなんでも、そんなひどいことになるわけないだろう。マイドだって馬ば鹿かじゃないんだ。死にそうな匂いのするようなものを食うわけがない」

「ええ、普通の人間なら心配しません。我々はマイド閣下だからこそ心配しているのです」

　モトは、沈ちん痛つうな顔つきのまま言葉を続けた。

「マイド閣下には前科があります。メイ王女の作った煮に込こみ料理を喜んで食べたという前科です。ましてあの方は、優やさしく強いお方です。もしメイ王女がとんでもないシロモノを作ってきたとしても、あの方はお食べになるでしょう……たとえその料理が臓ぞう腑ふを焼き尽つくし、味覚細さい胞ぼうにつながる脳の中ちゆう枢すうにある神経節シナプスを、ことごとく破は壊かいしたとしても、あの方は微び笑しようを浮うかべてお食べになるでしょう……あの方は……男です」

　ケルプは笑おうとした。しかし、笑えなかった。

　モトとマスクワードの顔つきは、笑い飛ばすにはあまりにも真剣だった。




　ネオ・アウトニアの地表にあるアルファドームの一角にある居住区の住人は、二、三日前から外気の中に奇き妙みような匂いが混じっているのに気づいていた。

　そして、それが、マリリン中ちゆう佐さとメイ王女が居住している区画の換かん気き装置から吐はき出される煙けむりの匂いだと知ったとき、アルファドームの住人たちは、大きなため息をついた。

　それは、原因を知ってほっとした気分と、メイ王女の悪戦苦く闘とうぶりを想像した憂ゆう鬱うつの入り混じったため息だった。

　マリリン中佐の居室は、いわゆる将官用の居室であり、ベッドと簡単なキッチンくらいしか設備のない士官用の個室と違って、広いダイニングルームを備えている。

　残業を終えて帰ってきたマリリンが、ダイニングで見たものは、部屋の真ん中に置かれた大きなテーブルの上に、びっしりと並べられた小皿の群れだった。

　よく見ると、その小皿の一つ一つには、調味料や食材が、番号札とともに並べられている。まるで、食品検査をやっている研究室のようなその光景を見たマリリンは、目を丸くした。「なんだいこりゃ？」

　テーブルの上にある精密計測器の表示をのぞきこんでいたメイが顔を上げた。

「あ、マリリンさん、お帰りなさい！」

「お帰り、はいいけどさ、あんた、何をやってんだい？　何かの実験？」

　メイは真しん剣けんな目で答えた。

「いえ、料理です！」

「料理？　料理するだけなのに、なんでこんな風に材料を小分けにしているのよ」

「レシピに忠実に作るためです。調味料とか、材料とか、きっちり計量して、こうやって分けておけば、あとはレシピどおりに投入していけば、きっとうまく行くと思うんです」

　マリリンは、レシピを紹しよう介かいする料理番組の映像を思い出した。

　……そういえば、ああいった番組ではそうやってるわよね。ぱっと見て、わかりやすいからなんだろうけど。

　ダイニングテーブルの上に並んだ小皿の群れを見回してマリリンが聞いた。

「で？　何を作るつもりなの？　大層なものを並べているけど……」

　メイは、にっこり笑って答えた。

「昔、家族でピクニックに行ったときに、母が作ってくれた献こん立だてと同じものを私も作って見ようと思います……オードブルに、フライドチキンとフライドポテトのセット、メインにフォアグラ入りのミートパイと、ローストビーフサンドウィッチ。付け合わせにイタリアンサラダ、そしてデザートにカスタードクリームパイ。ワインはシャリュリュドリューネのビンテージものの中から一本冷えた物を用意しようと思っています……」

　メイの言葉を聞いたマリリンは、しばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて、ゆっくりと聞いた。

「まさか……それを全部あんたが自分で作ろうというんじゃないだろうね？」

「そのつもりですが……」

　マリリンは大きくため息をついて言った。

「理想を高く掲かかげるのはいいことだけど、現実との間にあるギャップを考えた方がよくはないかい？」

　メイは眉まゆをひそめて答えた。

「そのギャップを熱意で乗り越こえることはできないのでしょうか？」

　マリリンは右手の人差し指で頭の横を搔かきながら答えた。

「残ざん酷こくな言い方だけど、人間が熱意と努力で乗り越えられるのは、ワンステップだけなんだよね。ハムエッグを作るたびに味と形が違うような人間が、その献立に挑ちよう戦せんするのは、普ふ段だん着ぎにサンダル履ばきで、八千メートル級の山に無酸素で登のぼろうとするようなものだと思うよ」

　メイはしばらく黙だまったままダイニングテーブルの上に並んでいた食材の入った小皿の群れを見ていたが、やがて、力強くうなずいて言った。

「無理だということはわかっています。しかし、一念により岩に矢を立てた武将がいたという言い伝えもあります！　天てん佑ゆうを信じ、挑戦します！」

　マリリンはメイの顔をじっと見ていたが、やがて小さく肩かたをすくめて言った。

「大昔、似たようなことを言って部下を片道攻こう撃げきに送り出した指揮官がいたそうだけど……まあいいさ、気のすむまで挑戦しな。身のほどを知るというのも必要なことだし、無む駄だになるのは食材で、部下の生命いのちじゃないだけマシだ」




　阿あ鼻び叫きよう喚かんという言葉がある、これは仏教の教えの中にある八大地じ獄ごくの中でももっとも苦しいと言われている阿鼻地獄に落とされた亡もう者じやが、苦しみのあまりに泣き喚わめくさまを表現した言葉であり、悲ひ惨さんな事故の現場や、戦場などの描びよう写しやに使われる言葉である。

　どう考えてもキッチンの描写に使う言葉ではない。

　しかし、今のマリリンの部屋のキッチンの状じよう況きようを見れば、あえてその言葉を使うことに、ためらう人間はいないだろう。

　壁かべや天てん井じようにはりついた生のフォアグラやひき肉、そしてパイ生き地じなどを見回して、マリリンは言った。

「怪け我がはない？」

　呆然としていたメイが我に返ったように答えた。

「え、ええ、大だい丈じよう夫ぶです……でも、何があったんでしょうか？」

　マリリンの居室のキッチンに設置してある自動調理器は、いわゆる直じか火びを使った焼き物、炒いため物といった調理や、蒸むし器、電子レンジ、オーブン、そして肉などを回転して炙あぶるグリル、ナンなどを焼く焼き釜がまなど、さまざまな調理に対応することができるものであり、メニュー選せん択たくと、食材の計量と投入のタイミングさえ間ま違ちがわなければ、まず失敗することはない、と言われているタイプのものだったが、今、その自動調理器は、あちこちの隙すき間まから刺し激げき臭しゆうのする薄うすい煙けむりを立ち昇のぼらせて、沈ちん黙もくしていた。

　ついさっき、調理器がコントロールパネルに赤いエラーサインを点てん滅めつさせながら不気味に振しん動どうしはじめたのを見たメイが、あわてて正面の扉とびらを開けたとたん、調理器の中に入っていたミートパイ、いや、ミートパイになるべきものが、爆ばく発はつしたのだった。

　マリリンは、あきれたように答えた。

「さあね、あんたの使い方が、きっとこの自動調理器を設計した人間の想像力を超こえていたんじゃないのかい？」

　笑っていいのか悲しんでいいのかわからないような顔をするメイに向かってマリリンは怒ど鳴なった。

「かんちがいすんな、褒ほめているわけじゃない」

　びくっとしたメイに向かって、マリリンは畳みかけた。

「あんたが作りたがっていたような料理は、無理だってことがわかっただろう？　自動調理器がぶっ壊こわれたのはいい機会だ。自分の力量を客観的に判断して、今の自分が作れるものよりワンランク上のものを目指しな。熱意とか努力で手が届くレベルのものを一品さ」

「一品だけですか？」

「ああ、そうだ。たとえ一品でも心を込こめて作ったものなら、気持ちが伝わるものさ。数をそろえるだけがご馳ち走そうじゃあるまい？　それに、ピクニックに行くのは何人だ？」

　はっとしたように顔を上げたメイに向かってマリリンは、にやっと笑って言った。

「私とか、メス猫ねこカルテットの連中とか、ケルプとかドキア提てい督とくとかが、くっついて行っていいのなら、今から召しよう集しゆうをかけるけど、どうする？」

　メイは、思いつめたような表情になって答えた。

「みなさんが、ぜひとも一いつ緒しよに、とおっしゃるのなら、それをお断りする理由はありません……でも……」

　マリリンは笑いながら突つっ込んだ。

「でも……本当のところは二人だけで……ってのがホンネだろ？」

　耳の先を赤くして、メイはうなずいた。

　その様子を見ていたマリリンは、優やさしいまなざしでメイを見ると、諭さとすように言った。

「背せ伸のびしなくていいんだ。あんたが今できることをせいいっぱいやればいいのさ。一生懸けん命めいやってダメだったら、軍用のレーションを持っていって、丘おかの上でヒートパックで暖めて二人で食べたっていいじゃないか。あいつは、それでも楽しい、って言って心の底から笑うだろうな。そういうヤツだろ？」

「ええ……そうだと思います。あの方は優しい方です……。でも、だからこそ私はその優しさに甘えてはならないと思ったんです……」

「そりゃあ、まあ、努力することは大切だけど、やっぱり努力ってのは地道なものだと思うな。だから、まあ、あんたはとりあえず一品モノにするつもりで努力しなよ。何を作る？」

　メイはしばらく考えていたが、やがてうなずいた。

「では、ローストビーフサンドウィッチに挑ちよう戦せんします」

　マリリンは腕うでを組んでつぶやいた。

「ローストビーフか……これまた一番単純で、単純だからこそ難しい料理を選んだものだね」

「無理でしょうか？」

「いや、無理じゃない。でも、楽じゃない、覚かく悟ごはいい？」

　マリリンの問いかけを聞いたメイは真しん剣けんな目をしてうなずいた。

「はい、あの方のためなら何でもします！」

　その目を見たマリリンは思った。

　……食材にするから牛一頭倒たおしてこい、って言ったら本当に倒しに行く目だね……これは。




　そのころ、アウトニア軍中央司令部の奥の会議室では、二回目の「アウトニア救国委員会」の会議が行われていた。

　会議の進行役である大たい佐さは、小さく咳せき払ばらいをすると、あらためて居並ぶ将官たちを見回して言った。

「我々が喪うしなうかもしれないのは国ではなく『彼』だ、しかし『彼』を喪えば、それはすなわちこのアウトニアを喪うのと同じことだ。『彼』なくして、この先に予想される帝てい国こく正規軍の侵しん攻こうを防ぐすべはないのだからな」

　会議室に並んだ男たちが、みな一様に黙だまったままうなずいた。

「我々は軍人です。国を、国民を危機から守るのがその職務であり責任です。目の前にあるこの未み曾ぞ有うの国難を、ただ座して傍ぼう観かんすることは絶対に許されません。なんとかこの国難を乗り切る方法を考え出していただきたい」

　将官たちの中の一人がぽつんと言った。

「メイ王女様は、あきらめておらんのだな？　何がなんでも自分の手でお弁当を作り、それを持っていくつもりなのだな？」

　大佐はうなずいた。

「ええ、あきらめるつもりはないようです。考えてみれば、メイ王女様にとって今回のピクニックは、実に三年ぶりのことです。アウトニアが滅めつ亡ぼうする以前の……あのローデス軍と、ミリオン傭よう兵へい隊とのアウトニア回かい廊ろうにおける戦いが始まってから、メイ王女様は、一日として平へい穏おんな日々を送っておりません……マイド閣下もそうでしょう。そのお二人のお気持ちを想像するだけで、心震ふるえるものがあります……」

　大佐はそこで言葉を切って、口調を変えた。

「しかし、我々は今、心を鬼おににして、このお二人が計画し楽しみにされているピクニックをぶち壊こわす必要があるのです！　この事実が表に出れば、我々は、世の人々から、鬼、悪あく魔ま、冷血漢、人の心を持たぬ殺さつ人じん鬼き！……と、ありとあらゆる罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせかけられるでしょう。我々はそれを覚悟の上で、この計画を進めねばならないのです」

　准じゆん将しようの階級章をつけた初老の男がゆっくりと言った。

「大佐の言っていることは理解している。だが、しかし……なるべくメイ王女様を傷つけぬ方法でやりたいものだな」

「……と、言いますと？」

「軍人の悪い癖くせでな、ぶち壊すと言うとすぐに火力やら、特とく殊しゆ部隊を使った荒あら業わざに走りがちだ。しかし、今回の作戦は、そういった方法ではない別の方法を考えてみるべきだと言っておるのだよ」

　会議室に並ぶ将官たちは、沈ちん痛つうな面おも持もちのまま、それぞれに小さくうなずいた。

　やがて、一番最初に口を開いた大佐が、ゆっくりと言った。

「我々が、王室ロイヤル警備隊ガードから入手した行ぎよう啓けい計画書によると、その未曾有の危機が訪おとずれるのは四日後。この週末の日曜日の正午である。先ほどお配りしたレジュメの一番最後に当日の行啓先についての詳しよう細さいなホログラフ地図が添てん付ぷされているのでご覧になっていただきたい」

　居い並ならぶ男たちがレジュメを開く音が会議室に響ひびいた。

　大佐は、男たちを見回して言葉を続けた。

「この行啓の目的地は、ネオ・ユーマの中心にあるこのアルファドームから南西に約七リーグのところにある、アシャウ・バレーを望む高地だ。名前は、まだついていないが、マップデータ上では第九三七高地、と呼ばれている」

　将官の中の一人が、小声で聞いた。

「ちょっと確かく認にんしておきたいのだが、このレジュメによると、今回の事案の根源となると思われる物の正体は、ローストビーフサンドウィッチということだが……間ま違ちがいないかね？」

「間違いありません、何度となく購こう入にゆうされております食材は、すべてローストビーフの材料ばかりです……それが何か？」

「あ、いや、ハンバーガーだとしたら、この高地に『ハンバーガー・ヒル』という名前がつくかもしれない、と思っただけのことだ。気にしないでくれ」

　その後、いくつかの案が出た。

　まず最初に出たのが、出発直前に、マイドが運転する地上車に工作し、車を修理している間に、あらかじめ作っておいた別の弁当にすり替かえる『替え玉作戦』だった。

　しかし、これは、おそらくメイ王女は、お弁当の入ったバスケットを肌はだ身みはなさず持っているだろう、という意見が出て保留となった。

　次に出たのが、その作戦のバリエーションとして、あらかじめ目的地周辺に光学迷めい彩さいジャケットを着込んだ特殊部隊員を多数配置し、マイドがメイ王女の作ったサンドウィッチを口に運ぶ寸前にそれを奪うばい取る『横取り作戦』が提案されたが、これは、あまりに不自然だ、という理由で却きやつ下かされた。

　そして、さらにその作戦のバリエーションとして、無線アニマトロニクスで遠えん隔かく操作できる大きな鳥を作り、マイドが手に持ったサンドウィッチを空中から急降下して奪う、という『とんびに油あぶら揚あげ』作戦が提案された。

　これは『横取り作戦』の不自然さを解決した名案のように思われたが、アニマトロニクスの鳥を製作するには時間が足りない、ということで、これもまた却下されてしまった。

　その後いくつもの案が出たが、どれもこれも今ひとつであり、会議が長引くにつれて、宇宙戦せん艦かんの砲ほう塔とうの暴発事故を装よそおって、衛星軌き道どう上から陽子ビームを高地に撃うちこみ、ピクニックの目的地そのものを吹ふき飛ばしてしまえばいい、とか。帝国が攻せめてきた！　という誤報を流して、マイド閣下を地表に降ろさねばいい、といった暴論が飛び交かい始めたそのとき、准将の階級章をつけた初老の男が、居並ぶ面々をたしなめるように言った。

「最初にわしが言ったであろう、荒業と暴論はいかんと。もっと原点に返って考えるべきではないかな？」

「原点といいますと？」

「要するにだ、ピクニックに行かなければ、お弁当の出る幕はない、ということだ。マイド閣下とメイ王女様に、楽しいひとときを過ごしていただくことについて異論はない。問題はその楽しいひとときに『お弁当』というシロモノが入ってこなければすべては丸く収まるのだ。違ちがうかね？」

　将官たちは、互たがいの顔を見合わせた。

「それはつまり、どういうことなのですか？」

　准将は笑った。

「宇宙船にずっと乗っていると、我々地上軍とは感覚が変わるから無理もないが……ピクニックには天敵があるのを忘れてやしないかね？」

「天敵？」

「そう、まさしく天敵、つまり天気が敵に回るということだ。雨が降ればピクニックはできん。ピクニックができなければ、マイド閣下とメイ王女様は、おそらくネオ・ユーマの市街で楽しいひとときを過ごされるだろう。ネオ・ユーマには、店も、飲食店もある。わざわざお弁当を持っていく理由はない」

　居並ぶ将官たちは目を見開いた。

「そうか！　そうだった！」

「雨さえ降れば、すべては丸く収まるのだ！」

「しかし……どうやって雨を降らせるのだ？　まさかこのアウトニア軍司令部の屋上で、雨あま乞ごいの儀ぎ式しきをするわけにも行くまい」

「……確かにそうだ。我々アウトニア軍の将官たちが、うんがらどわどわ、と太たい鼓こを叩たたいて、輪になって踊おどっている姿を部下に目もく撃げきされたら、おそらく我々の社会的評価は地に堕おちるぞ」

　准じゆん将しようは苦笑いを浮うかべて答えた。

「別にそんなことはやらんでもいい。このネオ・アウトニアには、今、惑わく星せい環かん境きよう改変プログラムが実じつ施しされておる。そのプログラムの中には、気象コントロールもふくまれているのだ。環境調整局の役人に依い頼らいすれば、局地的に気圧をコントロールして雨雲を発生させて人工的に降雨をおこすことができるはずだ。まあ、どうしても雨乞いの踊りを踊りたいと言うのなら止めはせんがね」




　アウトニア軍の上層部が、メイのお弁当からマイドを救うための秘密工作に走り始めたそのころ。

　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴ～。

　火災報知器が、けたたましい電子音を鳴り響ひびかせ始めた。

　セキュリティコントロールの操作パネルに飛びついて、警報音を切ったマリリンが、メイをにらんだ。

「メイ！　また焦こがしたね！」

「あああ、すみません！　さっき、様子を見るためにオーブンの蓋ふたを開けすぎて、オーブンの温度が下がって失敗したので、今度は様子を見ないようにしようと思ったんです……」

「物事には限度ってものがあることぐらいはわかってるでしょうが！」

「すみません……」

　オーブンの中から真っ黒焦こげになった牛肉の塊かたまりを取り出しながら、メイは半泣きになっていた。

　その、メイの顔を見ながらマリリンは肩かたを落として言った。

「全自動調理器が壊こわれたから、センサー内蔵のオーブンレンジを使ったら、それも壊れて、結局今はセンサーもタイマーも何もついていない、基本的な機能しかないオーブンを使ってるから仕方ないけどさ……」

　マリリンは、メイの料理の練習に付き合っているうちに、メイの料理における基本的な問題に気が付いていた。

　メイは不器用ではあるが、別に他人と味覚が異なっていたり、投げやりな姿勢で作っていたりするわけではない。

　それどころか、いたって真しん剣けんに料理を作ろうとしている。問題は、自分の作った味に、まったく自信を持っていないことにあるのだ。

　つまり、味見をしても「うん、これでいい」という確信が持てないのだ。

「これでいいと思うんだけど……ひょっとしたら薄うすいのかもしれない」と思って塩を入れすぎたり、「これじゃあ濃こすぎるのかもしれない」と思って薄めすぎたりするのだ。

　マリリンは半泣きのメイを見て言った。

「あんた、もっと自信を持たなくちゃダメだよ。あんたは自分が作ったものをマイドに食べさせる、と考えただけで足が震ふるえてるだろう。んでもって、どんな味付けをしても『この味付けでマイドが満足してくれるだろうか？』と思ってしまって、味が定まらないんだ。もっと開き直ってだな『私が作ったんだから不味まずいわけがない！　味の半分は愛情で決まるんだ！』くらいに思って作ってみなよ」

　マリリンの言葉を聞いたメイは泣きそうな顔のまま首を振ふった。

「そんな……私には無理です！」

「そうか……それがダメなら、逃にげるって手もあるな」

「逃げる？」

「ああ、そうだ。料理することから逃げる。ピクニックに持っていくのは材料だけで、向こうでマイドに作ってもらうんだ。どんな味付けが好みなのかわからないのなら、いっそのことその味付けを相手に丸投げしてしまう、って方法さ。あんたみたいな性格の女の子なら、意外とそっちの方が押し付けがましくない優やさしさに見えるかもしれないよ」

　メイは眉まゆをひそめた。

「……でも、それって、どこかで聞いたことがある方法ですよ。二に番ばん煎せんじと言われてしまうんじゃないでしょうか？」

　マリリンは考え込んだ。

「うーん、それは確かにそうだよね……」

　そして、マリリンは何かを思いついたようにうなずくと、メイに向かって言った。

「仕方ない……私が、究極の料理を教えてやろう。これは、まさしくあんたみたいな女の子にしかできない料理だ。この料理で相手をもてなせば、相手は絶対に満足する」

「そんな料理があるんですか？」

　マリリンは自信たっぷりにうなずいて答えた。

「ああ、ある。問題はこの料理はあまりピクニックには向いていないってことだな。中にはピクニックでこの料理を出す女の子もいるけど、そういうのは少数派だ。この料理は夜に出すことが一番多い……確かマイドは土曜の夕方にネオ・ユーマに降りてくるんだったよね」

「ええ、そうです。土曜の夜は、こちらの居住区の特別室にお泊とまりになる予定です」

「そうか、ちょうど良かったな……」

　メイは、不安げな顔でマリリンに聞いた。

「その料理……どんな食材を用意すればいいんですか？」

「食材って言われてもねえ、まあ清潔であればあることに越こしたことはないけど、基本的にこれといって用意するものはないな。あるとしたらカードが一枚かな？」

「カード？　カードをどうするんですか？」

　マリリンは真面目まじめな顔で答えた。

「なに、簡単だ『私を食べて下さい』と書いて、胸のところに貼はり付けて、夜中にマイドの部屋のドアをノックするだけのことだ」

　メイは目を見開いた後で見る見るうちに赤くなった。

　そして叫さけぶように言った。

「マ、マリリンさん！　もっと真面目になって下さい！」

　マリリンの表情は変わらなかった。

「あたしゃ、はなっから真面目に話してるつもりだよ。あんたらもそろそろそういった関係になってもいいころじゃないの？　おたがい大人なんだし……やってみなよ『私を食べて』作戦……」

　メイは、拗すねたようにマリリンをにらんで言った。

「それはもう……三年前にやっています」

　マリリンは目を丸くした。

「三年前って……あんた、そんなに早く？」

　メイは真っ赤な顔のまま言った。

「でも、マイド閣下には食べていただけませんでした。きっと今回も同じです」

　マリリンはため息をついた。

「あの朴ぼく念ねん仁じんは困ったもんだね、大切にするのはいいけど、ときとしてそっちの方が女の子に恥はじをかかせることだってある、ってことが理解できていないんだ」

　メイは小さく首を振った。

「いえ……そんな理由じゃないような気がします……なんというか上手うまく言えないんですけど……あの方にとって、それは私事なんです。今、あの方にかかっている責任は、とてつもなく重いもので、それこそ持てる限りの能力すべてを使い尽つくさねば果たせない、と思っていらっしゃるんだと思うんです。だから……私のこととか、そういったことは、すべて後回しになっているんです。もし……あの方が私のことを考えるときがくるとしたら、それはきっと、アウトニアが再びあのユーマの地に復興したときなんだと思うんです」

　マリリンは眉をひそめた。

「それは……いつになるのかわからないよ、あんた、それでもいいのかい？」

　メイは、こくんとうなずいて、そして微笑ほほえんだ。

「ええ、かまいません。私は待ち続けます。でも、その日はきっと来ます……あの方は約束してくれました。私はその約束だけで充じゆう分ぶんなんです」

　マリリンはしばらく黙だまったままメイの顔を眺ながめていたが、やがて大きくため息をついた。

　そして、キッチンを見回すと、ゆっくりと言った。

「……わかった。じゃあ、もう一度ローストビーフに挑ちよう戦せんするとするか」

「はい！」

　メイは、にっこり笑ってうなずいた。




　そして、さらに二日が過ぎた。

　ネオ・アウトニアに住む国民たちの関心は、メイ王女の作るローストビーフに集中していた。

　果たして、無事に作ることができるのか？　それとも、想像を絶する品物を作ってしまうのか？　その結果が、アウトニアの命運を握にぎっていたからである。

　その日、いつものように仕事を終えて帰宅したマリリンは、息を止め、半分身構えながら部屋のドアを開けた。

　今まで何度となく部屋に立ち込める異い臭しゆうや刺し激げき臭しゆうを嗅かいで気を失いそうになったマリリンにとって、それは、半分習性になりつつある行動だった。

　部屋に入ったマリリンは、キッチンから奇き妙みような音が聞こえてくるのに気が付いた。

　それは、人がすすり泣く声だった。

　そーっとキッチンをのぞいたマリリンは、キッチンの流しの前の床ゆかに、ぺたりと座り込んだメイの後ろ姿を見つけた。

　メイの肩かたはすすり泣く声に合わせて細かく震ふるえていた。

　……また、ダメだったんだな。

　そう思ったマリリンは、意識して明るい声を張り上げた。

「ただいま～っ、ど～お？　調子は。ダメならダメでどうにでもなるんだからくよくよしなさんなって……」

　メイはびっくりしたように顔を上げてマリリンに振ふり返った。

　その顔は笑っていた。

　……まさか。

　マリリンは持っていた書類かばんをその場に投げ捨てて、メイに駆かけ寄り、メイが抱かかえている皿をのぞきこんだ。

　そこに、ローストビーフがあった。

　生肉でも炭でも、芯しんまで火が通り過ぎて白くなった牛肉の塊かたまりでもない、ピンク色の断面の肉の繊せん維いの間から薄うす紅べに色いろの肉にく汁じゆうが滲しみ出している、本当のローストビーフがそこにあった。

　マリリンは床に両りよう膝ひざをついて、メイの両手を取った。

「メイ！　やったじゃない！」

「ええ、できました！」

　両手を握りあった二人は、キッチンの床の上に両膝をついてぴょんぴょんと飛び跳はねた。




　メイ王女、ローストビーフ作製に成功！

　この知らせは、またたく間に国民の間にネットニュースとして流れた。

　国民の多くは安あん堵どし、そして、ここに至るまでのメイの努力を思いやり涙なみだした。

　しかし、このニュースを聞いて、悩なやみに悩んでいた男がいた。

　ネオ・アウトニア政府機関のひとつ、環かん境きよう調整局の局長だった。

　原因は、彼のところに届いた、二つのメールのためだった。

　その二つのメールの文面は、まったく正反対のアクションを要求していたのだ。

　そのうちの一つはアウトニア軍の高官からのメールであり、今度の週末に、ネオ・ユーマ南西部の一角に雨を降らせることを要よう請せいし、文面の最後には、こう書かれていた。

『アウトニアの未み曾ぞ有うの国難に際し、貴き殿でんが最良の方法を選せん択たくすることを期待する』

　そしてもう一つはメイ王女とマイド司令長官からのメールで、今度の週末に、ネオ・ユーマ南西部を晴天にすることを要請しており、文面の最後にはこう書かれていた。

『ネオ・アウトニアに豊かな実りをもたらすことが最優先ですが、もし、裁量していただけるなら幸いです』

　気象コントロールは、四十八時間のタイムラグがある。

　つまり、日曜日の気象をコントロールするには、金曜日の朝に、何らかのアクションを起こす必要があるのだ。

　最初、局長は国軍の要請に応じるつもりだった。

　メイ王女が、このピクニックを心から楽しみにしていることを知っていたが、万が一ということを考えれば、国難を回かい避ひすることを優先するつもりでいたのだ。

　しかし、情勢は変わった。

　メイ王女が、まともなお弁当を作ることができるというのなら、あえてピクニックを妨ぼう害がいする必要はないのだ。

　三年間……この三年間、メイ王女とマイドが、どんな思いで生きてきたのか。

　十六歳から十九歳に至るまでの三年間。

　人間が、一番輝かがやいているその時間を、メイはすべて戦争と、そして国民のために費やしてきたのだ。

　自分がやりたいことのすべてを犠ぎ牲せいにして、国民のために生きてきたあの二人に、今やっと自分たちだけの時間がきたのだ。

　その時間を、他人が奪うばうことが許されるのだろうか？

　局長は、悩みに悩んだ。そして、ついに決断を下した。

　それは、不ふ干かん渉しようだった。

　つまり、雨を降らすためにも、晴天にするためにも動かない。気象コントロールに関する一いつ切さいのアクションを起こさないことを決めたのだ。

　かくして、ピクニックの運命、ひいてはアウトニアという国の運命は天候に任されることとなった。まさしく『運を天に任せ』たのである。




　会話のきっかけに、お天気のことを話す、ということは、ごく普ふ通つうに行われている。

　天候の話題は実に当たりさわりのない話題であり、政治や哲てつ学がくのように、口角泡あわを飛ばすような口論に発展する心配がないからである。

　しかし、このときのネオ・アウトニアは違ちがっていた。

　日曜日に晴れを望むか雨を望むかで、国論はまっぷたつに割れていたのだ。

　晴れを望むものは、女性に多く、誰だれもがメイ王女の気持ちを最優先にするべきだ、と主張したのに対し、雨を望む者は男性が多かった。

　そして、国内ではこの話題から、今まさに食べている料理の味付けに話が変わって行き、ついには夫ふう婦ふ喧げん嘩かに発展する家庭が続出したのである。




　そして。

　運命の日。

　ネオ・ユーマは快晴だった。




　マイドが、開発局から借りた地上車を、メイと、マリリンが住んでいる居住区に向かって走らせていたころ、マリリンの部屋では、メイとマリリンが、いまだにきゃーきゃーばたばたと走り回っていた。

「ほらほら、もうすぐマイドが来るよ、さっさと着き替がえな！」

「でも、お弁当のバスケットが……」

「そっちは私がやるから、着替えが先だろうが、それとも何か？　あんたその普ふ段だん着ぎにエプロン姿でピクニックにいくつもりかい？」

「そ、そうですね！　わかりました、すみません、着替えてきます」

　着替え終わって、鏡台の前に座ったメイは、日焼け止め成分がふくまれたファウンデーションをを顔に塗ぬり始めた。

　メイの後ろに立ったマリリンが鏡を覗のぞき込んで言った。

「メイ……あんた最近綺き麗れいになったね」

「やめてください」

　マリリンは首を振ふった。

「いや、冗じよう談だん抜ぬきでさ、そばかすが消えて、すごく落ち着いてきたような気がするね……特に笑ったときにすごく輝いて見える。あんたはもっと自信を持たなきゃダメだよ。マイドは……あれはとんでもない男だけど、あんただって、とんでもない女の子なんだから、胸を張って堂々とマイドのところに飛び込んでいきなよ。待ってることはない。あんたが押し倒たおしたっていいんだ」

「マリリンさん！」

　マリリンはにやっと笑った。

「まあ、冗談は抜きにして、あんたらはもう大人だ、自分たちのことは自分たちで決めな。その責任が取れるなら、あんたらは自由だ」

　そのとき、玄げん関かんのチャイムがマイドが迎むかえにきたことを告げた。




　四輪駆く動どうの小型地上車のハンドルを握にぎったマイドは、見送りに出たマリリンと、居住区の住民たちに頭を下げた。

「では、行ってきます」

　助手席に座ったメイも、いっしょになってぴょこんと頭を下げた。

「夕方までには帰ってきます」

　マリリンはちょっと心配そうな顔をしてマイドに言った。

「トランスポンダーは積んでいるし、イザとなればアルファドームから救急ヘリが飛ぶ。だけど事故だけは起こすなよ、お前さんたちは今日、ただのマイドとメイになる。だけどそれが過ぎればまた、司令長官と王女になるんだからな」

「肝きもに銘めいじますよ、マリリン姉あね御ご」

　そう答えたマイドのその、真しん剣けんな目を見たマリリンは、少し安心したように小さなため息をついた。

「私が言わなくても、わかっているとは思うけど、念には念を入れないとな……さあ、行ってこい。今日、お前らは二人きりだ。思う存分じゃれあってこい！　お前らには、それをする権利がある！」

「はい！」

　マイドは短く返事をすると、地上車のアクセルを踏ふみ込んだ。




　ネオ・ユーマの市街地を抜けると、道路は一直線に海に向かって進み、そして海につきあたるとそのまま海沿いに南下しはじめた。

　秋の終わりとはいえ、日差しは暖かく、海から吹ふいてくる風も強くない、絶好のドライブ日和びよりだった。

　マイドは、メイに聞いた。

「屋根を外してもいいかな？　今日みたいな天気の日は、オープンカーにして走れば気持ちいいと思うんだ。もしかすると風が舞まって髪かみの毛がくしゃくしゃになるかもしれないけど」

　メイはうなずいた。

「大だい丈じよう夫ぶです！　ちゃんと後ろでしばってありますから」

「よし、じゃあ屋根を収納するよ」

　マイドがコンソールにあるスイッチを操作すると、モーター音とともに屋根が外れ、大きく折りたたまれて後部座席の後方に格納され始めた。

　頭の上に秋の青空が広がった。

　どこまでも高く、どこまでも青い空がいっぱいに広がった。

　吹きつける風のほとんどはフロントガラスの上を通り過ぎていくが、車の中には風切り音が聞こえる。

　その風の音の中でメイが何かを言った。

「え？　なんて言ったの？」

　マイドが聞きなおすと、メイは顔を寄せて耳打ちするように言った。

「もっと大きな青い屋根に代わりましたね、って言ったんです、マイド先生」

　マイドはうなずいた。

「そうさ、惑わく星せい規模の屋根だもの、すっごく高くてすっごく大きいぞ」

　うれしそうに笑ったメイをまぶしげに見ながらマイドは言った。

「あのさ、メイ……」

「なんですか？」

「前から言いたかったんだけど、プライベートで僕を呼ぶときに、そのマイド先生、ってのやめてくれないかな。僕はもう君の先生じゃないよ」

　メイは不安そうな顔をした。

「では……なんとお呼びすればいいのですか？」

「肩かた書がきなんかいらない。マイド、でいい。僕は君に呼び捨てにして欲しいんだ」

　メイは目を見開いた。

「でも……」

「メイ、僕は君が好きだ。大好きだ、だから、僕は君と親しくなりたいと心の底から思っている。もし君も僕と同じように考えているなら、僕をマイド、と呼んでくれ。それこそが親しみの表現だと思うんだ……嫌いやかい？」

　メイはあわてて首を振ふった。

「いえ、そんなことありません！　ただ、今まで……なんというか、畏おそれ多いようなそんな気がして呼び捨てなんかとんでもない、って思っていたんです」

　マイドは笑った。

「畏れ多いだなんて、そんなたいした人間じゃないよ僕は。それどころか僕は、一国の王女様を、メイ、って呼び捨てにしているとんでもない男なんだ。世が世なら不敬罪で打ち首になってもおかしくないんだからね」

　メイは口に手を当てた。

「そんな、とんでもない！　だれもそんなことでマイド先生を打ち首にしたりしません！」

　マイドは人差し指でメイの唇くちびるに触ふれた。

「ほら、また先生、って言った。それはナシ、今日これから、二人のとき僕はマイド、君はメイ。いいね」

　マイドに触れられた唇をそっと押さえてメイはうなずいた。

「はい、わかりました……」

　マイドは笑いながら言った。

「マイド、って、口に出して言ってごらん、言いなれてないから違い和わ感があるんだと思うよ」「え？」

「いいから早く、さあ、口に出して」

　メイは息を吸うと、思い切って言った。

「マイド……さん」

「さん、は抜ぬきで、さあ、もう一度」

　メイは首を振った。

「できません！　マイドさん、で精せい一いつ杯ぱいです！　呼び捨てになんかできません！」

　マイドは肩かたをすくめた。

「そうか……じゃあ、マイドさん、でもいい。先生、とか閣下、ってのはナシにするよ」

　メイは赤くなっていく頰ほおを両手で押さえて下を向くと、蚊かの泣くような声で答えた。

「はい、わかりました……」




　丘おかの上で、マイドが持ってきたフォームジェルシートの展開ボタンを押すとそこにはちょっとしたリビング並みの広さの敷しき物ものが広がった。

　表面がカーペット状になっているそのシートは、クッション性と断熱性に優すぐれており、地上軍が野営する際に使用するものと同じものだった。

　マイドが車の中から持ってきた荷物をシートの上で展開すると、それは次々にサイドテーブルや、ロウソファなどに姿を変えた。

「なんか、すごいですね……魔ま法ほうみたい」

「今のキャンプ用品って、本当に収納性は抜ばつ群ぐんだからね、さあ、座って座って」

「はい……」

　メイは、抱かかえてきたランチバスケットをそっとサイドテーブルの上においてから、ロウソファに座った。

　目の前には、広大な大自然が広がっていた。

　どこまでも続く青い空の下に広がる広大な海と、そして大陸の山々。

　遠く連なる鋭えい角かくのシルエットを持つ山の頂には、早くも白いものが見え始めている。

　眼下に見えるのはネオ・ユーマの市街地だろう。

　海に突つき出した大きな海上プラットフォームから、白いシャトルが飛び立つのが見えた。

　メイはしばらく黙だまったままその光景を見つめていたが、やがて、ぽつんと言った。

「ちっぽけですね……」

「え？」

　振り向いたマイドに向かってメイは少しさびしそうな微び笑しようを浮うかべて言った。

「人間って、こういった大自然と比べたら、ちっぽけなんだな、って思ったんです」

　マイドはうなずいた。

「そうだよ、人間なんてほんとうにちっぽけで、弱いものなんだ。でも、人間の中にいるとそれに気が付かない。だから時々こうやって、でっかい景色やでっかいものの中に立って、自分の小ささや無力さを実感する必要があると思う……旅行とか観光とかの本当の目的はそれじゃないかと僕は思うんだ」

　メイは微笑ほほえんだ。

「そう……かもしれませんね」

　……お弁当を作るのに、お母様と同じ献こん立だてにこだわっていた私は、なんてちっぽけだったんだろう。

　この景色の中で食べるお弁当に必要なのは、豪ごう華かさなんかじゃない。誠実さだ。

　ちっぽけな人間が、それでも一生懸けん命めいになっていることを誇ほこれるその誠実さだ。

　だとしたら、私は自信をもってこのお弁当を差し出せる。

　メイは顔を上げて微笑んだ。

「お昼にしませんか？　マイドさん」




　日差しは暖かく、時おりそよ風が吹ふく以外にほとんど無風だった。

　ランチバスケットを開けたメイは、中からサンドウィッチの包みを取り出しながら言った。

「これ、私が作ったんです……もし、お口に合わなければ遠えん慮りよなく言ってください……無理しなくていいんです、本当に無理に食べなくていいですからね」

　マイドはちょっと居住まいを正して、目の前の皿に並べられたサンドウィッチを見下ろした。

　……これが、あのアウトニアの国論を二分して大論争になったという問題の品物だな。

　たしかにそのサンドウィッチはお世辞にも美しいとは言えなかった。

　パンの切り方といい、間に挟はさまっている具材の彩いろどりといい、レストランのシェフが作るような小こ奇ぎ麗れいなサンドウィッチとは、雲うん泥でいの差があった。

　しかし、そのサンドウィッチには、商品にはない、温かさを感じる何かがあった。

　そうか……このサンドウィッチは、対価を受け取るために作られたんじゃない。

　これは、想おもいを渡わたすために作られたんだ。

　マイドは微笑んで、そして言った。

「ありがとう、メイ」

　メイは両手を胸の前で握にぎりしめたまま、こくんとうなずいた。




　三十分後、マイドは敷しき物ものの上に倒たおれこんでいた。

　しかし、その顔に浮かぶのは苦く悶もんの表情ではなく、どちらかというと満ち足りた表情だった。

　食えたのである。

　メイの作ったサンドウィッチは、食えたばかりでなく、味の方もそれなりの域に達していた。

　実を言うとマイドはこの日、朝からほとんど何も食べていなかった。

　もし、メイの作ってきたお弁当が、想像を絶するものであっても、マイドはそれを食うつもりだった。そして空腹が少しでもその手助けになれば、と思って前の日の夕食から食事を控ひかえていたのだ。

　しかし、予想に反し、メイの作ったサンドウィッチは、充じゆう分ぶんすぎるほどおいしかったため、思わず食べ過ぎてしまった、というわけである。

　空になったランチバスケットを片付けながら、メイは、心の底からあふれ出してくる喜びを抑おさえきれないような口調で言った。

「すこし、お昼ひる寝ねでもしたらどうですか？　この前、言っていたじゃないですか、地面に寝転がりたいって」

「そうか、そうだよな、今日のピクニックの目的の半分はそれだったんだから」

　マイドはそう言うと、サイドテーブルの脇わきから少し身体からだをずらして、手足を広げて大の字になった。

　そして、空を見上げてマイドは言った。

「うわー、空に向かって落ちていくような気がする」

「え？　どういう意味ですか？」

　マイドは空を指差して言った。

「僕と、あの空との間に何もないってことさ、僕は今、重力以外に何一つ支えを持たないでここにいるんだな、って思ったんだ」

　メイは空を見上げた。

　ネオ・アウトニアの大気は、原始の大気と同じくらい澄すんでいる。

　その澄んだ大気の先に、どこまでも高い秋の青空が広がっていた。

　その青さを見上げていたメイは、思わずめまいにも似た感覚を覚えて、後ろに手をついてしまった。

　それを見ていたマイドは笑った。

「身体を起こして急に上を見ると、目が回るよ、片付けが一段落したなら、僕の横で寝転がらないか？　一いつ緒しよに空を見ようよ」

　メイは一いつ瞬しゆん心臓がどきん、となるのを感じた。

　……それって……もしかして。

　頭の中にマリリンに言われた言葉がぐるぐると渦うずを巻いた。でも、マイドの言い方はあまりにも自然だった。

　メイはマイドに聞こえないように静かに深呼吸すると、うなずいた。

「はい、じゃあ、これを片付けたらすぐに行きます」

　ランチバスケットの中に皿や、フォークなどをしまい込みながら、メイは自分の手が小さく震ふるえているのに気が付いていた。

　……私、怖こわがってるんだろうか？　心の底のどこかであの人を……。

　でも、大だい丈じよう夫ぶ。

　私は信じる。あの人を。

　あの人の言葉を、あの人のまなざしを、そしてあの人のすべてを。

　だから、大丈夫。

　片付けを終えたメイは、小さく自分に気合いを入れてから、そっとマイドのそばにやってきてその横に膝ひざをついた。

　そして、声をかけようとしてメイは気が付いた。

　マイドは、寝ねていた。

　目を閉じて、規則正しい寝息をたてていた。

　あら……。

　ちょっとほっとしたような、拍ひよう子し抜ぬけしたような、複雑な気持ちが入り混じったままメイはマイドの寝顔を見ていたが、やがてその場に両手をついて、マイドの寝顔を覗のぞき込んだ。

　右耳の下にヒゲの剃そり残しがあった。

　……いつも、ここだけ残してる。きっと癖くせなんだろうな。

　マイドは、無防備な男の子の顔をしていた。

　メイはくすっと笑った。

　なんか……子供みたい。

　そして、メイは思った。

　……疲つかれているんだろうな。

　立て続けに侵しん攻こうを受けているこのネオ・アウトニア星系に、次に攻せめ込んでくるのは、おそらく帝てい国こくの正規軍だ。そうしたら、アウトニアはきっと数十倍の敵と戦わなくちゃならない。

　今、この人の背中に負わされている重荷はどれくらいのものなんだろう？

　この人は、私の国を守るために戦い続けている。

　なのに……私はこの人に報むくいるものを何も持っていない。

　私が持っているのは……私だけ。

　だから……私は私のすべてをこの人に捧ささげたい。私の想おもい、私の心、私のすべてを。

　こんなちっぽけなもので、釣つり合いがとれるものじゃないことはわかってる。

　でも……私にはそれしかない。

　……ごめんなさい。

　メイが、身体を起こして、にじんできた涙なみだを拭ぬぐったそのとき、マイドが寝返りをうった。

　マイドは半分夢うつつのまま、手を伸のばしてメイの膝を触さわった。

「‼」

　メイは声を上げそうになったが。寝ているマイドを起こしてはならない、そう考えて声をかみ殺した。

　マイドはメイの膝を枕まくらか何かとかんちがいしたのだろう、自分の方に引き寄せようとした。

　メイは、そっとマイドの手に合わせて膝を進めた。

　マイドは、頭をメイの膝の上に乗せると、じつに満足そうな微び笑しようを浮うかべて、そのまま深い眠ねむりに落ちたようだった。

　メイは、大きなため息をついた後で、自分の膝の上で寝ているマイドの顔を見下ろした。

　……よく寝てる……本当に疲れていたんだな……。

　どうぞごゆっくり、今日は戦士の休日よ。

　メイは、そっとマイドのポケットに手を伸ばした。そして、そこに入っていた硬かたい四角いものを、細心の注意を払はらって取り出した。

　それは、ヴァルと連れん絡らくを取るためにマイドがいつも持ち歩いている汎はん用よう端たん末まつだった。

　メイはそれをそっと開いた。

　端末の上にいつものようにタキシードを着たヴァルが立ち上がって一礼した。

『これはこれは、メイ王女様、いかがですかピクニックは？』

　メイはそっと唇くちびるの前で人差し指を立てた後で、自分の膝を指差した。

　ヴァルは目を丸くした後でうなずいた。

　やがてヴァルのホログラフの一角に字幕が現れた。

『絶対起こすな、ということでございますね？』

　メイはうなずいた。

『かしこまりました。ご安心下さい、いかなるデバイスをもってしても絶対に連絡がつかないようにいたします。あと少しですが、お二人だけのお時間をお楽しみください』

　微笑ほほえんだメイがうなずくのを見たヴァルもまた微笑し、深々と頭を下げてから消えた。

　汎用端末を畳たたんだメイは、あらためて周りを見回した。

　二人しかいなかった。

　ちっぽけな恒こう星せい系の、ちっぽけな青い惑わく星せいの、そのまたちっぽけな大陸のちっぽけな丘おかの上で、ちっぽけな二人が寄り添そっていた。

　メイは自分の膝の上で寝ているマイドの顔を見た。

　なぜか、また涙が出てきた。
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　……私たちはちっぽけですね。

　でも、生きてますよね。

　精せい一いつ杯ぱい、一生懸けん命めい生きてますよね。

　大きいから、強いから、そんな理由で、ちっぽけなものを無視するのは間違ってますよね。

　ちっぽけなものを踏ふみにじるのは間ま違ちがってますよね。

　だから生きるんですよね。

　それを証明するために、私たちは生き続けるんですよね。

　丘の上を、ゆっくりと風が渡わたっていった。

　メイは顔を上げて、その風が渡っていく先を見ていた。

　……私、忘れない。

　どんなことがあっても忘れない。

　今日のことを覚えていよう。一生、死ぬまで心に刻んでおこう。

　この先。きっと辛つらいことや悲しいことがいっぱいあるだろう、でも、今日のことを覚えていれば生きていける。幸せなひととき、その記き憶おくがきっと私に力をくれる。

　だから、今日のことを覚えておこう。




　その日の夜、マイドを乗せたシャトルは、再び宇宙空間に向けて飛び立っていった。

　帝てい国こく内の情報筋から、帝国軍参さん謀ぼう本部は帝国第三軍に対しネオ・アウトニア討とう伐ばつを命じたという情報がもたらされていた。

　第三軍は、総数約三万隻せきに及およぶ大艦かん隊たいである。

　アウトニアは今まさしく風前の灯ともし火びと呼ばれる状じよう況きよう下におかれていた。

　海上のシャトルゲートから飛び立っていったシャトルのロケットモーターの輝かがやきを、ゲートの展望ロビーから見上げていたマリリンが、ぽつんと言った。

「マイドのヤツ。なんか、スッキリした顔していたなあ……」

　その言葉を聞いたメイは、くすっと笑って言った。

「きっと、リフレッシュしたんですよ」

　マリリンはメイの顔を覗のぞき込むようにして聞いた。

「それって、どういう意味？　何があったの？　ねえ、教えてよ」

　メイは笑いながら首を振ふった。

「ダメです！　それだけは絶対にダメ。マイド閣下からも固く口止めされていますから」

　マリリンは、欲求不満が溜たまったような顔でメイをにらんだ。

「思わせぶりなことを言うんじゃないよ！　どうせ、あんたらのことだ、ままごとみたなことをやってきただけだろうが！」

　メイは、口の端はしにふっと笑いを浮うかべてつぶやくように言った。

「男の人の身体からだって……重いんですね。初めて知りました」

　マリリンの目がまん丸になった。

「なんだって⁉　おい、メイ、あんた今なんて言ったんだ⁉」

「あら？　私、今、何か言いましたか？　気のせいですよ、きっと、さあ、もどりましょう、そろそろ帝国の先物取引市場が開く時間ですよ」

　メイは、そう言い残すと、さっさと歩き出した。

「ねえ、ちょっと待ってよ、だから教えなさいよ！　教えてってば！」

　後ろで騒さわぎ立てるマリリンの声を聞きながら、メイは思った。

　……頭だって、男の人の身体に違ちがいはないんだから、私の言ったことは、間違っていないわ。

　そして。メイは展望ロビーの硬こう化かテクタイトの向こうに広がる星空を見上げた。

　……アウトニアが復興した、そのとき。

　ピクニックの続きをしましょうね……。

　マイド……さん。
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「リムジン氏は、絶対に許さん、と言っているそうだ……」

　静かな病室の一角に、響ひびいたその声は、沈ちん痛つうな響きがあった。

　右半身にいくつもの補助電極をつけて、リハビリマシンに横たわっていた、頰ほおに大きな傷を持つ瘦やせた男が、つぶやくように答えた。

「そうですか……大切な孫まご娘むすめを死の危険にさらしたわけですから、許してもらえるとは思っていませんでしたが……」

　彼の脇わきに立つアウトニア軍の制服に大たい佐さの階級章をつけた将官は、眉まゆをひそめたまま言った。

「このことでジャンクスターの解体業者たちは、かなり態度を硬化させているらしい。帝国第三軍を撃げき退たいしたとはいえ、我々には次の戦いが待っている。ジャンクスターの長老リムジン氏は、君に直接の説明を求めている。もし、ここでジャンクスターとアウトニア軍との協力体制にヒビが入れば、それは大きな問題となる。ジャンクスターから供給される『撃うてるンです』は、我々アウトニア軍にとって、唯ゆい一いつ供給可能な兵器なのだ」

　リハビリマシンに横たわっていた男は、真しん剣けんな目になってうなずいた。

「わかっています。この新しい生体サイボーグの義ぎ肢しが身体と同調したらすぐにジャンクスターに謝罪に向かいます。申し訳ありませんでした。カターク大佐」

　カターク大佐と呼ばれた将官は、首を振った。

「いや、君が謝ることではないよ、ユー大たい尉い。君は全力を尽つくした。君はティー・トワイニングの安全を第一に考え、そして行動した……一人用のライフポッドに君をひっぱり込んで、みずからを危険にさらしたのは彼女の自発的行こう為いであって、君には責任はない」

「しかし、その行為によって私は命を救われました。私には責任はなくとも恩があります」

　ユーの顔を見てカタークは言った。

「そうか、君がそう考えるのなら、私はそれについて論評する立場にない。私が君に対し言えるのは、ジャンクスターの人々にどんな屈くつ辱じよく的な仕打ちを受けても、耐たえ忍しのび、謝罪を受け入れてもらうように努力してくれ、ということだけだ」

　ユーは嚙かみしめるように答えた。

「ネオ・アウトニアとアウトニア軍の安全保障に関するすべての責任が、私の行動にかかっている、というわけですね……」

「そうだ、そして、それができるのは君しかいないのだ。たのむ」

　ユーは胸を張った。

「了りよう解かいしました。命令を果たします」

「まだ入院中に、こんな命令など出したくはないのだが……毎日のように退院予定の問い合わせのメールが送られてくるのだ。先方もかなり苛いら立だっているらしいな」

　ユーは眉をひそめた。

「そうですか……では、きっと私宛あてのメールも同じような状じよう況きようなのでしょうな。リハビリに追われて読むひまもありませんが」

　カタークは微笑ほほえんだ。

「あ、そうそう、司令部宛のメールの中には彼女からのメールもあったな。私信なので内容はわからんが、いきなり司令部に花はな柄がらのタグとミュージック付きのメールを送りつけてきたので驚おどろいたよ」

　ユーは左手の人差し指で頭を搔かいて言った。

「まあ、物もの怖おじしない子ですからね、あの子は。本当に怖こわいもの知らずですよ」

　カタークはちょっと驚いたようにユーの左手を見た。

　その視線に気が付いたのだろう、ユーは左手のひらを開いて言った。

「組織閉へい鎖さを行ったために、両足と右手の生体義肢は壊え死ししましたが……左手だけは助かったんですよ。そして、この左手の感覚が残っていたから、意識レベルが昏こん睡すい状態より深くならずに蘇そ生せいできたんだそうです。もし、この左手の組織も壊死していたら、そのまま死んでいたでしょうね……」

「なぜ、左手の感覚だけが生き残ったのかね？」

　ユーは目を閉じて首を振ふった。

「いえ、わかりません……何かの偶ぐう然ぜんだと思います」

　カタークはうなずいた。

「何かの偶然か……確かに君が生き延びた理由は偶然かもしれない。しかし生きているということは君にも何かを為なすための必然があるということかもしれない。そう思わないかね？」

　ユーは、左手を見つめたまま答えた。

「それを……ずっと考えていました。子供のころに海かい賊ぞくに家族を殺され、両手両足のすべてを失った私は、家族を奪うばった海賊に復ふく讐しゆうするために、十四歳のときに戦せん闘とう用の生体サイボーグの手術を選せん択たくし、その費用をミリオン傭よう兵へい隊に肩かた代がわりしてもらう契けい約やくを結び、傭兵として戦ってきました……そして、二十歳はたちのとき、両親と妹を殺した海賊と戦い、そいつらを殲せん滅めつしました。でも、そのあとの十年間、私は何のために生きるのかなどということを一度も考えることなくただ戦いの中に自分を投じてきました……復讐を遂とげた後、私は何のために戦ってきたのでしょう？」

　カタークは微笑を浮うかべたままゆっくりと言った。

「君は、一度死んで、蘇よみがえったのかもしれないな。以前の君には、抜ぬき身の刃は物もののような不気味さと冷たさがあった。しかし、今の君からは、その不気味さが感じられない……かんちがいしないで欲しいのは、それは君が鈍にぶくなった、という意味ではないということだ。何と言ったらいいのかな……抜き身の刃物が、鞘さやに収まった、とでも言うか、こう、鋭するどさを内に秘ひめたまま丸くなったような気がするんだ。私はそれをいい意味に捉とらえている。……とにかく今はリハビリに専念して、完全に回復することを考えて欲しい」

　ユーは小さく頭を下げた。

「了解しました……お手数をおかけします」




　カターク大たい佐さが去り、ユーは、リハビリ治ち療りよう室の天てん井じように視線を投げたまま、ギガントから脱だつ出しゆつした後のことを思い出した。

　ギガント……それは約二百年前に帝てい国こく軍が作った巨きよ大だい戦せん艦かんを改造した、超ちよう巨大使い捨てビームガンシップ『撃うてるンです』の名前だった。

　ユーと、そしてジャンクスターからやってきたティー・トワイニングの二人が乗りこんだ、この化け物戦艦から発射されたパワービームは、帝国第三軍の別働艦隊を文字通り叩たたきのめした。しかし、その発射エネルギーに老ろう朽きゆう化した船体が耐えられず、ギガントは爆ばく発はつしてしまったのだ。

　反応炉ろの暴走が始まって、ビームチャンバーの先にある開放弁が開き始め、立っていられないほどの振しん動どうがギガントを襲おそったとき、ユーの腕うでをつかんだのは、脱出用ライフポッドに入っていたはずのティーだった。

「あ、お前！」

「いいから早く！」

　驚くユーの腕を思い切りひっぱったティーは、ユーを引きずるようにして、後ろにあった一人用のライフポッドの前までやってきた。

「さあ入って！　一いつ緒しよに逃にげるのよ！」

「これは一人用だぞ！」

「いいから早く！」

　ティーはユーに抱だきついた。

　いきなり抱きつかれたユーの気が逸それたその瞬しゆん間かんに、ティーはユーを押し倒たおすような形でそのままライフポッドの中に倒れこんだ。

　それから後のことはよく覚えていない。

　射出されたときの加速度と、爆発の衝しよう撃げき波はとライフポッドの中にある各種のセンサーが上げる警告の悲鳴の合唱。

　ライフポッドの外がい殻かくに何かが衝しよう突とつしたことを意味する、衝撃と振動。

　そして。

　気が付くとユーは静せい寂じやくの中にいた。

　薄うす赤あかい色の光の強弱に合わせてライフポッドの内部が浮かび上がっては闇やみの中に沈しずんでいくのが、ぼんやりと見える。

　この明かりは……壁へき面めんにあるコントロールパネルの表示板の明かりだ。赤の点てん滅めつということは、緊きん急きゆう事態モードに入っているということだな。

　コントロールパネルの表示を見ようとして身体からだを動かそうとしたユーは、自分の身体が何かにがっちりと押さえつけられているのに気が付いた。それは、柔やわらかくそして暖かなずっしりとした感かん触しよくのものだった。

　あれ……なんだこれ？

　視線を下に落としたユーは、自分の顎あごの下にある赤い髪かみの毛に気が付いた。

　ふわっと、髪が匂におった。

　ユーは思い出した。

　……そうだ！　あのとき俺はこいつに腕をひっぱられて、そして一緒にライフポッドに飛び込んだんだ！　ここは、あの一人用のライフポッドの中なんだ！

　一人用のライフポッドの内部は、大人の人間一人が寝ねるほどの大きさしかない。いわゆるシングルベッドサイズから、もう少し幅はばを狭せまくしたくらいのサイズで、大人の肩かた幅はばより少し狭い。

　爆発や射出時には衝撃をやわらげるために、内側に張られている緩かん衝しよう材ざいのフォームジェルが膨ふくらんで身体を保護する構造になっているため、そこに飛び込んだユーとティーの二人は、密着したまま腕すら動かせなくなっていたのだ。

　ユーは、身体を動かして、ティーの身体を揺ゆすった。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　二、三回揺すっても、ティーは目を覚まさなかったので、ユーは、自由になる指先で、ティーの身体を突つっついた。

　ユーの右手は、ティーの背中から腰こしに回っていた。そこは、脇わきの下から伸のびる末まつ梢しよう神経のラインに沿った位置であり、敏びん感かんな人によっては、もっともくすぐったがる場所でもある。

　ユーが指先をもぞもぞ動かすと、ティーの身体がびくん、と動いた。

　なおも動かし続けると、ティーの身体の動きは大きくなり、ついに、大きく身体をよじって抗こう議ぎの声を上げた。

「んもう！　やめてよ！」

「気が付いたか？」

「え？」

　一いつ瞬しゆん、息を飲む気配がした後で、叫さけび声が上がった。

「わ！　きゃ！　何よ！　なんでこんなことになってるのよ！　うわ！　何その手！　さっさと離はなれなさいよ！　何する気なの！　信じられない！」

　狭いライフポッドの中でじたばたと暴れるティーに向かって、ユーは静かに言った。

「騒さわぐな、酸素の消費が増える」

　ティーが、はっとした。

「ここ……どこ？　ライフポッドの中？」

「自分でひっぱり込んだくせに、知らなかったのか？」

　ティーは頭を動かして、上うわ目め遣づかいにユーをにらんだ。

「だって、夢中だったんだもの……それにしても狭いわね、もうちょっとなんとかなんないの？」

「一人用に無理やり二人詰つめ込んでいるわけだからな……ちょっと待て、お前が身体を回せばコントロールパネルに手が届きそうだ。コントロールパネルさえ動かせれば、なんとかなる」

　ティーは、眉まゆをひそめた。

「身体を回すって？」

「お前は俺と抱きあうような形になってるだろう？　だから、俺に背中を向けるような姿勢になってくれ、と言っているんだ。今、このライフポッドは耐たい爆ばく用モードになったままになっている。それを解除できれば中の緩衝材が凹へこんで、少しはスペースができるはずだ」

　ティーはユーをにらんだ。

「あんたに背中を向けろってことね？」

「そうだ」

「変なことしないでよ」

　ユーは、ため息をついた。

「あのなあ、お前もう少し周囲の状じよう況きようを見てものを言えよな、この状況で変なことなんかするわけないじゃないか！」

「わかんないよ、男って生き物は、衝しよう動どう的だから……ほら、昔から言うじゃない『男はみんなオオカミだ』って……」

「だったら女はメスのオオカミだ。さあ、ぐちゃぐちゃ言ってないで、早く身体からだを回してくれ、コントロールパネルを操作できないことには、今の状況すらわからないんだから」

「わかったわよ……本当に変なことしないでよ」

　ティーは口を尖とがらしてユーをにらみつけると、ごそごそと身体を回し始めた。

　完全に背中を向け終わったとき、ユーがぼそりと言った。

「あんまり空間に変わりがないな」

「どういうこと？」

「お前がこっちを向いていたとき、俺とお前の間にお前の胸があった。そして今、お前は俺に背中を向けているが、ほとんど変わりがない」

　ティーは、一瞬考えた後でうなり声を上げた。

「私の胸は背中と同じくらい平らだって言いたいわけ⁉」

「そうは言っていないが、それと同じことだな。それはともかく、これでやっとコントロールパネルが動かせるようになった」

　ユーがコントロールパネルを操作すると、いくつかの表示が瞬またたいて、周囲から身体を圧あつ迫ぱくしていた内部の緩衝材がゆっくりと凹み始めた。

　身体を押さえ込んでいた圧迫がなくなるのと同時に、ティーは、ほっと、小さくため息をついて、身体を動かし、再びユーのほうに向き直った。

「ほんとだ、楽になったね」

「全体の容積の増加率は二割程度だけどな、さっきよりはマシだろう？」

　ティーが身体を引いて、背中を内ない壁へきに押し付けると、二人の間に十五センチほどの隙すき間まができた。

　その隙間に投げていた視線をユーの顔に移して、ティーは言った。

「この隙間が、お互たがいのプライバシーを守る空間よ、いい？」

　ユーは、真面目まじめな顔で答えた。

「これだけしかない空間で、まして戦場でプライバシーも何もないと言ってしまえばそれまでだが……お前は兵士でもなんでもない普ふ通つうの女の子だからな、できる限り尊重することを約束する」

　その表情にウソがないことを知ったのだろう、ティーは微笑ほほえんだ。

「ありがとう、ユー艦かん長ちようってホントはいい人なんだね」

　ユーの表情は変わらなかった。

「いい人とか、そういった話はおいておいて、現実的な話をするぞ。このライフポッドは、水と食料を搭とう載さいし、排はい泄せつ物の循じゆん環かん処理設備もついている長期漂ひよう流りゆうに耐たえられるタイプだ。人間一人が一週間以上は生きていけるだけの能力がある。しかし、ここには二人の人間がいる。俺とお前だ。これがどういうことかわかるか？」

「水や、酸素や食料の消費が倍になるってことでしょ？」

　ティーの答えを聞いたユーは、わかっていないな、という顔をして小さく首を振ふった。

「水や食料は食い延ばしていけばなんとかなる。問題は食う方じゃない、出す方だ」

「出す方？」

　怪け訝げんな顔をしたティーは、すぐに意味を知ったのだろう、みるみるうちに顔を赤くした。

「ちょっと待って、どうすればいいの？　このポッドにはトイレルームなんかないわよ！」

「そんなものあるわけがない。個人用に作られたライフポッドには、排泄物処理装置付きのボディスーツががついているだけだ。お前の足元にあるバッグの中に入っている。開けてみろ」

　ティーは、恐おそる恐るバッグを開けた。

　そこには、黄色い寝ね袋ぶくろのような形をしたバッグに長い手て袋ぶくろがついたものが折りたたまれて入っていた。

「この中に入れって言うの？」

　ユーはうなずいた。

「そうだ、その中に入ると、中に生体機能維い持じ溶よう液えきが自動的に注入される。全身を清潔に保ち、無む駄だな新しん陳ちん代たい謝しや機能を抑よく制せいして、長時間の漂流にも耐えられるようになるんだ。後ろを向いているから、早く裸はだかになってその中に入れ」

「冗じよう談だんじゃないわよ！　そんな恥はずかしいことできるわけないじゃない！」

「入っておかないと、もっと恥ずかしいことになるぞ」

　言葉に詰つまったティーは、ユーをにらみつけた。

「あんたはどうするのよ！　二人で裸になってこの中に入るって言うんじゃないでしょうね。そんなことになるくらいなら、私、このままハッチ開けて真空の中で死んだほうがマシよ！」

　ユーは冷静な目でティーを見てからゆっくりと首を振った。

「俺は使わない。新陳代謝能力を落として生体組織を閉へい鎖さすれば、四日はなんとかなる」

「え？　生体組織閉鎖って……それって……」

　目を丸くするティーに向かって、ユーは静かに言った。

「俺の身体は生身じゃない。俺は両手両足を戦せん闘とう用に生体改造したサイボーグだ。俺の体内にはこの手足に動力を供給する有機反応装置が組み込まれている。自分で新陳代謝能力をコントロールすることが可能だ。さあ早く服を脱ぬいでその中に入れ、俺は背中を向けているから」

　ユーはそう言うと、ごそごそと身体を回した。

　ティーはしばらく悩なやんでいたが、やがて決心したように小さくうなずくと、ユーの背中に向かって叫さけぶように言った。

「ぜーったいに、こっちを向かないでよ！　向いたらただじゃすまないからね！」

　ユーは、背中を向けたまま答えた。

「安心しろ、そんなものに興味はない」

「そんなもので悪かったわね！　どうせ貧弱な身体からだしてますよおっ！」

「いいから早くしろ、お前の行動にはロスが多すぎる」

「う～」

　ティーは一声うなると、ごそごそと着き替がえ始めた。

　ティーが着ていたのは船内活動用の作業服で、いわゆるツナギとかジャンプスーツと言われる種類の服だった。

　融ゆう合ごう型ジッパーを降ろして、上半身を脱ぎ、Ｔシャツ姿になったティーは、続いてズボンの方も脱ごうとしたのだが、いかんせん狭せまい上に無重力で、まして隣となりにいるユーが気になるためになかなかうまくいかない。

　あせればあせるほど、足の先にズボンがひっかかって、下まで落ちていかないのだ。

　じたばたしていると、ユーが声をかけてきた。

「まだ終わらないのか？　なにかアクシデントでもあったのか？」

「なんでもない！　いいからそっち向いてて！」

　ティーは悲鳴じみた声を上げると、必死になって着替えた。

　やっとのことで下着も何もかも全部脱ぎ捨ててボディスーツの中に身体を入れ、融合ファスナーを首の下まで閉めると、足先から気体のような実に軽い感かん触しよくの液体が流れ込んできた。

　ティーは、思わず驚おどろいたような声をあげた。

「うひゃ！」

　その声を聞きつけたユーが言った。

「着替えは終わったのか？」

「うん……」

　そう言った後で、ティーは目の前に今脱いだ下着がくしゃくしゃになったまま浮うかんでいるのに気が付いて、あわてて言い直した。

「ちょっと待って！　まだダメ！　向こう向いてて！」

　ユーが身体の向きを元にもどすのを見ながらティーは、あわてて浮いていた下着をつかむと、それをボディスーツの入っていたバッグの中に押し込んだ。

「もういいよ、こっち向いても」

「わかった」

　ユーは、ゆっくりと向き直って、黄色いボディスーツから首だけ出しているティーを見て、満足そうにうなずいた。

「よし、それでいい……お前、長期漂ひよう流りゆう対応型ライフポッドを使うのは初めてなのか？」

　ティーは不満そうに言った。

「こんなもの、使う機会なんかあるわけないじゃん！」

「そうか……俺は何度も使ってきた。一番最初に使ったのは俺が十四歳のとき……俺が両手足を失ったときだ」

　ユーはそう言うと、視線をそらした。

　その顔つきを見たとき、ティーは、知りたいと思った。

　それは、聞いてはいけないことだとわかっていた。でも、知りたかった。

　ユーが、どんな人生を送ってきたのか、そして、どんな人間なのか、知りたいと思った。

　ティーは、小声でそっと聞いた。

「ユーはどうしてサイボーグなんかになったの？　あっ、言いたくなければ言わなくていいけど……」

　ユーは半分驚いたような顔でティーを見た。

「なぜ、聞きたがる？　お前とは関係ない人間の話だぞ」

「なぜって……だって興味があるもの……あんたは私に興味がないかもしれないけど、私はあんたに興味があるの、これで答えになってる？」

　ユーは、不思議そうな顔をしてつぶやいた。

「ミリオン傭よう兵へい隊にいたころは、他人のことになど興味を持つ人間はいなかったんだが……アウトニア軍に入ったら、みんないろいろなことを聞きたがるので、不思議に思っていた……そういうものなのかな？」

　ティーはにやっと笑ってユーに聞いた。

「あら、だってユー艦かん長ちようも、ミリオン傭兵隊にいたころ、ミーヤって女の人に興味を持ったんでしょ？　それと同じよ」

　ユーはしどろもどろになって答えた。

「あ、いや、興味と言うか、なんと言うか、憧あこがれたと言ったほうがいいかもしれない……俺の人生の中で、あんなふうに俺に接してくれた人間はいなかったから……」

　ユーは、ゆっくりとした口調で、十六年前のことについて語りだした。

「ティー、お前はロイヤル・ハウスホールド号という名前の客船を知っているか？」

　少し考えた後で、思い出したのだろう、ティーはうなずいた。

「うん知ってる！　処女航海で海かい賊ぞくの襲しゆう撃げきに遭あって、乗組員と乗客の全員が犠ぎ牲せいになった悲劇の豪ごう華か客船でしょ？」

　ユーはうなずいた。

「そう、豪華客船ロイヤル・ハウスホールド号が、抽ちゆう選せんで選ばれた百組の家族を乗せて、ウィンザーレット星系の二重太陽を巡めぐる航海に出たのは、十六年前のことだ……」

　ユーの言葉を聞いたティーの目が見開かれた。

「十六年前って……それって？」

「その招待客の家族の中に俺の家族もいた……俺の出したメールが抽選で選ばれたと聞かされたとき、両親も俺も妹もみんな喜んだ…俺は学校でもちょっとしたヒーローになった……」

　ティーは、訝いぶかしげな顔になった。

「でも、それっておかしいよ、だってあの事件では生存者はいないって……」

「いないことにされたんだ……それが、俺が手足を失い、ミリオン傭兵隊に入ることになった理由だ……それだけのことだ」

　ユーの表情は変わらなかった。

　その意味を考えることもなく、ティーは聞いた。

「それだけじゃわかんないよ、もっとくわしく教えてよ。海賊の襲撃ってどんなだったの？　積荷のシリルプラチナが目当てだったって話だけど……」

　二呼吸ほど沈ちん黙もくしてから、ユーは話し始めた。

「俺たち一家は二等個室を与あたえられていたが、俺は一人で船内を歩き回っていた。そして、俺が、本来ならば立ち入り禁止の一等船客用のスモーキングラウンジにもぐりこんだそのときに海賊の襲撃を受けた。

　海賊は、宇宙船の推進機を破は壊かいし、船倉にあったコンテナをひきわたすように要求した。

　海賊の目的は、お前の言うとおりウィンザーレット星系に運ぶために積み込んであった、資源用の数百万本のシリルプラチナのインゴットだった。

　あれは電子脳の基本回路を作るのに欠かせない貴重な元素で、効率的な精製法が開発されるまで末まつ端たん価格は天てん井じよう知らずと言われていたから、闇やみのマーケットと繫つながりのある海賊なら、誰だって欲しがる代しろ物ものだ。しかし、いくらなんでも豪華客船を堂々と襲おそうような真似まねはしないだろうと誰もが思っていた……そして、その隙すきを突つかれたんだ。

　乗客の安全と引き換かえに、という条件で、海賊たちはコンテナを受け取った。しかしそのとたん、海賊船はビーム砲ほうをブリッジに撃うちこんだ。そして次に居住区に……海賊にとって、乗客を殺すことはなんのメリットもないはずだ、彼らはおもしろ半分に居住区を破壊したんだ」

　ユーはそこで言葉を切ってティーの顔を見た。

「まだ聞きたいか？　他人の過去など聞いても無意味だぞ、他人の過去に干かん渉しようはできない……他人でなくともできんがな……」

　ティーは生なま唾つばを飲んでからうなずいた。

「うん、聞きたい。その事件の一部始終を……」

　ユーは小さくため息をついた後で、ゆっくりと話し始めた。

「乗客はパニックになった。隔かく壁へきが閉へい鎖さされる警報と、そして低酸素警報が鳴り響ひびく中、人々は逃にげ惑まどった。ブリッジが破壊されたために、指揮系統が混乱し、乗務員も明確な指示ができなかった。俺は自分たちの家族がいる船室にもどろうとしたが、パニックに陥おちいった乗客の群れの中で、道に迷い、そして、破壊された宇宙船の中におき去りにされた……。

　だが、皮肉なことに、俺は、そのために生き残ることができた。海賊たちは、必死に脱だつ出しゆつを図はかる救命艇ていやライフポッドを、次々に狙ねらい撃ちにした。奴やつらが居住区を攻こう撃げきした理由、それは、ゲームの的を作るためだったんだ」

　ティーが目を見開いた。

「そんな理由って……」

　ユーの表情は変わらなかった。

「俺は、空気が失われてゆくロビーの窓の外で、救命艇やライフポッドが、次々に破壊されていく光景を見ていた。

　あの船のライフポッドは各船室ごとに取りつけられていて、ライフポッドにはその船室ナンバーが印しるされている。そして、俺は宇宙空間に無数に浮うかぶライフポッドの中に俺の家族の船室ナンバーが印されたライフポッドを見つけた。

　俺は……海賊にたのんだ、聞こえないということは知っていたが、叫さけばずにはいられなかった。あれだけは、あのライフポッドだけは撃たないでくれ……と。

　しかし、俺の家族の乗ったライフポッドは、俺の見ている前で宇宙の塵ちりになった」

　ティーは、目を見開いたまま、淡たん々たんと話すユーの横顔を見つめていた。

　両手が震ふるえているのがわかった。

　ティーは後こう悔かいしていた。興味本位で聞いたユーの過去がこんなに悲ひ惨さんなものだとは思ってもいなかったからだ。

　その、ティーの後悔に気づかぬようにユーの話は続いていた。

「……そして、誰だれもいなくなった宇宙船の中で、俺は、射出されずに運良く残っていた一人用のライフポッドを見つけて、その中に入った。

　だが、このとき俺は知らなかった。射出されないライフポッドからは、救難用のシグナルが発信されないんだ。俺は、そんなことも知らずに一人用のライフポッドの中で救きゆう援えん隊を待ち続けた。

　宇宙船のもとに救援隊が駆かけつけたのは二十四時間後だった。でも、俺の存在に、誰も気づかなかった。未み曾ぞ有うの大だい惨さん事じを目まの当たりにした救援隊は、宇宙空間に漂ただようおびただしい数の救命艇とライフポッドの残ざん骸がいに気を取られ、その中にいるかもしれない生存者の救出しか頭になかったからだろう、俺は救援隊の人々を責める気はない。

　俺はそのまま残骸の中にあるライフポッドの中で一人待ち続けた。そして、ライフポッドの生存期限である一週間が過ぎたとき、ライフポッドの生体維い持じ機能コンピューターは、俺に生存維持のための判断を求めた。

　それは、さらに新しん陳ちん代たい謝しや能力を下げて、生存を優先するかどうか、という決断だった。

　すでにギリギリまで新陳代謝能力を落としており、これ以上の低下は手足の機能を失うことにつながるおそれがあったんだ。

　俺は、生き延びることを選せん択たくした。

　生きてやる。

　生きて、必ずあいつらに復ふく讐しゆうしてやる……。

　俺は、そう誓ちかうと、仮死状態に入った。

　しかしこのとき、俺の入っているライフポッドを乗せたロイヤル・ハウスホールド号は、とっくにウィンザーレット星系の衛星軌き道どうに運ばれていた。

　船内捜そう索さくは何度も行われたが、未使用に見えるライフポッドを確かく認にんしようとした人間は誰一人いなかった。ライフポッドの機能は独立しているから、船内モニターを確認しても、俺の存在はわからなかったのだろう。マニュアルにはすべてのポッドを確認することになっていたが、きっと、まあいいや、という調子で見過ごされたのだと思う。

　俺は、こうして、誰からも顧かえりみられることなく両手足を喪うしなった。

　あのとき、誰かが気づいてくれたなら、きっと俺にも違ちがう人生があっただろう。しかし、俺を見つけてくれるはずだった船内捜索の責任者は、仮死状態の俺の存在を知ったとき、自分のミスをもみ消すために、俺の存在を闇やみから闇に葬ほうむった。

　俺たち一家は全員、すでに海かい賊ぞくの犠ぎ牲せい者として処理されており、俺はこの世に存在しない人間となっていたため、もみ消すことは簡単だったのだろう。

　そして、俺は自分の名前も経歴も何もかも失った存在として目覚めた。

　家族も生活も、両手も両足も、名前すら失った俺は考えた……俺はなぜ生きているんだろう？　俺の生きる目的はなんなのだろう？　と……そしてそのとき俺は思った。俺はあの海賊どもに復讐するために生き残ったのだと。

　……そして、俺は自ら身体からだを戦せん闘とう用の生体サイボーグとする代わりにミリオン傭よう兵へい隊に入隊するという契けい約やくを結んだ。

　それからの十六年は、ずっと戦いの中だった……いろいろなことがあった……海賊どもを殲せん滅めつしたのは二十歳はたちのときだ……俺の生きる目的はそのとき終わった。しかし今、俺はまだ生きている……単に死ねないからここにいる、ということなんだと思う」

　すべてを語り終えたユーは、最後に小さくため息をついて話を締しめくくった。

　気が付くと、ティーが泣いていた。

　ユーは、再び不思議そうな顔になった。

「なぜ泣くんだ？　お前には関係ないことだろう？」

　ティーは首を振ふった。

　無重力の中で涙なみだが銀色の粒つぶになって浮いた。

「関係ないことなんかじゃない！　言っただろう、あんたは私に興味がなくたって私はあんたに興味があるの、あんたのことを知りたいの！　あんたは同情されたくないかもしれない、いくら同情されて泣かれたって、俺の味わった辛つらさは軽くならない、そんなのはまっぴらごめんだ、って言うかもしんない。でも、でもね。いいじゃない、同情したって！　あんたが嫌いやでも私は同情してやる！　あんたが抱かかえ込んで誰にもわたさない辛さをむしりとって、いっしょに抱え込みたいの！」

　ユーは黙だまったまま、泣き続けるティーを見ていたが、やがてそっと手を伸のばしてティーの頭に載のせた。

　ティーは一いつ瞬しゆんびくっとしたが、そのまま泣き続けた。

　やがて、泣き止やんだティーは洟はなをすすりながら、恥はずかしそうに言った。

「なんか……馬ば鹿かみたいだね。おかしいでしょ、私って、勝手に他人に入れ込んで泣いたりして……笑っていいよ」

　ユーは、小さな声で言った。

「ありがとう……」

「え？」

　目を見開いたティーを見て、ユーは静かに言った。

「俺のために泣いてくれる他人がいるなんて、思ったこともなかった……」

　ティーの目に再び銀色の球が浮うかんだ。

「泣くよ……私、ユーのために泣くよ、他ほかの誰だれも泣かなくたって私は泣く、だってユーは他人じゃないもの！」

　ユーは静かに微笑ほほえむと、もう一度言った。

「ありがとう……」




　そして、漂ひよう流りゆうが始まって三十六時間が過ぎたころ。

　ティーは、コントロールモニターを見るユーの顔つきが険しくなったのに気が付いた。

「どうしたの？」

「酸素供給量が落ちている……供給装置に異常はないところをみると、おそらくエネルギー源だな。爆ばく発はつに巻き込まれたときに破は片へんか何かが当たってポッドの外がい壁へきにある燃料電池を破損したんだと思う。このままだとあと二日保もたない」

　ティーは目を見開いた。

「どうするの？　このまま救出されなかったら……どうなるの？」

　ユーは、きっぱりと言った。

「そんなことはない、安心しろ、このポッドの周りの空間は、捜そう索さく艇ていがスィープしているはずだ。ただ、破片が多すぎるので選別に手間取っているだけだ、絶対に助かる」

「でも……あと二日のうちに見つけてもらえないと……」

　ユーは静かに言った。

「いや、あと五日は保つ。保たせる」

「どうやって？　酸素発生装置は内部からは直せないんだよ」

「俺は、これから自分の生体組織を完全閉へい鎖さする。そうすれば酸素消費量は今の半分になる、さらにお前の着ているボディスーツの新しん陳ちん代たい謝しや低下機能を使えば、それから一週間は保つ。今のボディスーツは改良されている、俺のように手足を失う心配はないから安心しろ」

「ちょっと待ってよ、私はいいけど、あんたはどうなるのよ！　生体サイボーグの組織閉鎖って、新陳代謝能力を落とすだけじゃなくて、組織の壊え死しを引き起こす、って言っていたじゃない！　それを完全閉鎖するってことは、死ぬってことじゃないの？」

　ユーは首を振った。

「すぐに死ぬわけじゃない。仮死状態になるだけだ」

「仮死状態から、確実に蘇そ生せいできるの？　百パーセント確実に？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ」

　ティーは叫さけんだ。

「ウソだ！」

「ウソじゃない！」

　ユーの腕うでをつかんでティーは言った。

「じゃあどうして目をそらすのよ！　本当だったら、私の目を見て言えるはずでしょう！」

　ユーは無言だった。

　そして、二呼吸ほどの間をおいて、ユーは言った。

「とにかく、このままじゃ俺たちは二人とも助からないかもしれない、でも、ここで俺が組織閉鎖すれば、少なくともお前は助かる可能性があるんだ。ましてお前は女の子で、将来がある。だとしたら選ぶ道は一つしかない……そうだろう？」

「そんなの……」

　抗こう議ぎしようとしたティーの口の前に、ユーは人差し指を立てた。

「反はん抗こうすることは許さない。自分で自分の新陳代謝能力をコントロールできるのは俺だけだ、お前にはできない。それが最大の、そして決定的な理由だ」

　ユーは言葉を切って微笑んだ。

「それに、絶対に死ぬと決まってるわけじゃない。もしかしたら今この瞬しゆん間かんに、捜索艇がこのライフポッドを発見しているかもしれない。収納アームがこのライフポッドをつかむ音がするのは十秒後かもしれない。未来は誰にもわからない、だから次の一分次の一秒を信じろ」

「だったら、二人で待とうよ！　私だけ待つなんていや！　そんなの耐たえられない！」

「わがままを言うなよ、お前、わがままを言うのは女の特権だと思ってるだろ」

　ティーはうなずいた。

「思ってるよ！　女って理り屈くつじゃ動かない生き物なんだもん！　この世で一番わがままで、一番生意気な生き物なんだもん！　そして、男って生き物の価値は、そのわがままをどれだけ許せるかで決まるんだもん！」

　ユーは、やれやれ、という顔で言った。

「……まさにわがままのカタマリみたいな言いぐさだな。まあ、たしかに。女がわがままを言っても許される場合もあれば、許されない場合もある。その差は何だと思う？」

　ティーは首を振ふった。

「わかんないよ、そんなの」

　ユーはさらっと言った。

「その女が、かわいいかどうかだ」

　抗議しようとしたティーの機先を制してユーは続けた。

「かんちがいするな、外見を言っているんじゃない。頭の良さを言っているんだ。自分の言っているわがままが、本当のわがままなのか、それとも許されるわがままなのか、それをきちんと判断できる女の子のことを、かわいい女って言うんだ」

　ユーは、ティーの顔をちらっと見て付け足した。

「お前は、今、かわいくないぞ」

　ティーは黙だまり込んだ。

　ふくれっつらをしているティーを見て、ユーは、なだめるように言った。

「言っただろう？　お前にはイイ女になる素質があるって、だからお前は生き延びなきゃダメなんだ、それはお前の義務だ」

　ティーは顔を上げた。

「義務？」

「そうだ、イイ女ってのは、数少ない貴重な存在なんだ。だからイイ女になれる素質のある女の子は生き延びる義務がある。それに、お前には家族がいる、両親や兄弟や、じいさんばあさんがいる。みんなお前が帰ってくるのを待っている。それはお前が生き延びるための理由だ。俺にはない立派な理由だ。違うか？」

　ユーの言葉が終わってもティーは黙り込んだままだったが、やがて、小さくうなずいた。

　ほっとしたようにユーは微笑ほほえんだ。

「わかってくれたか、よかった、じゃあ俺はこれから組織閉へい鎖さに入る。意識を失って、心しん拍ぱく数すうと呼吸がどんどん下がっていくけど心配するな、死ぬわけじゃない」

　ティーは顔を上げると、いきなり聞いた。

「私じゃ……だめ？」

「え？　何が？」

　目を見開いたユーにティーは真しん剣けんな目で聞いた。

「生き延びる理由。さっき、私には家族がいる、それが理由だってユーは言った。ユーにはそれがないって……だとしたら……私にならせてよ！」

　ティーの目に銀色の球が浮うかんだ。

「私、わがままな小こ娘むすめで、ぜんぜんいいとこなくて、かわいくないけど……でも、私、ユーに生き延びて欲しい！　ユーが生き延びる理由になりたいの！」

　ユーは黙ったまま、じっとティーを見ていた。

　ティーは涙なみだを浮かべた目でユーを見返した。

　さまざまな想おもいが入り混じった視線が交差したあとで、ユーは、静かに微笑んだ。

「……また……会おうな」

「うん……」

　ティーがうなずくと、目のふちについていた涙の球がふわっと宙に舞まった。

　そして、ユーは静かに目を閉じた。

　コントロールパネルの中にある心拍数と血圧などのセンサーの数字がどんどん下がっていくのを、ティーは、震ふるえる両手を握にぎりしめ、祈いのるような目で見ていた。

　やがて、センサーの数字は低い数値を示し、それより下がらなくなった。

　ティーは、大きくため息をつくと、そっと手を伸のばして、目の前で目を閉じているユーの頰ほおに触ふれた。

　ティーの頰は、まだ、ほんのりと温かかった。

[image: ]

　ライフポッドの中は静かだった。

　会話が消えたライフポッドの中を、静せい寂じやくだけが支配していた。

　目を閉じて、眠ねむっているユーの顔を見つめてティーは思った。

　……静かだね、ユー。

　あなたは、十四歳のとき、こんな静寂の中にひとりぼっちで取り残されていたんだね。

　あなたは、私なんかが想像もできないほどの辛つらい苦しい目にあってきたんだね。

　でも、本当に辛いのは、そんな経験なんかじゃない。

　誰だれからも関心を持たれない、誰からも思われない、誰からも愛されない、そしてそれを当然だと思い込むその生き方だと思うよ。

　……ユー。

　そんなの、辛いよ。辛すぎるよ。

　なんのために生きてるの？　死ねないから生きてるの？　そんなの生きてる理由にならないよ……。

　ティーは、両手をそっとユーの頭に伸ばした。そしてその頭を引き寄せると胸に抱だいた。

　……ユー。

　生きようね。

　生き延びて、またケンカしようね、そして、笑おうね。

　……きっとだよ。

　ティーはユーの頭を抱いたまま目を閉じた。

　ライフポッドの中を、静寂だけが支配していた。




　二人の乗ったライフポッドが収容されたのは、それからさらに五日後のことだった。

　爆ばく発はつのときに衝しよう突とつした破は片へんは、燃料電池だけではなく救難ビーコンアンテナをも破は壊かいしていたのだ。

　新しん陳ちん代たい謝しや機能低下により、ティーには若じやつ干かんの衰すい弱じやくが見られたが生命に別状はなく、そして組織再生にかけられたユーもまた蘇そ生せいに成功した。

　一人用ライフポッドに二人乗り込んで、これだけ長期の漂ひよう流りゆうに耐たえ、さらに二人とも生存したという例は他ほかにはなく、関係者は奇き跡せきに等しいと驚おどろいた。




　ベルナルト星域にある惑わく星せいシャイダ。

　しかし、今この惑星は、その実体を表す「ジャンクスター」の通り名で呼ばれていた。

　惑星の衛星軌き道どう上にある、無数の宇宙船のジャンクパーツで作られた輪。その輪の中にある、解体業者の組合本部の応接室に、ユーは座っていた。

　仮死状態から蘇生し、失った両足と右みぎ腕うでを新しい生体サイボーグの義ぎ肢しと取り換かえたあと、ユーは常人の数倍の量のリハビリプログラムをこなし、常人の三分の一の日時で退院した。

　そして、退院と同時にその足でこのジャンクスターにやってきたのだ。

　ティーから、何通ものメールが届いていたことは知っていた。しかし、ユーは、ティーのメールを読むことよりも、直接ジャンクスターに向かって、長老であるリムジン氏に会い、その許しを得ることのほうが先決だと考えていた。

　アウトニア軍の命運が、リムジン氏の肚はら一つにかかっていたからだ。

　ジャンクスターに着いたユーが名乗ると、その窓口にいた電子人格の老人は、目を丸くして言った。

「おやまあ、これはこれは、渦か中ちゆうの人物が直接乗り込んできたってわけかい。トワイニング一族にしてみればお前さんは仇かたきみたいなものだからな。お前さんが乗ってきた快速艇ていだけじゃなくてお前さんも解体されないように気をつけな」

　そして、この応接室に通されたのだが、ここに来るまでの通路の両側にあるドアというドアはすべて小さく開いており、その中からユーの姿を一目見ようという野や次じ馬うまどもの視線が注がれていた。

　戦せん闘とう用サイボーグとして生体改造されているユーの聴ちよう覚かくは、その野次馬どもの会話を聞きつけていた。

「あいつかよ、ウワサのユーとかいうのは」

「三十歳とかいう話だが……若く見えるな、顔の傷がなけりゃ二十歳はたちそこそこだぜ」

「ミリオン傭よう兵へい隊のトップクラスの傭兵だそうだけど、思ったよりやさ男だねえ」

「リムジンじいさんは、火の玉みたいになって怒おこったそうだな」

「そりゃあそうだ、可愛かわいい孫まご娘むすめ、んでもって解体整備の腕もピカイチとくりゃあ、宝物も同然だからな」

　……リムジン氏が怒っているというのは間ま違ちがいなさそうだな。

　野次馬どもの会話をひと通り聞き終わったユーは、聴力増ぞう幅ふくデバイスを絞しぼって、応接室に入った。

　応接室まで案内してくれた汎はん用よう事務バイオノイドの女の子は、にっこり微笑ほほえむとユーにソファを勧すすめて言った。

「理事長は、もうすぐ参りますので、こちらでしばらくお待ち下さい」

「ありがとうございます」

　ユーは一礼して座った。

　バイオノイドの女の子は、微び笑しようを崩くずさぬまま聞いた。

「今、お茶をお持ちしますが、何かお好みのものがございますか？」

「特に好みとしているものはありません、お任せします。しかし、できればぬるめで……温度を低くしていただければ」

　女の子は、ちょっと驚いたように目を見開いた。

「は？　ぬるめの方がよろしいのですか？」

「ええ、ぬるければぬるい方が」

　バイオノイドの女の子は不思議そうな顔をして一礼すると部屋から出ていったが、応接室のドアを開けたとき、外にいた野次馬連中の会話が耳に入ってきた。

「へっ、聞いたか？　あいつ猫ねこ舌じたらしいぜ。けっこう見かけ倒だおしかもしれねえな」

「ああ、本当だ」

「馬ば鹿か野や郎ろう、なんでぬるいお茶をたのんだのかわからねえのか。危険回かい避ひだ。熱湯はそのまま武器になる。あいつはそれを避さけようとしているんだ」

「そうか、リムジンの爺さんから、いきなりお茶を頭からぶっかけられてもいいようにか。考えていやがるな」

「考えているというより、傭兵としての習性だろうな」

　……そうだよ、そのとおり。

　ユーは心の中でうなずいた。

　俺は、どんなときでも最悪の状じよう況きようを考こう慮りよして動く。

　だから、友人を作らなかった。

　喪うしなったときのことを考えれば、友人は、いないほうがダメージが少ない。

　……俺は、ずっとそう考えてきた。それが一番正しいのだと自分に言い聞かせてきた。

　やがて、バイオノイドの女の子がお茶を持ってもどってきた。

　ユーの前にティーカップを差し出しながら女の子は言った。

「ご希望通り、かなりぬるめにしてありますが……本当によろしいのですか？」

「ええ、わがままを言いまして申し訳ありません」

　女の子がお盆ぼんを胸の前に立てて身体からだを起こしたとき、ドアをノックする音が聞こえた。

「あ、理事長が参ったようですね、失礼します」

　そう言って、歩み寄った女の子が、応接室のドアを開けると、そこに白はく髪はつの、瘦やせた老人が立っていた。

「ああ、メリーダウン、わしにもお茶を一つたのむ」

「かしこまりました」

　老人を応接室に迎むかえ入れたバイオノイドの女の子は、一礼して応接室を出ていった。

　ユーはソファから立ち上がって、老人に深く一礼した。

「初めまして、アウトニア軍大たい尉い、ユーと申します。わけあってユーとだけ名乗っております」

　老人は、ユーの顔を見て静かに言った。

「ジャンクスター解体業組合理事長の、リムジン・トワイニングと申す。なぜ、お前さんがユーとだけ名乗るようになったのか、理由は孫から聞いておるから気にはせんよ」

「ありがとうございます」

　老人はユーを見み据すえて言った。

「気にはしない、しかし、親からもらった名前を捨てるような生き方を認めたわけではない、誤解せんようにな」

「わかりました」

　……先制パンチというところかな。

　ユーはそんなことを考えながら一礼した。

　老人は、ユーの後ろにあるソファを指差した。

「わざわざこのジャンクスターまで立ち話をするために来たのではなかろう、座りたまえ」

　老人の前に座ったユーを見据えて老人は言った。

「前置きはいらん、単刀直入に聞こう。何を言いにきた、言い訳か？」

　ユーは静かに首を振ふった。

「言い訳をするつもりはありません、今回のことはすべて成り行きです。成るようにしてなったとしか言いようがありません。私は、ただ、あなたの許しを得るためだけに参りました」

　リムジンは目を見開いた。

「これまたまさに単刀直入だな、そうか、私の許しが欲しいというのか」

「はい」

　リムジンはしばらくユーの顔を見つめていたが、やがて大きくうなずいた。

「お前がどんな人間なのか、わしは孫から聞いた。その、孫の言っていることが正しいかどうか、わしはお前を試ためしたいと思う……この試験を受けるか？」

　ユーはうなずいた。

「受けます、許しを得るためなら」

　リムジンはあきれたような顔になった。

「どんな試験なのかも聞かぬうちにそれを受けると言うのか……」

　ユーはリムジンを正面から見返して言った。

「覚かく悟ごの上です」

　その、ユーの表情を見たリムジンは眉まゆをひそめた。

「お前さんの、その覚悟は、いつ死んでもいいという覚悟だ。それはそうやって常に見せておくべきものではないな、内に秘ひめておくべきものだ」

「申し訳ありません……」

　素す直なおに頭を下げたユーを、リムジンは痛々しいものを見るような目で見て言った。

「そうやって生きてきた……いや、そうならざるを得なかった、というのはわかるがな……さて、お前に与あたえる試験だが……われわれは解体業者だ。物をぶっ壊こわすという点においては軍隊と同じようなものだが、軍隊と違ちがうのは、ただ破は壊かいすればよいというものではないということだ。これからお前に廃はい艦かんを一隻せき預ける。こいつを三日で解体して見せろ。他人の手を借りることは許さん。これはお前の覚悟と、そして人となりを見るためのものだ。一人でやってもらう。あらゆる道具は組合が貸す、自由に使ってよい。しかし絶対に人の手を借りてはならん、いいな」

　ユーは内心の驚おどろきを顔に出さずにうなずいた。

「わかりました、三日ということは七十二時間と考えてよろしいのですね」

　リムジンは、ユーが平然としていることに半分驚きを隠かくせないようにうなずいた。

「そ、そうだ……七十二時間以内に客船を一隻解体するのだぞ、できると思っているのか？」

　ユーはリムジンを見て言った。

「実行可能な方法があるからこそ、試験は試験として成立する。違いますか？」

「それは……まあ、そうだが……」

　言葉を濁にごすリムジンを見て、ユーは思った。

　……おそらく、無理難題なんだろうな。

　実現不可能な課題を与え、それに対する反応を見るつもりだったのかもしれない。

　でも、かまうものか。できない言い訳をここで考えて告げるより、とことんやって見せて、だめだったのならそこで頭を下げた方が気分がいい。

　リムジンはゆっくりと立ち上がって言った。

「お前の覚悟と能力を見せてもらおう、ついてくるがいい」




　ジャンクスターをめぐるジャンクパーツの輪の中の一角にその廃艦はあった。

　輪切りになった宇宙船や、縦割りになったエンジンなどが浮うかんでいるその向こうに、かつては豪ごう華か客船だったであろう大型の宇宙船が無残な姿をさらしていた。

　戦争にでも巻き込まれたのだろうか、推進機とブリッジ、そして居住区には、ビーム砲ほうで撃うたれたような巨きよ大だいな破口が口を開けているのが見える。

　作業艇ていのコックピットの窓の外にある、巨大な解体用のマニュピレーターの向こうに浮かぶその客船を指差して、リムジンは言った。

「お前に解体してもらうのは、あれだ。あれはかつて、ロイヤル・ハウスホールド号と呼ばれた悲劇の客船じゃ」

　ユーの顔色が変わるのを見て、リムジンはうなずいた。

「そう、お前さんが、人生のすべてを失ったあの船じゃ。あの事件の後、あの船はこのジャンクスターに運ばれ、そのままここで眠ねむりについておった。わしは、お前にあの船の解体を命ずる。推進機と反応炉ろについてはすでに取り外してあるが、プロペラントタンクや、補助推進装置などはそのままだ。どの状態にした時点で解体と呼ぶのか、その定義は帝てい国こくの解体作業工程基準書どおりとする、解体業組合のデータベースの使用は自由だ」

　蒼そう白はくの顔のままユーは言った。

「なぜ……あの船なのですか？　他ほかにも船はあるでしょう……」

　リムジンはユーを見み据すえて言った。

「わからんか？　なぜ、数万隻の廃艦の山の中からわざわざあれを捜さがし出し、お前の前に持ってきたのか、その理由が……」

　ユーは思った。

　……これは試練だ。だとすれば心理的な圧あつ迫ぱくを与えることも必要なのだろう。俺の行動にアウトニアの命運がかかっている。ここで取り乱してはならない。

　いつもの無感動な表情にもどってユーは言った。

「わかりました……解体します」

　リムジンは、その表情を見て、小さくため息をつくと言った。

「七十二時間後にまたここに来る、そのとき、あの客船がどうなっているか楽しみにしているからな……」

「わかりました、全力を尽つくします」

　作業艇にドッキングしている交通艇ランチに乗り移ろうとしていたリムジンは、移乗通路の真ん中で気が付いたように振ふり返った。

「そういえばお前さんは、孫に……ティーに会わせろとは一言も言わなかったな」

「それは個人的なことです。あなたに許しを得ることの方が優先すると思ったからです」

　リムジンは、怪け訝げんな顔をした。

「ふむ……まあよい、勝負とか試験とかに色いろ恋こいは禁物じゃからな」

　リムジンが乗った交通艇が遠ざかっていくのを見送ったユーは、作業艇のコックピットに座ると、タイムカウンターを作動させた。

　七十二時間を刻んだタイムカウンターが七十一時間と五十九分を示した。

　……よし、これから先は時間との勝負だな。まずあの客船の構造に関する情報と、解体の手法について調べよう。

　ユーは感応端たん末まつのヘッドセットを取り上げると、それを装着して、情報コンソールを叩たたいた。

　意識が飛んだのは、巨大な図書館のような場所だった。

　受付にいたのは、さっき組合の応接室でお茶を持ってきてくれたバイオノイドの女の子に良く似た子だった。

　その女の子はにこっと笑って言った。

「ようこそ、ジャンクスター総合データベースへ。わたくしは司書のマリーダウンと申します。どうかよろしくお願いいたします」

「さっき、君の親しん戚せきみたいな子に会ったよ、メリーダウンとか言ってた」

　司書の女の子はにっこり微笑ほほえんだ。

「彼女と私は同じ電子人格でございます、現実空間ではバイオノイドの身体からだを戴いただきまして、メリーダウンと名乗っております……どのようなデータをおさがしですか？」

　ユーは、一回深呼吸して言った。

「Ｒ級客船の構造図。組み立て手順書、艤ぎ装そう手順解説書、その一いつ切さいと、標準的な解体作業の手順がわかるマニュアルがあれば、それを全部」

　マリーダウンは、眉まゆをひそめた。

「かなりの情報量になりますが、よろしいのですか？」

　ユーはうなずいた。

「脳の新しん陳ちん代たい謝しや能力を上げるから大だい丈じよう夫ぶだ、たのむ」

「かしこまりました」

　マリーダウンは一礼した。




　コックピットのタイムカウンターが、四時間経過したとき、ユーは作業艇のエアロックが外部から操作されているのに気が付いた。

　見上げたモニターには、エアロックの外に船外作業用の機動服が取り付いているのが映っていた。

　……誰だれだ？　妨ぼう害がい工作か？

　ユーはコックピットから立ち上がると、制服の下に隠かくし持っていた手のひらサイズのショックガンを取り出して、エアロックに向かった。

　外がい殻かくハッチが開いて、そして閉じ、エアロックの内部が船内の気圧と同じレベルまで上がったのをモニターで確かく認にんしたユーは、ショックガンをかまえたまま、エアロックの内部ドアの開閉スイッチを押した。

　完全に気圧がシンクロしていなかったのだろう、ドアはシュッという空気音を立ててゆっくりと開いた。

　エアロックの中に立っていたのは、汎はん用ようの外殻型作業用機動服だったが、通常型に比べると妙みようにシルエットが細く見えた。

　ユーはショックガンをかまえたまま低い声で言った。

「ゆっくりとハッチを開けろ、妙な動きをすると、遠えん慮りよなく撃うつ」

　機動服は、怒おこったように腰こしに手を当てると言った。

『せっかく会いに来てあげたってのに、とんだ歓かん迎げいぶりね！』

　ユーが、あわててショックガンの銃じゆう口こうを降ろすのと、機動服の側面にある排はい気きバルブから圧あつ搾さく空気が噴ふき出す音がするのは同時だった。

　そして、一呼吸おいてから、ゆっくりと前面にある搭とう乗じようハッチが開いた。

　そこに、見覚えのある顔が笑っていた。

「へへへへ、来ちゃった。おじいちゃんに見つかったら失格だから、三分くらいしかいられないんだけど、どうしても顔が見たかったの」

「ティー！」

　両りよう腕うでを機動服のマニュピレーターから抜ぬきながらティーは怒ったように言った。

「それにしても退院したなら退院したって、返事くらいよこしなさいよ！　本当に心配していたんだから！」

「あ、いや、順調に回復しているならあえて知らせる必要はないと思っていたんだが……」

　とん、と機動服から飛び降りたティーは、ユーにつかつかと近づくと、その胸をつついて言った。

「普ふ通つうは知らせるものなの、死亡通知とか戦死公報を待ってる家族なんかいやしないんだから！」

　そして、ティーは微笑んでユーに抱だきついた。

「おかえり、ユー！」

　ユーはとまどったようにティーを受け止めて聞いた。

「たった三分しかいられないって……どういうことなんだ？」

「おじいちゃんがこの作業艇ていをモニターしているシステムが今メンテナンス中なの……実を言うと私が壊こわしたんだけどね。でも、ここまで往復するギリギリの時間しか稼かせげなかったの。だから三分が限度ってわけ……」

　ティーはにっこり笑って言葉を継ついだ。

「でもね、どうしても会いたかった。一分でも三分でもいいから話がしたかったんだ！」

　そして、自分を抱きとめているユーの両手を見てティーは言った。

「その手……新品なの？」

「右手だけはね。左手は無事だった……なぜかわからないが……」

　ティーはそっとユーの左手を持って、その人差し指を自分の顔の前に持ってくると、小さくうなずいた。

「跡あとが残ってるね……」

「跡？」

「うん、私がずっと口にくわえていた跡……あなたが組織閉へい鎖さしたあと、ライフポッドにあったライブラリィで、生体サイボーグのことを一生懸けん命めい調べたんだ。そうしたら、組織閉鎖した後、一いつ切さいの外的刺し激げきがなくなると、蘇そ生せいする可能性はすごく低くなるって……だから、私、ずっとユーの指を嚙かんでたんだよ……」

　ユーは左手の人差し指を見た。

　第一関節の上あたりに、小さな窪くぼみがあった。

　それは、ティーの歯形だった。

　……そうか、それで俺は左手を失わずにすんだ。そして、その刺激で俺は生き延びたんだ。

　偶ぐう然ぜんなんかじゃなかったんだ。

　俺は……こいつに助けられたんだ。

　こいつは……俺が生き延びた理由だ。

　そして……俺が生き延びる理由なんだ。

　ユーの胸の中から何かが湧わいてきた。

　それは、捨てたはずのものだった。遠い昔に、自分のすべてとともに葬ほうむり去ったはずのものだった。

　そんなものはいらないと、心に決めたはずのものだった。

　足が、震ふるえていた。

　立っていられなかった。

「ユー？　どうしたの？」

　ティーの優やさしい声が、その、埋うもれていたスイッチを押した。

「ありがとう……ティー」

　ユーは、その場に両りよう膝ひざをつき、そして泣いた。

　十六年。

　十六年の間、一度として涙なみだを流したことのないサイボーグ戦士が、泣いていた。

　ティーは、その場に膝をつくと、ユーの身体からだを抱きしめた。そして、背中をぽんぽんと叩たたいて、優しい声でもう一度言った。

「おかえり……ユー」

　ティーが乗ってきた機動服のコントロールパネルにあるタイマーから、帰き還かん時間を告げる電子音が聞こえてきた。




　作業艇のコックピットのタイムカウンターは、残り時間がまもなく二十四時間になることを告げていた。

　コックピットの向こうに浮うかぶＲ級客船のシルエットは、まったく崩くずれていなかった。

　それもそのはずである、作業を開始してから今まで、ユーは目の前に浮かぶ客船の船体に解体用のレーザートーチすら当てていなかった。

　ユーがやったことといえば、作業用機動服を着込んで、客船の船体をすみずみまで調べることだけだったのだ。

　ユーに与あたえられた試験の内容は、解体業者のみならず、ジャンクスターに住むすべての住民に伝えられており、いくつもの放送局がネットでフル中ちゆう継けいしていた。

　その放送の意図は、興味本位と、そしてシロウトが悪戦苦く闘とうする姿を見てあざ笑うためのものだった。しかし、何一つアクションを起こさないユーに、あちこちから失望の声が上がっていた。

「そもそも解体業についてシロウトでしかない男に、巨きよ大だいなＲ級客船が解体できるわけがない」

「プロの解体業者でも一ヶ月はかかるのに、期待する方が間ま違ちがっている」

「あの男は最初から試験を受けるつもりなどなかったのだ」

「一生懸命やりましたがダメでした、という言い訳をするために、ああやって調べる振ふりをしているのに違いない」

「リムジン氏はナメられているのだ」

　しかし、リムジンはそういった外野の声を知ってか知らずか、動こうとはしなかった。

　マスコミの取材に対しリムジンはこんなコメントを出しただけだった。

「与えられた七十二時間をどう使うかは彼の自由である。問題となるべきは結果であって過程ではない」

　そして、残り時間が二十四時間を切るか切らないか、というときに、ユーのもとに解体業組合から、いくつかのツールが届けられた。

　それは、超ちよう硬こう合金で作られた、直径一メートルほどの何百本というスパイクと、射出速度を可変コントロールできるリニアガンであり、この試験が始まったときに、ユーが注文していた品物だった。

　ユーはそのスパイクにナンバーをつけると、弾だん帯たいのようにリニアガンに取り付け、リニアガンの照準を客船の船体に合わせた。

　スコープの中に浮かび上がる船体の映像に、実測した船体構造図がオーバーラップする。

　そして、その構造図の上にさらに、応力計算によって引き出された外がい殻かく部の張力ベクトルの線画が重なった。

　緩ゆるやかなカーブを描えがく応力外殻板に沿っていくつものメッシュが重ねられていく。

　ユーは、そのメッシュデータの中の線が集中する一点を探し出し、そこにリニアガンの照準を合わせた。

　……注文しておいたツールがそろうのに、思ったより時間がかかってしまったな。

　しかし、時間があったおかげで、あのロイヤル・ハウスホールド号の船体をじっくり調べ、実測データを取ることができた。

　ユーの脳のう裏りに、ロイヤル・ハウスホールド号の船内に入ったときの光景が蘇よみがえった。

　備品などの多くは取り外されていたが、壁へき面めんに書かれた船内表示などは、まったく当時のままだった。

　非常照明の鈍にぶい光の中で、必死にさまよった通路。

　父と母と妹が乗る救命ポッドが破は壊かいされる光景を目もく撃げきしたロビー。

　そして、生きるために乗り込んだ救命ポッドの配置場所。

　十六年前の自分がそこにいるような気がした。

　ユーは照準装置の中に浮かぶロイヤル・ハウスホールド号を見て思った。

　……あれは、俺なのかもしれない。

　ユーは意識を照準装置にもどした。

　照準は、メッシュラインの集中する一点に合わせたままだった。

　……ここにスパイクを打ち込むことにより、応力外皮の張力が変わる。しかし当たる位置が少しでもずれれば、効果はない。

　ユーはリニアガンの引き金を引こうとして、思いとどまったように右手を離はなし、左手に持ち替かえた。

　……右手は新しい。リハビリはすんでいるが、まだしっくりとこない、左手の方が確実だ。これに失敗するわけにはいかない。

　試ためされているのは俺じゃない。アウトニア軍が信用できる相手なのかどうなのか、それが試されているんだ。

　今、俺はアウトニア軍のすべてを背負っている。

　ユーの脳裏に、カターク大たい佐さと、そしてマイド司令官の顔が浮かんだ。

　……あの二人は、これほどの大役を、実にあっさりと俺に任せた。

　責任が重ければ重いほど、信しん頼らいが厚ければ厚いほど、そこに言葉は必要ない……ということなのだろう。

　ユーはゆっくりとリニアガンの引き金を引いた。

　ブン……。

　高磁界シールドに、開放された磁力線が当たる低い振しん動どう音とともに、スパイクが飛び出した。超高速のスパイクは宇宙空間を切り裂さき、一いつ瞬しゆんのうちにＲ級客船の表面に突つき立った。

　作業船のメインスクリーンの中で、突き立ったスパイクの位置と、メッシュデータと照らし合わせたユーは、安あん堵どのため息をついた。

　……成功だ。

　ユーは次の点に照準を合わせ始めた。

　この、ユーの行動が、何を目的にしたものなのか、誰だれも見当がつかなかった。

　人々は、自棄やけになって遊んでいるだけだとか、無意味なパフォーマンスに過ぎない、と言って笑った。

　しかし、次々とスパイクが打ち込まれていくにつれて、人々はＲ級客船のシルエットが甘くなっていくことに気が付いた。

　なんというか、全体がふやけたように見えるのだ。

　そして、残り時間が一時間を切ったとき、ユーはリムジンに連れん絡らくをとって言った。

「最後にお見せしたいものがあります」

　通信スクリーンに映ったリムジンは、おもしろそうな顔をして言った。

「あと一時間あるが……降参するつもりではあるまい？」

　ユーはうなずいた。

「ええ、ご連絡を差し上げたのは、これから先の光景を、ぜひ皆さんに見ていただきたいと思ったからです」

「見たところ、まったく解体は進んでおらんようだが……」

「見た目ではわかりません。しかし、あの船はすでに解体されています。これから最後の一本を打ち込みます。見ていてください」

　ユーは、そう言うとリニアガンの照準装置を客船のブリッジの上に合わせた。

　……最後の一本。

　これを外したら、今までのすべての努力が無む駄だになる。絶対に外せない。

　ユーは引き金を引く左手の人差し指を見た。

　そこにある小さな窪くぼみ。

　その窪みを見たとき、ユーの心に力が湧わいた。

　……大だい丈じよう夫ぶだ。

　俺は……外さない。

　そして、ユーは静かに引き金を引いた。

　最後の一本が飛び出し、そして客船のブリッジの上に突き立った。

　……何も起こらなかった。

　スクリーンの中でその光景を見ていたリムジンが、何かを言おうとしたそのとき。

　リムジンの横で、食い入るようにモニターを見ていたティーが叫さけんだ。

「見て！　客船が割れていく！」

　ティーの言うとおりだった。

　巨きよ大だいな宇宙客船の応力外がい殻かく板にいくつもの線が走り、その線に沿って、外殻板がはがれてゆくのだ。

　そして、むき出しになったフレームもまた、組み合わさっている部分から外れてゆく。

　船体内部のプロペラントタンクが、隔かく壁へきから外れ、分ぶん離りしてゆくのが見えた。

　それは、まるで客船が内側から破は裂れつするような光景だった。

　ジャンクスターの解体屋たちは、口をあんぐりとあけたまま、目の前で起こっていることを信じられないように見つめていた。

　一時間後、Ｒ級客船が浮うかんでいた場所には、外殻板と、フレームと、そして搭とう載さいされていた補助推進装置やプロペラントタンク、それぞれに分離した客船の残ざん骸がいが浮かんでいた。

　タイムカウンターがゼロを示したとき、ユーはコックピットから立ち上がって、通信モニターに向かって一礼してゆっくりと言った。

「解体は終しゆう了りようしました。お許しいただけますか？　リムジンさん」

　リムジンは、うめくように答えた。

「許す……しかあるまい……しかし、お前はいったい何をやってのけたのだ？」

　ユーは、通信スクリーンにメッシュデータを示して言った。

「Ｒ級客船の外殻板は、張力がかかっている特とく殊しゆな合金で構成されています。この外殻板には数百の応力点が存在します。私はその応力点を順番に破は壊かいしてゆくことで、外殻板を組み立てた順番にはがすことにしたのです。そして、さらにフレームに届く深さまでスパイクを打ち込むことによりフレームの継つぎ手てをすべて破壊しました。最後にメインフレームに衝しよう撃げきを与あたえることでそれらのバランスを一気に崩くずしたのです……この手法が使えるのはおそらくＲ級客船だけだと思います……試験の課題がＲ級客船だったということは偶ぐう然ぜんの一いつ致ちとはいえ、私にも運があったということだと思います」

　リムジンは、両手を握にぎりしめて、うなった。

「うううむ、すばらしい！　お前は完かん璧ぺきだ！　お前こそ我がトワイニング一族の跡あとを継ぐにふさわしい男だ！　結けつ婚こんを許す！」

「……え？」

　ユーは耳を疑った。

「い、今、なんとおっしゃいましたか？」

　リムジンは満面の笑えみを浮かべて言った。

「だから、お前とティーとの結婚を許すと言ったのだ。ティーはまだ子供だから反対しておったのだが、お前がこれほどの能力を持った素す晴ばらしい男だとは思わなかった、許しを請こうのはわしの方じゃ。わしはお前に、わざとあの船の解体を命じた。それはお前の過去にお前自身の手で引導を渡わたさせてやりたかったからじゃ。お前はもはや、ロイヤル・ハウスホールドに取り残され、誰だれからも見捨てられた傭よう兵へいユーではない。我がトワイニング家の一員である、ユー・トワイニングじゃ！」

　ユーは、呆ぼう然ぜんとしたまま聞いた。

「では……アウトニアに対する協力体制については……？」

　リムジンは怪け訝げんな顔をした。

「協力体制？　なんのことじゃ？　アウトニアは、我々の同士であり、仲間だ、協力体制は変わらん。それがどうかしたのか？」

　ユーは、シートにくずおれるように座ると、半分気が抜ぬけたように笑った。

「は、はは、ははは……なんてこった」




　ジャンクスターの軌き道どうステーションの送そう迎げいデッキで、ユーは見送りに来ていたジャンクスターの人々に挨あい拶さつをしていた。

　ユーがやって見せた解体方法は、ジャンクスターの人々に新しん鮮せんな驚おどろきと、そして敬意を抱いだかせるのに充じゆう分ぶんだった。

　あの、新しい方法は、さらにさまざまな応用が加えられ、このジャンクスターに定着するだろうと言われており、ユーの名前はこのジャンクスターのみならず、解体技術の歴史に残るとさえ言われていた。

　見送りの人々の先頭にいたリムジンが、悔くやしそうに言った。

「どうしても帰るというのじゃな……」

「ええ、アウトニアの戦いは終わったわけではありません。帝てい国こくにアウトニアの意地を見せつけて、再びあのユーマにアウトニアの旗を掲かかげるまで、戦いは続きます……そして私の仕事も……」

「お前さんの本当の仕事はここにある。そして、お前さんの本当の家族もここにいる。わしはお前さんを孫だと思うことにした……それを忘れんでくれ」

「ええ、わかっています……」

　ユーはそう言った後で人の群れを見回して聞いた。

「ティーは、来ていないんですか？」

　リムジンは、眉まゆをひそめた。

「お前さんが許しを得ようとした内容が、自分のことではないとわかったときから、拗すねたまま自分の部屋から出てこん……まあ、無理もないが」

　ユーは、ため息をついた。

「ティーは、私宛あてにメールでいろいろ送ってあったらしいのですが、私は入院中でそのメールを見る暇ひまがありませんでした……今回の誤解の原因はそれだったのですね」

　リムジンはうなずいた。

「今回の騒そう動どうは、ティーが勝手にやったことじゃ、お前さんが気に病やむことではない……もっとも、わしとしてはお前さんを婿むこ養よう子しにするのにやぶさかではないがな」

　ユーは照れたように笑った。

「ティーには、アウトニアの戦いが終わったら……すべてに決着がついたら、迎むかえにくる。だからそれまで待っていてくれ、と言ってあるのですが」

　リムジンは肩かたをすくめた。

「孫かわいがりで、わがままに育てたからのう……」

　そのとき、送迎客の後ろから声がした。

「迎えにこなくたっていいわ！　そんなのこっちからお断りよ！」

　送迎客が振ふり返ると、そこにティーが立っていた。

　いつもの作業服ではない、薄うす水みず色いろのツーピースのスーツを着て、ティーがユーをにらみつけていた。

　ティーはつかつかとユーの前にやってくると、ぐい、と顎あごを上げて、ユーの顔を見上げた。

「いい、よく聞いて。あんたはアウトニアの戦いが終わったら迎えにくるって言ったでしょ、だから待っていてくれって……その返事はノーよ！　私、待ってなんかいないから！」

「おい、ティー、お前なんてことを！」

　あわてたように言ったリムジンに、ティーはぴしゃりと言った。

「おじいちゃんはだまってて！　これは私のプライドの問題なんだから！」

　ユーは、ゆっくりと視線を落とした。

　……痛かった。

　心が痛かった。

　何か……とても大切な何かを喪うしなったような気がした。

　……拒きよ絶ぜつには、慣れていたはずなのに……なぜ、こんなに心が痛むのだろう。

　そして、ユーは静かに言った。

「許してはもらえないだろうと思っていた……でも、あのとき、俺が生き延びることができたのは君のおかげだ。そして君は、俺が生き延びる理由だったんだ……」

　ティーはユーを見つめて叫さけんだ。

「話は最後まで聞け！　このばか！」

「え？」

　顔を上げたユーに、ティーは抱きついて叫んだ。

「私、待たないよ！　だって、私はついていくから！　私、あれからずっと生体サイボーグについて勉強したんだ！　生体技師の資格だって取った！　だから、あんたが壊こわれたら私が直す！　私はあんた専属の整備士になる！」

「お、おい！　ティー！　お前！」

　慌あわてたような声を上げたリムジンに向かってティーは言った。

「心配なら、おじいちゃんもいっしょに来なよ！　みんなでアウトニア軍に協力すればいいんだ！　そうすれば心配ないよ！」

　そして、にっこり笑ってティーは叫んだ。

「だって、みんな、家族じゃん！」




　こうして、アウトニア軍と行動を共にすることになったジャンクスターの解体業者たちの手によってアウトニア軍の艦かん船せんや機動艇ていの稼か働どう率りつは飛ひ躍やく的に上がった。

　彼らは、旧式の推進機の構造やクセなどを知り尽つくしたその道のプロだったからである。

　この後、帝国軍との決戦において、フランチャイズされた各国から集められた、寄せ集めの種々雑多な艦船の群れが、一糸乱れぬ艦隊行動をとることができたのは、ひとえに彼らの働きによるものであることを知っている人間は少ない。
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「占うらない師？」

　夕食のとき、マリア姉さまが聞くと、ミリア姉さまが、はしゃいだように答えた。

「そうよ、収しゆう穫かく祭に来ている移動遊園地キヤラバン・パークの中にいるお婆ばあさんなの、すごくよく当たるってハイスクール中で大評判なのよ！」

　マリア姉さまは、冷静な目をしたまま聞いた。

「よく当たるって？　どうしてそれがわかるの？」

　ミリア姉さまは、興奮を抑おさえきれないといった様子で答えた。

「私が何も言わないうちから、私の目を見て『あなたは、普ふ通つうの女の子ではありませんね、何か特別の血筋のお方ですね』って言うのよ、周りにいた子もみんなびっくり、私なんか口をぽかんとあけちゃったもの。でね、私の運命の人は王子さまです、って言うのよ！」

　あ、私知ってるその占い師さんのこと。

　今日、クラスの女の子たちがみんなウワサしていた。

　ユーマで昨日からはじまった収穫祭は、今年一年無事に収穫できたことを神様に感謝するお祭りなの。

　今年採れたブドウで造ったワインの新酒ヌーヴオーをみんなで味わって大おお騒さわぎする、年に一度のお祭りで、このアウトニアだけじゃなくて、近くの星系の人たちも遊びに来るぐらい有名なんだ。

　……そうか、昨日のオープニングセレモニーに王家の全員が出席した後、ミリア姉さまだけが姿が見えなくなったと思ったら、自分だけぬけがけして、移動遊園地に行ってたんだ。

　マリア姉さまは、やれやれ、という顔をして答えた。

「占いっていうのは、遠い未来のことを予言することを言うのよ。隠かくしていることや、こちらが言いもしないことを言い当てるのは、占いとは言わないわ」

　ミリア姉さまは、不満そうな顔になった。

「でも、目の前にいる人間の言いもしないことを当てることができない占い師の言うことなんか、誰だれも信じないと思うわ。マリア姉さまはそんな占い師の言うこと信じるの？」

　マリア姉さまは、つん、と上を向いて答えた。

「私は、占いという非科学的もの自体を信じないことにしているの。過去の人類の歴史から見ても、王家という立場と、オカルトとか、心しん霊れいとかそういったものとが結びついたとき、決していい結果は生まれていないわ、ミリアも、もう少しシザーズ家の第二皇女だという自覚を持った方がいいわよ」

　ミリア姉さまが、拗すねたような目でマリア姉さまを見返して言った。

「お姉さまには夢がないわね、もっとも、成績優ゆう秀しゆうで、経済観念の発達したマリアお姉さまは、なんでもお持ちだから、夢なんて必要ないのかしら」

　マリア姉さまは、ミリア姉さまの視線を正面から受け止め、四歳年上の余よ裕ゆうで微笑ほほえんで見せた。

「ええ、私は王子さまなんかより、お金持ちの方がいいわ。どんなに格好いい王子さまでも経済的に無力なら願い下げよ。子供のあなたにはまだ、わからないかもしれませんけどね」

「私はもう十六歳よ、子供扱あつかいしないで！」

「十六なんて、まだ子供よ」

　ミリア姉さまが、斜ななめ前にいた私を指差して言った。

「子供っていうのはね、メイみたいな小学生のガキんちょのことを言うんだわ！」

　私は驚おどろいた。

　え？　私？　また、私に聞くの？

　マリア姉さまとミリア姉さまは口げんかをすると、必ず最後に私に話をふってこう聞く。

『メイは、どっちが正しいと思う？』って。

　どっちが正しいかなんてわからない。けど、マリア姉さまもミリア姉さまも必ず私の意見を聞きたがる。

　どうしてなんだろう？

　私が困って黙だまり込むのと、国王であるお父さまのたしなめる声が飛ぶのは同時だった。

「ミリア！　汚きたない言葉をつかうのはやめなさい！　『ガキんちょ』などと言う言葉は人前で使う言葉じゃない」

「はぁい、ごめんなさい、お父さま」

　父からたしなめられたミリア姉さまが、しょぼんとして下を向くのを見たお母さまが、微笑を浮うかべて言った。

「言こと葉ば遣づかいの怖こわいところは、普ふ段だんから使っていると、何かの拍ひよう子しに使ってしまうことがあるということよ。ミリアは男の子に負けないくらい元気だから、窮きゆう屈くつに感じるかもしれないけど、王家の一員として、帝てい国こくの他ほかの王族の方々や国家元首の方々の前に出る機会もこれから増えるでしょう。そんなとき、どこかの王子さまの前で『ガキんちょ』なんて口走ったら、どんな素す敵てきな王子さまも二度と話をしてくれないわよ」

「はい、気をつけます……」

「ほんと、ミリアはお調子者だから」

　マリア姉さまが勝ち誇ほこったように言うのを聞いたミリア姉さまは、顔を上げて言い返した。

「そりゃあ確かにマリア姉さまは、私なんかよりしっかり者ね。しみったれとかドケチとかいう言い方もあるけど、そういう言い方はよくないんでしょ？」

「誰がドケチよ！」

「あら、そのような言葉遣いは、いけませんわ、お姉さま。そういうときは『しっかり者』と言わなくては」

「あなたねえ、何が言いたいの！」

　そのとき、今まで黙ってやりとりを聞いていたチャマー兄さまが、ぽつりと言った。

「二人とも、ネコが脱ぬげてるよ」

　にらみあっていたマリア姉さまとミリア姉さまが、はっとしたようにチャマー兄さまを見たが、チャマー兄さまは、表情も変えずに言った。

「お母さまが言っているのは、外でネコをかぶるつもりなら、家の中でもかぶる練習をしておいたほうがいい、って意味だろ。最初っからかぶるつもりがないなのなら、存分にどうぞ。それよりも早く食べないとシチューが冷めちゃうよ」

　マリア姉さまが、小さくため息をついて言った。

「ねえ、チャマー、あんたそれでも十四歳？」

　ミリア姉さまが、付け足す。

「ほんっと、可愛かわいくないわねえ」

　チャマー兄さまは、肩かたをすくめたまま、返事をしなかった。




　夕食の後、二人のお姉さまはそれぞれ自分の部屋にもどって、リビングには私とチャマー兄さま、そしてお父さまとお母さまだけが残った。

　リビングのサイドテーブルの上に香こう茶ちやを入れたティーポットを運んできたお母さまが、ソファに腰こしかけると、ほっと、小さなため息をついた。

「マリアとミリアには困ったものね、ここ最近顔を合わせると口げんかばかり」

　お母さまがティーカップに香茶を注つぐ手元を見ながらお父さまが笑った。

「二十歳はたちのマリアには、四つ年下のミリアが子供に見える。逆にミリアからすれば、マリアはたった四つしか違ちがわないのに大人ぶって、と見えるんだろう。そういう年ごろなのだ」

「そうなのかもしれませんわね……」

　お母さまはそう言って、もう一度小さなため息をつくと、私の隣となりで、ネットビュワーのクイズ番組を見ていたチャマー兄さまの方を見て言葉を続けた。

「チャマーはチャマーで、子供らしくないことばかり言うし……」

　お父さまは、不思議な微笑を浮かべて答えた。

「あれは、男の子だよ。あの一見皮肉にとれる言い方は、シザーズ家の長男という自負が言わせているのさ」

　私は、横にいるチャマー兄さまの横顔をそっと見た。

　お父さまの言葉を否定するでもなくうなずくでもなく、チャマー兄さまは知らん顔をしたままクイズ番組を見ていた。

　チャマー兄さまは、来年の春に帝国軍の幼年士官学校に進むことが決まっている。

　帝国士官学校は、十六歳からなんだけど、マガザン帝国の王族や名門貴族の師弟には十五歳から入学できる幼年コースというのがあるのだそうだ。

　そこの生徒たちは全員親元を離はなれて寮りように入って生活する。

　私は、士官学校ってどんなところなのか知らないけど、大だい嫌きらいだ。

　最近、チャマー兄さまが機き嫌げんが悪いのは、その士官学校のせいだ。

　学校から帰ってきても、一人で本を読んだり、ぼーっと考えごとをしているばかりで、ちっとも遊んでくれなくなってしまったし、宿題を教えてもらいにいっても、

『自分でやれよ』

　って、めんどくさそうに言うだけで、何も言ってくれなくなった。今までは、何を聞いても優やさしく教えてくれたのに。

　……どうしちゃったんだろう？

　そんなことを考えていると、チャマー兄さまが突とつ然ぜん声を立てて笑った。

「え？　何？　どうしたの？」

　びっくりする私に向かって兄さまは、立体スクリーンを指差して笑いながら言った。

「このクイズで、コメディアンが、途と方ほうもない答えを言ったんだ。『帝てい国こく暦れき九百三十二年の帝国オリンピックは○○のために中止になった』って質問の○○の中に言葉を入れよ、って問題なんだけど、こいつ『雨天』って答えたんだ」

「それって、正解は『戦争』なんでしょ」

　私が、おずおずと答えると、兄さまは笑いながらうなずいた。

「そう、第四次桃もも星ぼし戦せん役えきがあったから中止になったんだ、なのに、どっかの開かい拓たく惑わく星せいの運動会じゃあるまいし『雨天』ってのはないよな『雨天』ってのは」

　ほっとした。

　兄さまの笑え顔がおを見るのは久しぶりだ。

　……そうだ、おもいきって、頼たのんでみよう。今なら機嫌がいいから、私の頼みを聞いてくれるかもしれない。

　私は兄さまの顔を覗のぞき込んで聞いた。

「チャマー兄さま、お願いがあるの、明日、一いつ緒しよに中央広場でやってる収しゆう穫かく祭の移動遊園地キヤラバン・パークに行って欲しいの！　お母さまが兄さまと一緒ならいい、って言うの」

　兄さまは、びっくりしたように目を見開いてから眉まゆをひそめた。

「お前と一緒にか？」

「ダメ？　だれかと約束しているの？」

「約束はしてないけど、僕はクラスの友達なんかと行くつもりだったからなあ……お前はお姉さまたちと一緒に行けばいいじゃないか」

「お姉さまたちも、それぞれ学校のお友達と行くんですって。私と一緒になんか行ってくれるわけないわ」

「だったらお前もクラスの友達と一緒に行けばいいじゃないか、一人で行くのじゃないならお母さまも大だい丈じよう夫ぶって言うだろう」

　お母さまは、お父さまと顔を見合わせてから困ったような顔をして言った。

「小学生以下の子供だけで収穫祭に行かせるのは、危険だってことで禁止されているのよ。確かにこのアウトニアでは、そんなに危ないことはないと思うけど、収穫祭はお酒も振ふる舞まわれるし、他の星系からもいろんな人が来るから、万が一、ってことがあったら困るでしょう？　だからチャマーがついて行くならいい、って言ったの。明日も辺境同盟の国こく賓ひんの方々が、たくさん来られるから、私もお父さまも王宮から出るわけには行かないのよ」

　そのとき、兄さまが言った。

「護衛が必要ならリドルさんについていってもらえば？」

　母さんは首を振った。

「それは無理よ、リドルさんは、侍じ従じゆうとして明日、この王宮で接待のお手伝いをしてもらわなきゃならないわ……」

　お母さまは、言葉を切ると少し考え込むような顔をしてから、ぽんと手を叩たたいて言った。

「そうだ、リドルさんの息子むすこさんたちに頼んだらどうかしら。ほら、要人警護専門の人たち、あの人たちから何人か回してもらったらどう？」

「え？　要人警護部隊って？　あの、サングラスしてる身体からだのでっかいオジサンたちのこと？　ダークスーツの下にマシンガン持ってる……」

　横から兄さまが付け足した。

「パルスサブマシンガンだけじゃないよ、足元に電磁ブレードナイフと、腰こしには視覚喪そう失しつガスグレネードランチャーも標準装備してる」

　頭の中に、ものものしいオジサンたちをぞろぞろ引き連れて移動遊園地を歩く自分の姿が浮うかんだ私は、あわてて首を振った。

「じゃあ、いい。それならお祭りに行かないで我が慢まんする」

　……場ば違ちがい。ってゆーか、そんなことしたら周りの人たち絶対ひくと思うもの。

　私たちの話を聞いていたお父さまが、うなずいた。

「いくら危険だとはいえ、小学生の娘むすめのそれも私的な遊びに、特とく殊しゆ部隊は大げさだな。まして護衛をつければ公費を使うことになる。国民の税金をそんなことに使うのは感心しないな」

　チャマー兄さまは、お父さまの方をちらっと見て、ひょい、と肩かたをすくめて言った。

「仕方ないな、メイ。僕がついていってやるよ、明日、学校が終わったら、校門のところで待っていろ、迎むかえに行ってやる」

「本当？　本当にいいの？」

「ああ、王家でできることは王家でする。王家のすべては国民の税なれば、湯水のごとく使うはこれ、許されず、ってことさ」

　チャマー兄さまの答えを聞いたお父さまは、満足そうにうなずいた。




　そのあと、兄さまは明日の予習があるから、と言って、さっさと部屋に行ってしまった。

　リビングには、両親と私だけが残された。

　夕食のときと比べると、部屋の中がすごく静かに感じられる。

　やがて、お母さまがぽつりと言った。

「何か……寂さびしい気がしますわ……子供たちが大きくなるというのは、親としてうれしい反面、寂しいということでもあるのですね」

　お父さまが、静かに答えた。

「仕方ないさ、親の宿命だよ。今のうちに慣れておかんとな。これで、マリアに来ている縁えん談だんが、本決まりになったら、家族が一人減ることになるのだから……」

　私はびっくりした。

　マリア姉さまはまだ二十歳はたちだ。そりゃあ確かに大人だけど、縁談が来ているなんて思ってもいなかったからだ。

「ねえ、お父さま！　マリア姉さま、お嫁よめに行っちゃうの？」

『しまった』という顔をしたお父さまを、お母さまが軽くにらんで言った。

「あなたは、家の中だと、本当にうっかりしすぎです。まだ本決まりでもないうちから外に漏もれたらどうするんですか？」

「すまんすまん、つい、うっかりした。メイがいるのを忘れていたよ」

　お父さまは頭を搔かきながら頭を下げた後で、私に向かって言った。

「これは、まだ正式に決まったわけではないから、ミリアにもチャマーにも内ない緒しよにしておいてくれ。いいね？　家族にも内緒なんだから他ほかの人に話すなんてことは絶対にダメだし、モニターカメラのある場所でも話してはダメだ。国民に噓うそをついたり、国民の目を欺あざむくことが王家として許されないことは言うまでもないが、まだ、これは国民に知らせることのできるレベルではなく、私たちのプライベートなレベルなのだ。わかったかい？」

　私はうなずいた。

「はい、わかりました、秘密にします」

　お父さまはしばらく私の顔をじっと見つめていたが、やがてため息をついてつぶやいた。

「……メイ、お前なら大だい丈じよう夫ぶだと思う。お前は一見、のんびり、ほわん、としているように見えるが、頭の中では人の倍も三倍も考えを巡めぐらしている子だ。考えなしで自分の感情に任せて動くような子じゃない。ある意味で、その辺にいる大人より大人な考え方ができる、と私は思う。だからお前に話すんだよ、私を失望させないでおくれ」

　私は緊きん張ちようした。

　そして、お父さまのことを、ちょっとずるい、と思った。

　だって、こんなふうに言われたら、誰だれだって絶対に秘密を守らなきゃいけないってと思う。軽々しく他人に話すことなんかできっこない。

　でも、これが、お父さまとお母さまがいつも言っていた「王家の義務」というものなら、それは私も背負うのが当然なんだわ。

　息を止めて、お父さまの顔を見て、私は言った。

「お父さまの信しん頼らいを裏切ることはしません……王女として、絶対に」

　そのとたん、私の顔を見て、お父さまとお母さまが噴ふき出した。

「メイ、そんなに思いつめなくていいわよ、なんかものすごい国家機密を打ち明けられたんじゃないか？　って顔してるわよ」




　お風ふ呂ろに入って、自分の部屋にもどった私は、ベッドにひっくりかえって天てん井じようを見上げながら、お父さまが話してくれたマリア姉さまの縁談のことを考えていた。

　……そうか、マリア姉さまが結けつ婚こんするんだ。

　マリア姉さまのお婿むこさんって、どんな人なんだろう。結婚式なんかで誓ちかいのキスとかするのかな……。

　そう、考えたとき、妙みように胸がどきどきした。

　私が好きになる人って、どんな人なんだろう？　私もその人とキスとかするんだろうか？




　次の日、小学校のクラスの仲間たちはみんな妙にはしゃいでいた。

　それもそうだと思う。だって、年に一度のお祭りが、目の前の広場で繰くり広げられているんだから。

　クラスのみんなが心ここにあらず、って顔をしているのが、先生たちにもわかっていたのだろう、この日の授業は雑談みたいなお話ばかりだった。

　そして、学校の時計台の終業の鐘が響ひびくのと同時に、その音を搔き消すほどの歓かん声せいが教室に響いた。

　クラスのみんなが、我れ先に教室から出ていく。

　一番最初に飛び出した男の子は、今日、通学リュックを持たないで登校してきた子だ。

　当然、先生に怒おこられていたけど。

　学校の廊下と昇しよう降こう口ぐちは、生徒であふれていた。

　みんな、ワクワクした顔つきで目を輝かがやかせている。

　一年で一番楽しい時間がまっているんだもの、あたりまえよね。

　私は、仲のいい友達に見つからないように、そっと教室の片かた隅すみに行って、通学リュックに荷物を入れ、みんなが出ていくのを待ってから最後に教室を出た。

　もし、友達に見つかったら、絶対に一いつ緒しよにお祭りに行こう、って話になるに決まっている。

　でも、今日、私はチャマー兄さまと遊園地に行くって約束していた。

　だから、顔をあわせたくなかったんだ。

　校門に急ぐと、チャマー兄さまが、もう待っていた。

　下校していく小学生が、挨あい拶さつするたびに、きちんきちんと応こたえている姿を見ると、なんだかんだ言っても、兄さまは真面目まじめなんだな、と思う。

　そんなことを考えていると、兄さまが私のことを見つけて手を挙げた。

「メイ！　遅おそいぞ」

「ごめんなさい！」

　そう言って私が駆かけ寄ろうとしたとき、クラスメイトの女の子たちの歓声が聞こえた。

「あーっ！　チャマーさまだ！　メイ！　一緒に移動遊園地キヤラバン・パークに行くの？」

「いいなあ！　私たちも連れてってよ！」

「チャマーさまがエスコートしてくれるなら安心だもの！」

　振ふり向くと、そこにクラスメイトの女の子たちがいた。

　私とは仲良しで、気き兼がねなくなんでも話せる友達だ。

　女の子たちは、目を期待に輝かせて私とチャマー兄さまを見つめている。

　……どうしよう。

　私は迷った。

　仲のいい彼女たちと一緒に、移動遊園地に連れていって、とたのんでも兄さまは怒おこったりしないだろう、快くエスコートしてくれると思う。

　……でも。

　それは、私がイヤ。

　私は、兄さまと二人で移動遊園地に行きたかった。

　だって、兄さまはもうすぐ家を離はなれて士官学校に行ってしまう。

　離れ離れになっちゃうんだ。

　一生会えないわけじゃないことはわかってる、でも、ずっと一緒にいた家族がいなくなるんだ。

　私、昨夜ゆうべ夢を見た。

　チャマー兄さまが、いない夢。

　いつも学校から帰るとそこにいた人。いろんなことを話していた人が、そこにいないんだ。

『あのね、今日ね、学校でね、兄さまのことをみんながね……』

　そう言おうと思っても、その相手がそこにいないんだ。

　気が付くと、私、泣いてた。




　だから、だから、私、今日は兄さまと一緒にいたい。

　私は、クラスメイトの女の子たちを見た。

　……断ったら、きっとみんな気を悪くすると思う。

　でも、私、今日だけはわがままを通したい。今日だけは。

　私は思い切って言った。

「だめ。今日はチャマー兄さまは、私専用なの」

　兄さまは、ちょっと驚おどろいたように私を見た。

　きっと、私が、そんなことを言うとは思わなかったんだと思う。

　いいの。

　今日は、私、わがまま王女モードなんだから。




　移動遊園地は混雑していた。

　収しゆう穫かく祭は年に一度の、アウトニア最大のお祭りで、この日に合わせて休業する企き業ぎようや事業所も多いから、当然と言えば当然なんだけど、やっぱりこの移動遊園地のアトラクションがすごいからだと思う。

　この移動遊園地は、名前のとおり、そこに作られているわけじゃなくて、こういったお祭りとかイベントのときに、仮設の施し設せつを作ってアトラクションを並べ、お客さんを呼ぶもので、大昔にサーカスと言われていたものと同じようなものなのだそうだ。

　移動遊園地に近づくと、白い外がい壁へきに青いとんがった屋根がついた塔とうがいくつも空に向かって立ち並ぶ、絵本に出てくるようなお城が、目の前に迫せまってくる。

　三次元映像だってことは知ってるけど、なんとなくわくわくする。




　入場料金の徴ちよう収しゆうブースには身分証明書かクレジットカードが必要だった。

　多くの人があつまるこういった場所はテロリストの目標になりやすいために、そうやって簡単なセキュリティシステムを設けるようにしているらしい。

　兄さまが、持っていた身分証明カードを入場料徴収システムのスリットに差し込むと、データを読み取ったのだろう、徴収ブースに立っていたシルクハットをかぶり、タキシードを着たバイオノイドらしい男の人が目を丸くした。

「お客さま！　ＶＩＰパスポートをお渡わたししますので、お待ち下さい！」

　兄さまは、怪け訝げんな顔をして聞いた。

「ＶＩＰパスポートって、どんな物？」

　バイオノイドは、にっこり笑って言った。

「さまざまな特典がございます。どんなアトラクションも、待ち時間なしで優先的にお楽しみできますし、当パーク内での飲食その他一いつ切さいのサービスを無料でお受けになることができます。これは、我々から、この国の王家に対する感謝の念をあらわすものでして……」

　兄さまは、一生懸けん命めい説明しようとするバイオノイドの言葉をさえぎって言った。

「いらないよ、今日は個人として来たんだから」

　バイオノイドは眼めを見開いた。

「しかし、王族の方にＶＩＰパスポートをお渡ししなければ、後でわたくしが叱しかられます！　現に昨日、王女さまに断られまして、その件で怒おこられたばかりでございます……」

　……そうか、やっぱりミリア姉さまも断ったんだ。

　兄さまは、にっこり笑って言った。

「君の電子脳に音声画像記録モードはついているかい？」

「え、ええ、チケット徴収用に作られておりますので、そういった機能はしっかりと……」

「そうか、じゃあ記録してくれ、いいかい？」

　そう言った後で兄さまはバイオノイドの眼を見て胸を張って言った。

「このパークの営業責任者の方にお伝えします。私はアウトニア王家のチャマー・シザーズ、そしてこの子は私の妹のメイ・シザーズです。このアウトニアでは、王族は公的な行事に参加するとき以外はすべて一いつ般ぱん国民と同じ扱あつかいを受けることになっています。もし、ＶＩＰパスポートのようなサービスがあるのなら、体の不自由な人や、お年寄りなどにさしあげて下さい。また、この件でこのバイオノイドさんを叱しつ責せきすることのないようにお願いします」

　兄さまは一礼した後でバイオノイドに向かって微笑ほほえんだ。

「これで大だい丈じよう夫ぶだろう？　さあ、通してくれ」

　バイオノイドは、びっくりしたような顔で私と兄さまを見て、頭を下げた。

「まことに申し訳ありません、私の経験値にも、応接マニュアルのデータベースにも、このような王族の方の対応は記録されておりませんでしたので……」

　兄さまは、もう一度にこっと笑って言った。

「覚えておいてくれ、これがアウトニア流なんだ」




　入り口のゲートをくぐると、そこは別の世界だった。

「わあ、すごい！」

　私は思わず歓かん声せいを上げた。

　ここが、いつもの中央公園の広場だなんて信じられない。

　色とりどりの旗、風船、そして紙ふぶきとテープ。

　にぎやかなストリートオルガンの音に合わせて踊おどるテクノドールの軽かる業わざ師たち。

　バターポップコーンの匂におい。コットンキャンディの甘い匂い。

　そして、アウトニア中の人が集まってきているんじゃないかと思うほどの数の人々。

　家族連れ、カップル、子供、高校生、中学生、白はく髪はつのおじいちゃんとおばあちゃん。

　誰だれもがみんな楽しそうに目を輝かがやかせている。

　いいな、遊園地って。

　どうしてこんな楽しい場所が、一週間で終わっちゃうんだろう、一年中やってくれればいいのに。

　アトラクションに使うチケットを交こう換かんしているチャマー兄さまを待ちながら、そんなことを考えていると、すぐ隣となりにある。コットンキャンディの露ろ店てんで、若い男の人と女の人のカップルが、キャンディを買っていた。

「俺、これ好きなんだよな、買っていいだろ？」

「ダメよ、子供じゃあるまいし、手がベタベタになるでしょ」

「大丈夫、ちゃんとウェットティッシュ持ってきたんだ。段取りがいいだろう、俺っていい夫になると思わないか？」

「仕方ないわね……おいくらですか？」

　露店のおじいさんは、にやっと笑って答えた。

「男が買うなら月収三ヶ月ぶん、と答えるところじゃが……五百クレジでええぞ」

　女の人はにっこり笑って言った。

「もうちょっと安くして、今月ピンチなの」

　おじいさんは、やれやれ、という顔をして答えた。

「仕方ない、四百で……まったく世の中も変わったわい……昔は逆だったのに」

　そのやりとりを聞いていたら、チャマー兄さまが私の腕うでをひっぱった。

「さあ、行くぞメイ。今日はお前が主役だ、最初にどこに行きたい？　ローラーコースターかい？　それとも恐きよう怖ふの館やかたでゾンビと闘たたかう？」

　私はあわてて答えた。

「それもいいけど……今日はどうしても行きたいところがあるの」

　チャマー兄さまは、ちょっと驚おどろいたような顔をしてから、にっこり笑ってうなずいた。

「わかった、じゃあまず、そこに行こう……あそこに遊園地の配置図があるから、それを見てごらん」

　兄さまの指差したところに、この移動遊園地キヤラバン・パークのアトラクションの一覧が並んでいた。

　上から見た全体像の中にそれぞれのアトラクションの内容が立体映像で浮うかび上がるようになっている。

　私は一生懸けん命めい去年のアトラクションを思い出していた。

　……間ま違ちがいないわ、今年は増えているみたい。

　そのとき、横にいた兄さまが、興奮したような口調で言った。

「へえ、あのシミュレーションに使ってる機動服は本物だ、型は古いけど……きっと払はらい下げを使っているんだな」

　兄さまの見ている先に、「宇宙の戦士」と書かれたアトラクションがあり、その立体映像の中には、ネットニュースで見たことのあるような機動服が歩き回っている映像が浮かんでいた。

　動き回る機動服の背景が、ジャングルになったり、砂さ漠ばくになったり、廃はい墟きよになったり、そして宇宙空間になったりするのを見た兄さまは、もう一度小声で叫さけんだ。

「無重力戦せん闘とうまであるんだ、本物並みだな！」

　私は子供みたいに目を輝かせている兄さまの横顔を見て思った。

　……来年になったら、嫌いやでも本物に乗れるのに、なんでこんな所でも乗りたいって思うんだろう？　男の人って、よくわかんないな。

　私の視線は、全体像の中をさまよっていたけど、すぐに目的地を見つけた。

　兄さまが興奮して見つめている戦闘シミュレーションの隣にある、占うらないの館だ。

　ゆうべミリア姉さまが興奮して話していた、良く当たる占い師のおばあさんがいるという占いの館。そこが今日、私がこの移動遊園地に来た目的だった。

　マリア姉さまが結けつ婚こんすると聞いたとき、私の心に浮かんだのは、私の結婚相手はどこにいるんだろう？　ということだった。

　今、この瞬しゆん間かんに、その人は私と同じ世界で私と同じように生きているんだと思うと、なんか不思議な気がする。

　そういう人がいるんだと思うと、胸の奥がきゅっと締しめ付けられたような気分になる。

　だから、私は知りたい。

　その人はどんな人なのか。

　そして、私はその人とどんな出会いをするのか。

　私は、移動遊園地の地図の上にある占いの館を指差して言った。

「私、この占いの館に行ってみたいの。ここだけでいいの。終わったら、兄さまは隣の機動服シミュレーションに行っていいから、ここだけ一いつ緒しよに行ってくれる？」

　兄さまは、ひょいと肩かたをすくめて言った。

「占いの館って、あれだろう？　夕べミリア姉さまが言っていたところ……女の子って本当にそういったものが好きだよなあ……いいよ、一緒に行こう」

「本当？」

「ああ。行くぞ、迷まい子ごにならないようにしろよ」

「うん！」

　私は、先に立って歩き出した兄さまの背中を眺ながめながら、きっと兄さまはいいよ、って言ってくれると、心の中で予想してたのを思い出した。

　そして、その予想が当たったのがうれしかった。




「すごい人……」

　……の数。という言葉が出なかった。

　占いの館の前には、それくらい人が並んでいた。それも、女の人ばかり下は私くらいの小学生から上は五十歳くらいのおばさんまで。

　兄さまも、感かん嘆たんしたような声を上げた。

「こりゃあ、軽く二時間は待つことになりそうだね……どうする？」

　私はうなずいた。

「私、待つ。そのために来たんだもの」

「そうか、じゃあ並ぼう」

　兄さまはそう言うと、列の最さい後こう尾びに向けて歩き出した。

　列の最後尾は、隣となりの機動服シミュレーション「宇宙の戦士」の入り口まで続いていた。ちょっと見るとどっちのアトラクションの列なのかわからなかったけど、列の一番後ろに『占いの館やかた最後尾』と書かれたプラカードを持ったピンクのウサギのテクノドールが立っていた。

　そのテクノドールの胸のところにはモニターがあって、そこには『ただ今いま二時間待ちです』という表示が出ていた。

　兄さまが私の顔を覗のぞき込んで言った。

「どうする？　二時間ここで待つ？　それとも他ほかに行く？」

　そのとき、テクノドールが話しかけてきた。

『もう少しお待ちいただければリザーブシステムの順番が回ってきます。予約カードをお渡わたしして、順番が来たらお呼びするシステムでして、登録さえしていただければ、行列する必要はありません。待ち時間に他のアトラクションを楽しむことができますよ』

「その、リザーブシステムの順番が回ってくるまでどれくらい待つの？」

　テクノドールのウサギさんは、こく、と小首をかしげたあと、かくんとうなずいて答えた。

『リザーブシステムのカードを受け取るまで、約三十分ですね、この行列はそのシステム受付のための行列です』

「うへえ……」

　兄さまがうんざりした顔をした後で、隣にある「宇宙の戦士」の看板をちらっと見上げた。

　……きっと、あの機動服に乗ってみたいんだろうな。

　私は兄さまに言った。

「私、ここで待ってるから、兄さまはあのアトラクションに行ってくれば？　二人で並んでる必要ないよ、だって兄さまは占いに興味ないでしょう？」

「でもなあ、お前を一人にして僕だけさっさと自分の好きなアトラクションに行くわけにはいかないよ」

「そんなことないよ、大だい丈じよう夫ぶ。昼間だし、こんなにいっぱい人がいる中で変なことなんかないよ。暗いところとか、人目につかない場所に行かなければ一人だって平気。私だってもう十二歳なんだから」

　兄さまはにこっと笑って首を振ふった。

「もう十二歳、じゃない。まだ十二歳だ」

「でも……」

　二人で言い合っていると、後ろにいた二十歳はたちくらいの髪かみの長い女の人が声をかけてきた。

「チャマーさま、メイ王女さまは、私たちが一いつ緒しよにいますから大丈夫ですよ」

「ええ、私たちは、マリア王女さまと同じゼミに通ってるクラスメイトなんですよ」

　どうやらその人たちはアウトニア王立大学の学生さんらしかった。

　兄さまは、その人たちと私の顔を見比べたあとで、学生さんたちに頭を下げた。

「すみません、じゃあ、メイをお願いします」




　そして、兄さまがアトラクションから帰ってきたころ、私はやっとリザーブシステムの受付の前まで来たところだった。

　兄さまはあきれたように言った。

「とっくに予約が終わってると思っていたのに、まだこんなところなんだ」

「だって、すごい人気なんだよ、この列の後ろの人は今日はもう時間切れなんだけど、明日の順番待ちに並んでる人がいるんだから」

　兄さまは、行列の先にある占うらないの館を見てつぶやいた。

「なぜ、こんなに人気があるんだろう？」

　兄さまの言葉を聞きつけた学生さんが笑いながら言った。

「やっぱり、よく当たるからじゃないですか？　当たらない占い師には行列はできないと思いますわ。昨日私の友人が何人もここで占ってもらったそうですが、あの館の中には三人の占い師がいて、その誰だれもが同じように水すい晶しよう球を覗き込んだあと、こちらが言いもしないことをぴたりぴたりと言い当てるのですって。年ねん齢れいだけじゃなくて生まれた月や家族の数とか。ほんと、凄すご腕うでの占い師ですよね」

　私は夕べ、ミリア姉さまが言っていたことを思い出しながら言った。

「それってすごいね。年齢とかなら見た目で予想はつくかもしれないけど、生まれた月や家族の数まで当たるんだ」

　その私の言葉を、兄さまは聞いていなかった。ただ、怪け訝げんな顔をしたまま考え込んでいるだけだった。

「どうかしたの？」

　私が聞くと、兄さまは、小さくうなずいて独り言のようにつぶやいた。

「……個人情報だな」

「え？」

　私が聞き返すと、兄さまは真しん剣けんな顔で私を見て言った。

「お前はここにいろ、僕はちょっと調べることがある」

「調べるって？　何を？」

「パトラと会話できる端たん末まつを探して、ちょっと確かめてくる。お前はここにいなさい」

　兄さまはそう言い残すと、行列から出て、どこかに行ってしまった。

　……どうしちゃったんだろう？　パトラと話があるとか言っていたけど……パトラって、アウトニアの行政担当電子人格のパトラだよね。戸こ籍せきとか住民登録とか健康保険とか、そういったアウトニアの国民に関するすべての記録業務をやっている。

　なんで、急にパトラと話があるなんて言ったんだろう？




　チャマー兄さまがもどってきたのはそれから十五分ぐらい過ぎてからだった。

　兄さまはちょっと怖こわい顔をして私のところに来ると、私の手をひっぱって言った。

「メイ、家に帰ろう。こんなところにいるのは時間の無む駄だだ」

「え？」

　私は、わけがわからなかった。

「どうして？　なんで時間の無駄なの？」

　チャマー兄さまは私の顔を見つめると、声をひそめて言った。

「これは、占いなんかじゃないからだ、さっきパトラに確かく認にんして、カラクリがわかったんだ。さあ、帰るぞ」

　そして兄さまは私の手を引っ張って歩き出した。

「ちょ、ちょっと待って！　せっかく並んだのにここで帰るなんて、いや！」

　兄さまは私の言葉を聞いていないようにずんずんと歩き、そして行列から少し離はなれたところまでくると、くるりと振ふり返った。

「メイ、よく聞け。あの占いはインチキなんだ」

「え⁉」

　両手を口に当てて小声で叫さけんだ私を見て、兄さまは首を振った。

「ウソじゃない。あれはこの移動遊園地キヤラバン・パークに入るときに使ったセキュリティシステムの身分証明データを流用しているんだ。おそらく占い師のおばあさんが覗のぞき込む水晶球がスクリーンになっていて占ってもらうお客さんの個人情報が映し出されるようになっているんだと思う」

「でも、そんなの無理だよ。だってこの移動遊園地に入場する人はいっぱいいるけど、全部があの占いの館やかたに行くわけじゃないよ、どうして目の前にいる人のデータを呼び出せるの？」

「リザーブシステムさ。入場券を差し込んで予約するだろう？　そのときに予約した人間のデータがわかる。そして順番もね、後は順番どおりに映し出された個人情報を読み取って告げるだけでいい。何月生まれで、兄弟は何人、家族の数、全部ぴたりと当てることができるんだ」

　私は思わず両手で顔をおおった。

　悲しかった。信じていた人に裏切られたような、そんな気がして、涙なみだが出てきた。

　チャマー兄さまは、困ったように言った。

「おい、泣くなよこんなところで。なんで泣くんだよ……僕が悪かったのなら謝るからさ」

　私は首を振った。

「違ちがう！　兄さまのせいじゃないの……なぜ悲しいのかわからないけど、涙が出てくるの……」




　王宮に帰ったチャマー兄さまから、このことを聞いたお父さまは、眉まゆをひそめて考え込んだ。

「そうか……セキュリティシステムの個人情報をそんなところに流用しているのか……」

「アウトニア国民の個人情報の悪用は、即そつ刻こくやめさせるべきだと思います。父上、早さつ急きゆうに治安局にお伝え下さい」

　勢い込む兄さまを見て、お父さまは静かに言った。

「悪用、とまでは言えないだろうな。移動遊園地に入園する際に身分証明書を示し、それとアウトニアの住民登録データとを確認するシステムリンクは、治安当局で認めたものだ。本来の目的以外に使用するのだから流用と言うべきだね」

「でも、それは正しい使い方ではありません。それに、占うらないに名を借りて国民を騙だますことに変わりはないはずです！」

　お父さまは微び笑しようを浮うかべて兄さまに答えた。

「騙すという言い方は穏おだやかではないな、チャマー」

　兄さまは憤ふん慨がいしたように答えた。

「国民に偽いつわりを申し立て、その対価を要求する行こう為いは、騙しているのと同じではないですか！　父上はその行為を見み逃のがすと言うのですか？　それが王家として正しいあり方だとおっしゃるのですか？」

　お父さまは、ゆっくりと立ち上がると、兄さまを見て言った。

「確かにお前の言うとおり、あの占いは、客の個人情報を事前に入手して、それを告げていた。しかし、それは占いというものに説得力を持たせるためにやっていた行為だ。いわば本来の占いの飾かざりつけにすぎないのだ」

「でも……それは道義的に許されることではありません」

　お父さまはうなずいた。

「たしかに、そのとおりだな。しかし、本当に許されない行為とは、人間の心の中にある説明のつかないものを信じたがるという本能に付け込んで、相手を脅おどす行為だ。このままではあなたは死ぬ、家族が病気になる、一族に不幸が訪おとずれる……そうやって相手を脅し、その災わざわいから逃のがれたければお守りを買え、寄付をしろ、と言って金品を要求する行為は絶対に許されない。実を言うとあの占い師の集団についてはすでに、治安局に調べさせてあったのだ。あの占い師は、占い自体はきわめて穏おん当とうなことしか言っていない。

　未来に不安を持っている人間には力づけの言葉を、そして自信満々な人間……うちのミリアのような子には、戒いましめを与あたえ、そして、未来に希望を持つように、とな。だとすればそれを禁止する理由はないとは思わんか？」

　不満そうな顔をしたまま黙だまり込んだ兄さまに、お父さまは真面目まじめな顔で言った。

「世の中には、占い師を必要とする人間がたくさんいるのだよ。誰だれもがみんなマリアのように強く、お前のように理性的というわけではないのだ。何かをしたいけどこの先に何があるのかわからないからその一歩を踏ふみ出せない。そういった人たちの背中をぽんと押す一言を待っている人がたくさんいる。お前が想像する以上にな。占い師はその一言を言うために存在し、そしてお客は、その一言を聞くために並ぶのだ。

　個人データの流用に関しては、使用後に完全に消去するように指示を出しておいた。最後にこのアウトニアを離れるときに移動遊園地のメインデータを検けん索さくして消去を確かく認にんするつもりだよ……それにしても、よくそこまで調べたな、チャマー。そういったいろいろなことに疑問を持ち、調べ、探求するという姿勢は、賞賛に値あたいする行為だ。父さんはうれしいな」

　チャマー兄さまは、複雑な微笑を浮かべて一礼した。

「ありがとうございます……」

　その顔つきを見て、お父さまはもう一度笑いかけた。

「大人にはかなわない、と思っているかもしれないが……それは違うぞ。お前は大人に近づいたということだ。同じ土俵に上がってきたんだ。胸を張っていい……」

　そして、お父さまはにやっと笑って言葉を付け足した。

「お前も一度占ってもらうといいかもしれないな、信じるかどうかはお前次し第だいだからね」




　そして、収しゆう穫かく祭は日曜日の夜のグランドフィナーレの大花火大会で幕を閉じた。

　夜空を照らし出す何発もの花火を王宮の二階のバルコニーから見上げながら、私はぼんやりと占いの館やかたのことを考えていた。

　結局、あのあと私は一度も占いの館には行かなかった。

　チャマー兄さまが見破ったからくりのせいで、なんとなく裏切られたような、神秘性がなくなったような感じがして、行く気にはなれなかったからだ。

　でも、打ち上げられる花火を見ているうちに、ちょっと残念なような気がしてきた。

「並んでもいいから、行っておけばよかったかな……」

　私のその独り言を聞きつけたマリア姉さまが振ふり返った。

「え？　何か言った？」

　私は慌あわてて首を振った。

「ううん、なんでもない、独り言」

　マリア姉さまは優やさしい微笑を浮かべて言った。

「メイは、本当に夢見て生きてるような優しいところがあるから、私心配よ」

「え？」

　そして、マリア姉さまは私の頭に手をのせて言った。

「もし、私がお嫁よめに行っちゃったら、お父さまとお母さまをよろしくね。あなたは末っ子で、最後までこの家にいることになる。だから、私やミリアやチャマーの分も親孝行して欲しいのよ」

「マリア姉さま……」

　頭の上にのったマリア姉さまの手のひらから、体温がゆっくりと伝わってきて、思わず私は下を向いてしまった。

　……涙なみだがこぼれそうだったから。

「ほらほら、すぐにそうやって泣くんだから。だから心配なのよあなたって。顔を上げなさい」

　私は顔を上げた。

　マリア姉さまの優しい顔が花火の光の中に浮かび上がって見えた。

　私は、その微び笑しようを一生忘れないと思った。




　月曜日、学校の教室からは、取り壊こわされていく移動遊園地キヤラバン・パークの施し設せつが見えた。

　アウトニアの収穫祭が終わると、あの移動遊園地はすべてのアトラクションをコンテナに詰つめて、衛星軌き道どう上にある専用の宇宙船に積み込み、次の興行地に向かうのだそうだ。

　少しずつ取り壊されていく移動遊園地を見ているうちに、私は、なんだか悲しくなってしまった。

　夕べ、マリア姉さまから言われた言葉が頭の中で回っていた。

　マリア姉さまがお嫁に行くということは、家から出ていくってことなんだ。

　チャマー兄さまだけじゃない、マリア姉さまもいなくなるんだ。

　私は、取り壊されていく遊園地が、私たち家族のように見えて、たまらなく不安だった。

　フライングタワーとか、シャトルシミュレーターのような大きなアトラクションから片付けているのだろう、小さな占うらないの館は、そのまま残っていた。

　その建物を見たとき、私は学校帰りにあそこに行ってみようかと、考えていた。

　もうとっくに終わってしまっているアトラクションだから、誰もいないかもしれない、でも、もし占い師さんがいたら、話をしてみたい。

　門もん前ぜん払ばらいされて追い返されるかもしれないけど、それでも私は行ってみたかった。

　私は聞いてみたかった。

　自分の結けつ婚こん相手のことじゃなくて、私たちの家族のことを聞いてみたかった。

　私たちの家族はこれからも幸せでいられるのかどうか、それを。

　きっと誰だれかに言ってもらいたかったんだと思う。

　たとえ離はなれても幸せは続く。

　だから、心配いらないんだよ、って。




　移動遊園地を囲っていたフェンスは、工事用の機械が出入りするためなのだろう、何箇か所しよかで取り外されていたので、私はそこから移動遊園地の中に入った。

　中には、黄色い工事用のヘルメットをかぶった作業用のテクノドールやバイオノイドたちが、忙いそがしそうに歩き回っていたけど、私はまっすぐ占いの館に向かって歩くことにした。

　こういうとき視線を動かしてきょろきょろしていると、かえって人目につくということを本で読んだことがあるから、その本に書いてあったとおりにやってみた。

　うまくいった。

　私は誰からも声をかけられずにまっすぐ占いの館やかたの前にたどり着くことができた。

　でも……。

　入り口の前まで来て、足がすくんでしまった。

　目の前にある扉とびらを開ける勇気が湧わいてこない。

　心の中で二つの声が言い争ってる。

『なにやってるのよ、ここまで来たんでしょ、だったらあとはドアを開けるだけじゃない』

『でも、どう見たって営業は終わってるのよ、非常識よこんなこと。あなたは王女なのよ、もっと立場を考えたほうがいいわよ』

　その二つの声で揺ゆれていたそのとき、いきなりドアが開いた。

　目の前に立った人ひと影かげに向かって私は思わず叫さけんでいた。

「占ってください！　お願いします！」

　男の人の声がした。

「……営業は昨日で終わりなんじゃよ……悪いがね」

　顔を上げると、そこに民族衣い裳しよう風の一風変わった服を着た七十歳くらいのおじいさんが立っていた。

　そのおじいさんはすまなそうな顔で言った。

「この占いは大評判で、順番が回りきれなかった方がいらしたということを聞いたが、残念なことに、もうすべてのシステムを落としてしまったのでな、占いたくともできんのだ」

　私は首を振ふった。

「個人情報のデータなんてなくていいんです。私、本当の占いの言葉が聞きたかったんです」

「お嬢じようさん……どこからそれを……」

　おじいさんはびっくりしたように目を見開いてそう言った後で、何かに気付いたような顔をした。そして、急に態度が変わった。

　今まではどこにでもいる人のよさそうなおじいさんだったのに、急に威い厳げんが増したような気がした。

　おじいさんはゆっくりとうなずいた。

「わかった、では、入ってきなさい。あなたは特別の人だからな」

　私は、びっくりしたのと同時に、このおじいさんもきっと私の個人データを見たことがあるんだ、と考えた。

　占いの館の中は、うす暗かった。

　黒いビロードの布でおおわれた壁かべには、ところどころスパンコールが縫ぬい付けられていて、それが時々光った。

「お座りなさい」

　おじいさんは、テーブルの前にある椅い子すを示して静かに言った。

　私がその椅子に座ると、おじいさんは私の真向かいに座った。

　黒い布がかかっているテーブルの上には、何も載のっていなかった。

　水すい晶しよう球もタロットカードも、細かな竹の棒も天眼鏡も、およそ占うらないにつきものの道具が何一つなかった。

「あの……水晶球とか、カードとかは使わないんですか？」

　私が聞くと、おじいさんは笑った。

「ああいったものは、雰ふん囲い気き作りと、客の関心を引くための小道具じゃよ。本当の占いは顔を見るだけでわかるのじゃよ……ところでお嬢さん、あなたは運命を変えることができると思うかね？」

　私は少し考えてから言った。

「よくわかりませんけど……運命じゃなくて未来なら……変えられるような気がします、終わってしまったことは変えられないけど、これから先のことは変える可能性があると思うんです」

　おじいさんはうなずいた。

「そうじゃよ、可能性は無数にある。それぞれの人の前に、そして人類という存在の前にも可能性はある。それを信じるものにこそ未来はあるのじゃよ……さて、お嬢さん、何を占ってもらいたいのかね？」

　私は目をつぶって、そして言った。

「私たち家族は幸せになれますか？」

　おじいさんは無言だった。

　私はそっと目を開いた。

　おじいさんは腕うでを組んだまま考え込んでいた。

　そして一分以上過ぎたころ、やっとおじいさんは言った。

「その答えは難しい。幸せかどうかは、他人が計ることができる基準はないからだ。他人から見たら悲ひ惨さん極きわまりない運命でも、当人が満足し、幸せだったと満足しているのなら、それは幸せなのだろう。この先お嬢さんの家族を大きな試練がいくつも襲おそうだろう、順風満まん帆ぱんな未来とは限らない。しかし、どんな嵐あらしが来ようとも最後にたどり着く場所には幸福が待っている。それはある意味嵐を乗り越こえたものでなければわからない幸福かもしれないな……そしてその幸福の場所に行き着くために、お嬢さんは大切な人と出会うだろう」

　私はどきんとした。

　私が聞きたかったもう一つのことはそれだったからだ。

「私の……大切な人？」

　おじいさんは真しん剣けんな顔でうなずいた。

「そうじゃよ、お嬢さん、あなたの前に現れる大切な人じゃよ」

「その人って……王子さまなの？」

　おじいさんは笑った。

「いやいや、王子さまなんかではない、貧びん乏ぼうで風ふう采さいの上がらない、一見どこにでもいるような男じゃよ」

　私はがっかりした。

　おじいさんの言葉は続いていた。

「……お嬢さんはいつかその貧乏な男と出会うだろう。そして、そのときお嬢さんは心ならずもその男の服装を見て笑ってしまう。それが、最初の出会いだな」

　私はびっくりした。

　だって、人間を服装で判断して笑うなんて、最低のことだからだ。

「私、そんなことしません！　したことありません！　そんなのウソです」

　私の抗こう議ぎを聞いても、おじいさんの微笑ほほえみは変わらなかった。

「だがな、安心せい、その男の正体は騎士ナイトじゃ。それもこの宇宙でもっとも勇ゆう敢かんで頭のいい騎士じゃ。その騎士はあなたに忠誠を誓ちかい、あなたを愛し、そしてあなたのために戦うじゃろう」

「騎士？　それって……どういう意味なの？」

　おじいさんは私の質問に答えずに肩かたをすくめてつぶやいた。

「わしにもわからんよ。これは数ある未来の一つに過ぎん、未来は不定であり可能性に満ちておるからな……さあ、これで占いは終わりじゃ。見料はいらんよ、アウトニアで無事に興行が終わった感謝の意味を込こめて最後のお客さんはサービスさせてもらう」

　そう言っておじいさんが椅子から立ち上がったとき、後ろにあるドアがあいて、おばあさんが顔を出した。

「イェロヒム！　なにやってんだいこんなところで、情報リンクシステムの端たん子しの梱こん包ぽうが始まってるんだよ」

　そして、そのおばあさんは私がいることに気が付いて目を丸くした。

「あれ？　なんだいその子は？」

「なに、ここに忘れ物をしたんだとさ、今わたしたところだ」

　イェロヒムと呼ばれたおじいさんは、そう言うと私にウィンクした。

　私はあわてて話を合わせた。

「え、ええそうなんです、ここにハンカチを忘れちゃって……母に買ってもらった大切なハンカチなので……」

　おばあさんは、納なつ得とくしたようにうなずいた。

「おや、そうかい、そりゃあ良かったね。このまま宇宙に出ちまったら、一年先まで返せないところだったよ、また来年来るからよろしくね」

「はい、楽しみにしてます！」




　私はおじいさんとおばあさんに頭を下げて、占うらないの館やかたを後にした。

　家に帰る道を歩きながら、私はあのおじいさんの正体を考えていた。

　……きっと、あのおじいさんは占い師なんかじゃない。あの占いの館を運営している裏方さんなんだと思う。

　本当の占い師さんは、あのおばあさんなんだ。

　きっと、あのおじいさんは、私を見て、追い返すのには忍しのびないと思って、占いのまねごとをしてくれたんだわ。

　私たちの家族が幸せになるのかどうか、それはそれぞれの心の持ちようなのね。

　満足することを知らなければ、どんな幸せな環かん境きようでどんなに満ちあふれていても、まだ足りないまだ不足している、自分は不幸だと思い込むに違ちがいない。

　あのおじいさんが言ったのはそういうことだ。

　それは占いじゃなくて、人間として正しい生き方を教えているのかもしれない。

　もしかしたら、占いって、それを謙けん虚きよに聞く耳を持つ時間のことなのかもしれない。

　私は空を見上げて小さくため息をついた。

　……私の運命の人は、本当に、いるのかな？

　もし、いるなら、その人は今、何をしているんだろう？

　そして、私はつぶやいた。

「私……見かけや服装で人を馬ば鹿かにしたりしないわ、絶対に！」




　それから五年の歳さい月げつが過ぎた。

　マリア姉さまは、あのあと縁えん談だんがまとまって嫁とついでいき、そして去年ミリア姉さまも、帝てい国こくの遠い所の王子さまのところに嫁いでいった。

　チャマー兄さまは士官学校で元気にやっている。

　来年卒業したら、しばらく帝国軍の軍務について、それからアウトニアに帰ってくるだろう。

　私は小学校を卒業し、中学校を出てハイスクールに進み、今はユーマにあるユーマ市立ハイスクールの生徒だ。

　アウトニアは平和で、ブドウの豊作が続いている。去年のワインはビンテージになるだろうとウワサされている。

　そして、私がその人を見たのは王宮のエントランスだった。

　所在なげな視線をあたりに飛ばしてきょろきょろしているその態度は、間ま違ちがいなく田舎いなかから出てきたおのぼりさん特有のものだった。

　アウトニアの周りには開かい拓たく惑わく星せいがいくつもあって、ときどきそういった開拓惑星から、このユーマにやってくる人がいる。

　いわゆる観光客だ。

　私たちが住んでいるこの王宮は、そういった観光客のコースの一つになっていて、こういったお客さんがよく訪おとずれる。

　その人は若い男の人だった。

　ちょっと癖くせのある黒い髪かみを持ったその人は、帝国軍の払はらい下げの軍服を着ていた。

　本当に風ふう采さいの上がらないその人の姿を見て、私は思わず小さく笑ってしまった。
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　でも、それは、その人をばかにしたんじゃなくて、なんとなく親しみを感じたからだと思う。

　私はその人に近づいて、そして声をかけた。

「なにか、お探しですか？」

　その人は微び笑しようを浮うかべて答えた。

「あ、いや……シザーズ王宮に来たつもりだったんだけど、どうやら間違えちゃったみたいなんだ」

　……間違いないわ、この人は、きっとすごい遠くの開拓惑星から来たんだ。

　私は、思わずくすっと笑ってしまった。

「ここが王宮よ」




　私はこのとき、自分の目の前にいる人が騎士ナイトだなんて思っても見なかった。

　そう、本物の騎士だなんて……。







　あとがき







　どうも、お久しぶり＆初めまして「雑家」の鷹たか見み一かず幸ゆきです。

『アウトニア王国拾遺録』いかがでしたでしょうか？

　あとがきからお読みになる方に、簡単にご説明しますと、この本は「でたまかシリーズ」の本編では書かれなかった、さまざまなエピソードをまとめた短たん篇ぺん集です。

　マイドの士官学校時代のエピソードで、雑誌「ザ・スニーカー」に掲けい載さいされたものに加筆した「ラスト・ラック・ロット」。

『純情可憐篇』と『英雄待望篇』の間の二年間の空白時期の出来事を描えがいた「リアル・バーチャル・リアル」。

『天下大乱篇』でネオ・アウトニアに帰ってきたマイドとメイの再会後の短い平和なひとときを描いた「プリンセス・パニック・ピクニック」。

『驚天動地篇』に登場した元傭よう兵へいユーと、スクラップ屋の孫まご娘むすめティーのその後を書いた「クラップ・スクラップ」。

　そして、十二歳のころのメイとアウトニア王家の日常を描いた「ライト・オブ・フォーチュン」の五本の短篇を集めています。

　特に最後のお話「ライト・オブ・フォーチュン」のラストシーンは、そのまま第一巻『問答無用篇』のマイドとメイの出会いのシーンに続いています。もし、「でたまかシリーズ」を全巻お持ちなら、もう一度『問答無用篇』から読み直しされるのもいいかもしれません。

　え？　「でたまか第三部」を書くまでの時間稼かせぎをするつもりだろう、ですって？

　と、とんでもありません。（ナゼ、バレタノダロウ……）

　本編では書けなかったさまざまなエピソードを、こうやって世に出せただけでも、私は満足です。特に「リアル・バーチャル・リアル」と「クラップ・スクラップ」の二本は、ともに本来は単行本一冊ぶんの長編用のプロットです。私のパソコンのテキストフォルダの中には他にもさまざまなプロットが出番を待っています。その中にあるネオクーロンのフォルダの中身は先月に世に出ましたので、興味がございましたなら、書店に並んでいる「ネオクーロンＡ」を手にとって頂ければ、と思います。

　このあとは「でたまか第三部」「ネオクーロンＢ」電でん撃げき文庫の「ガンズ・ハート」と続きます。ひょっとすると、別展開でミステリーも書くかもしれません。

　鷹見印の遊園地に投入される新しいアトラクションを、どうぞお楽しみに。




（貧びん乏ぼう暇ひまなしなのか、暇なし貧乏なのか、どっちにしろ貧乏に変わりのない）


鷹見　一幸


















　　カバー・口絵・本文イラスト：Chiyoko

　　カバー・口絵・本文デザイン：中デザイン事務所
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